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狗く[image: ]が絶だちの劔つるぎ２


―刀と[image: ]の物語―
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　腕うで利ききの狗く牙が絶だちである岩がん洞どう那な原ばるが殺されたという衝しよう撃げき的な報しらせを受け、修しゆう学がく院いん香か月づき、桃もも山やま美み玖く、葛かつら城ぎ駿しゆんの三人は慌あわただしく部屋を飛びだした。


　廊ろう下かを摺すり足で滑すべるように進む伊砂いすか斉いつきの後を、香月、駿、美玖の順で追いかける。


　天てん心しん無む明みよう流居い合あいの使い手である香月と美玖も摺り足だから、人ひと気けのない廊下に駿の足音だけがやけに大きく響ひびいた。


　岩洞さんが殺されたって、いったいどういうことだよ!?


　いま何が起きているのか、これから何が起きようとしているのか。


　駿の心しん臓ぞうは早はや鐘がねのように鳴った。


　駿の体に、彼の心臓の鼓こ動どうの音が足音よりもずっと大きく高く響き渡わたった。





　　　　２




　突つき当たりの手前を左に折れて階かい段だんを下くだっていく伊砂に、三人も遅おくれずに続いた。


　伊砂は空港で見たのと同じような出で立ちのスーツにミニスカート姿すがただったが、手には彼女の得え物ものであろう刀を持っていた。


　一段飛ばしで駆かけるように階段を下りた伊砂は、下り切ったところで足を止めた。


　階段を下りたところが、ちょっとしたホールになっている。


　左手にレセプションカウンターのような物があるのを駿は横目で確かく認にんした。


　やはりこの建物は、以前、宿しゆく泊はく施し設せつとして使われていたのだ。


　振ふり返った伊砂は、


「外だ。ついてきて」


　と短く言うと、再ふたたび歩きだした。


　足早にホールを突っ切った伊砂は、玄げん関かんのドアを開けて建物の外に出ていった。


　一いつ瞬しゆん、顔を見合わせた三人だが、直すぐに伊砂の後を追う。


　外はすでに日が暮くれて薄うす暗ぐらかった。


　建物のエントランスの横には花か壇だんらしき物が左右に続いている。


　らしき物というのは、今は荒あれるがままで花など咲さいてないからで、駿は、あれが以前花壇だったのだろうと想そう像ぞうすることしかできない。


　建物の前には空あき地がある。


　その向こう側、森の手前が駐ちゆう車しやスペースだ。


　その先は緑濃こい原生林で、駐車スペースには二台の車が停とまっていた。


　一台は駿や香月が乗ってきた――というか乗せられてきた――ボルボエステートワゴン、もう一台はマイクロバスである。


　伊砂は森の手前で足を止め、三人が追いつくのを待つ。


　三人を見る彼女の表情かおは少し強こわばっているように見える。


　緊きん張ちようのためなのか驚きよう愕がくのためなのか、それとも恐きよう怖ふのためなのか。


　そこは香月にも推おし量はかれない。


　しかし。


　あんな表情かおの伊砂さんを見るのは初めてだ。


　彼女は内心密ひそかに驚おどろいていた。


　伊砂は停まっている車にちらっと視し線せんを走らせたが、すぐに森のほうへ体を向けた。


「ガッチンは森の中で見つかった。正せい確かくに言うと、ガッチンの死体が、だけどね」


　駿の心臓が、どきりと跳はねる。


「こっち」


　伊砂は森の中に足を踏ふみ込こんだ。





　　　　３




　歩いたのは四、五分だろうか。


　建物からはそれほど遠くない。


　足を緩ゆるめた香月が、誰だれかいる……と呟つぶやいた。


　その直後。


　森の中で、誰だ!?　という鋭するどい声が上がり、またもや駿の心臓が大きく跳ねた。


　なんて心臓に悪い……心臓麻ま痺ひで死んじゃうぞ。


「わたしだよ」


　と応こたえて伊砂が進んでいく。


　すぐに森の中の小さな空き地に何人かの若者が立っているのが見えた。


　伊砂の姿を見て、彼らの緊張が一気に緩んだのが駿にも判わかった。


　あれらが遊あそ眞まの言う「狗牙絶ち衆の若手」なのだろう。


　香月が彼ら彼女らを一いち瞥べつすると、何人かはぎこちなく頭を下げ、何人かは険けわしい視線を向けてきた。


　中には完全に無視している者もいる。


　香月に対する態たい度どを見て、駿は少し意外に感じた。


　狗牙を狩かるという共通の目的を持って行動しているのだから、もう少し連帯感というか仲間意い識しきというか、そういうものが強いのかと彼は思っていた。


　ふぅん、べつに仲良しクラブってわけでもないんだな。


　だが、香月を見る目に各人の差があっても、駿に向けた視線はどれも同じだった。


　要するに、誰だ此奴こいつは？　という疑ぎ問もんとも侮ぶ蔑べつともつかない視線である。


　まぁ……そうだろうけどね。


　駿としては、こういう事態も想定の範はん囲い内だ。


　いちいち騒さわいだり腹はらを立てたりはしない。


「異い状じようはないね？」


　と伊砂が訊きくと、そこにいた者の中でいちばん年上と思われる男が応えた。


「ええ、今のところは」


　背せが高く、体たい格かくのいい男だ。


　容貌かおも、なかなかイケている。


　とくれば、普ふ通つうは「カッコいい」という評ひよう価かが真っ先に思い浮うかんでもいいのに、駿の脳のう裏りに浮かんだのは「キザ」「スカしてる」といった言葉だった。


　というのも、何故なぜかどうしてか、其そ奴いつは白い学生服を着込んでいたからだ。


　彼の学校の制せい服ふくなのだろうか。


　いやいや、今どき白い学ランを制服にしてる学校なんて、ないだろう。


　となれば、あれはあの男が自分の趣しゆ味みで着ているわけで、白い学ランを自ら進んで着るような男はキザ以外の何者でもない。


　というのが駿の偽いつわらざる評価だった。


　他の狗牙絶ち衆も、みな制服っぽい恰好だった。


　若手というだけあって、全員が学生のようだ。


　だが、彼のようにへんてこな制服を着ている者はいなかった。


　白い学生服の男は香月に向かって軽く右手を挙げ、親しげに呼よびかけてきた。


「やあ、修学院、久ひさしぶりだな」


　香月が軽く会え釈しやくして応える。


「お久しぶりです、一いち乗じよう寺じさん」


　その挨あい拶さつで駿は、相手が香月より年上なのだろうと当たりをつけた。


　けど、修学院なんて呼よばれると、誰だよって感じだな。


　駿は自分が香月と出会って直すぐに「香月と呼べばいい」と言われたことを思いだす。


　以来、駿はずっと「香月」と呼んでいた。


　彼女の師し匠しようの舘かん山ざん寺じ遊あそ眞まも「香月」としか呼ばない。


　だから香月が「修学院」と呼ばれるのは微び妙みような違い和わ感があった。


「君がいてくれるのは実に心強い」


「いえ、それほどの者では」


　一乗寺という男が香月に向かって微ほほ笑えんでいるのを見て、駿は少し不ふ快かいになる。


　なんか馴なれ馴れしい奴やつだな。そんなに香月と親しいのか？


　駿が一乗寺に対して感じた不ふ愉ゆ快かいな気持ちは、言ってみれば一種の嫉しつ妬となのであるが、彼自身、まだそのことに気づいてはいない。


「再さい会かいの挨拶は後で。カヅキン、こっち」


　いつの間にか、伊砂の呼び方が「カヅキン」に戻もどっている。


　香月は少し嫌いやそうな顔で、はい、と首肯うなずいた。


　伊砂が歩を進めると人ひと垣がきが割われ、地面の上に人が倒たおれているのが見えた。


「これは……」


　伊砂の隣となりに立った香月は其そ処こにある遺い骸がいを見下ろし、呻うめくような低い声を漏もらした。


「……酷ひどい」


　彼女の背はい後ごから駿も覗のぞき込んだ。


　覗き込んで直ぐに目を逸そらせた。


　見なければよかったという後こう悔かいと共に。


　同じように覗き込んだ美玖は目を大きく見開いたまま、その場に固まった。


　横たわった死体には頭と手足が無かった。


　両りよう腕うでは肩かたの先から、両足は太ふと腿ももから下が無くなっている。


　つまり胴どう体たいしかないのだ。


　意外なほど血が目立たないのは既すでに地面に染しみ込んでしまったからなのだろうか。


　目を瞑つぶり、口くち許もとを押おさえた駿は、なるほどと納なつ得とくした。


　他たの狗牙絶ち衆が全員、歩いてきた伊砂や香月のほうを向いていたのは、連中も其処にある死体を見たくないために背を向けていたってことか。


　とはいえ、全員がその場に踏ふみ留とどまっているのはさすがである。


　駿など今すぐ走ってこの場から逃にげだしたい気分だった。


　それとも彼らは、独ひとりで逃げたほうが危き険けんだと判わかっているから、この場に留まっているのだろうか……。
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　そこから先を、駿はよく覚えていない。


　遺体を前に伊砂や香月、一乗寺が何やら話し合っていたようだが、それがどれほど続いたのか、その後、遺体を片かたづけたはずだが、誰がどのようにしたのか判わからなかった。


　気がつくと、駿は建物の中にいた。


　呆ほうけたように食堂らしき場所の椅い子すに座すわって、ぼんやりと天てん井じようを見上げていた。


　駿がのろのろと顔を下ろすと、聞き慣なれた声がした。


「あ、駿様、気がつきましたか」


　すぐ前の席に美玖がいた。


　彼女は椅子に腰こし掛かけて、悠ゆう然ぜんとお茶を飲んでいる。


　駿も遊眞に弟で子し入りしたために、形としては美玖が駿の兄弟子になったのだが、彼女は先せん輩ぱい風を吹ふかそうとはせずに、年上の駿のことを「駿様」と呼んでくれる。


　いい娘こだよな、美玖ちゃん。


　いつもと変わらない美玖の様子を見て、駿は安あん堵どすることができた。


「俺おれ……気き絶ぜつしてたの？」


「気絶してたわけじゃないと思うですけど。呼びかけると何か返事のようなものは返ってきましたですし、此こ処こまでだって自分の足で歩いてきましたです。夢む遊ゆう病びよう者しやみたいだったですけど」


「はは。夢遊病者、ね」


「よう、あんた」


　といきなり声をかけられ、駿の心しん臓ぞうはまたまた大きく跳はねた。


　駿は食堂に美玖以外の人間がいることにまったく気づいていなかったのだ。


「はひぃっ？」


　駿の返事は、返事というより、どちらかというと悲鳴に近かった。


　駿が声の主に顔を振ふり向けると、美玖よりは年上、でも香月よりは年下、そんな印象の女の子が椅子に座っていた。


　着ている物は学校の制せい服ふくだろう。


　彼女は呆あきれた顔で駿を見た。


「狗牙絶ち衆じゃないのは判ったけど、あんた、葛城だっけ、いったい何者？　どうしてここに来たんだよ？　桃山に訊きいても教えてくんないしさ」


「え～～と……」


　俺が香月の鞘さやだってこと、どう説明すれば……と思ったところで、遊眞から釘くぎを刺さされていたことを思いだす。


　居い合あいの師し匠しようであり狗牙絶ち衆の幹かん部ぶでもある遊眞は、彼が出発する前に「駿ちゃんが香月の鞘かもしれないってことは黙だまってろ」と言っていた。


　それだけじゃなく、遊眞さんから口止めされたってことも言っちゃいけないんだよな。どうしよう。


　彼が困こまっていると、美玖が助け船を出してくれた。


「その辺の事じ情じようは、後ほど姉様から改めて説明があると思いますので」


「ちぇっ。ケチだな、桃山っ」


　相手は不服そうに頰ほおを膨ふくらませる。


「で、えっと、君は？」


　と駿が訊くと、相手は、ああそうか、と我われに返った。


「まだ自じ己こ紹しよう介かいしてなかったっけか。あたしは鞍くら馬ま。鞍馬明あきらだ。中三。名な古ご屋やから来た。勾まが田た師匠の弟子」


　勾田といわれても、狗牙絶ち衆ではない駿には誰のことかさっぱり判らないが、取りあえず自分も自己紹介を返してみる。
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「俺は葛城駿。高二。舘山寺遊眞さんの内うち弟で子し……というか居い候そうろうというか」


「それだ」


「は？　どれ？」


「舘山寺さんといえばさ、天心無明流の使い手で、狗牙絶ち衆の中でもピカイチの使い手じゃん。なんであんたみたいな一いつ般ぱん人じんが内弟子？」


「まあ、いろいろとありまして」


「やっぱり説明しない気かよ」


　鞍馬明は不満そうな顔で椅子の背に自分の背を預あずけた。


　不満そうではあるが、駿に向ける視し線せんに敵てき意いは籠こもっていないように思える。


「そういえば……」


　駿が食堂を見み渡わたした。


「誰もいない。美玖ちゃん、香月たちは？」


「いま、岩洞さんの遺い体たいの埋まい葬そうをしていますです」


「あ……あ、そうか」


　地面に横たわっていた首も手足も無い血ち塗まみれ死体の映えい像ぞうが駿の脳のう裏りにまざまざと甦よみがえる。


　駿は頭を振って脳裏に浮うかんだ映像を振り払はらおうとしたが、どれほど強く頭を振っても衝しよう撃げき的な映像が消えることはなかった。


　げんなりとした顔で駿がため息を吐ついた。


「あたしと桃山は、あんたの見み張はり。っていうか、護ご衛えいでここに残った」


　と鞍馬が口を挟はさんてきたので、駿はげんなりとした顔のまま、それはどうも、と彼女に軽く頭を下げる。


「にしてもなぁ。まさか岩洞さんが殺やられるなんてなぁ」


　鞍馬が宙ちゆうを睨にらんで独ひとりごちるように言った。


「どんな狗牙がいるってんだよ」


「岩洞さん、そんな腕うで利ききだったんだ？」


　と駿が訊くと、彼女はちらっと彼に視線を向け、直すぐにまた天てん井じようを見上げてしまった。


「うちの師匠からは、そう聞いてたけどなぁ。『真しん祖そでもなきゃ負けるこたぁねえだろ』ってさ。まぁ、うちやあんたんとこの師匠ほどじゃないんだろうけど」


　遊眞に聞かされたから、真祖というのが狗牙の親玉だということは駿にも判わかる。


「そんな岩洞さんが殺されたってことは……どこかに真祖がいるってこと？」


　恐おそる恐る駿が訊きくと、鞍馬は吐はき捨すてるように応こたえた。


「まさか！　真祖がこんなところにのこのこと出てくるはずがない。あれは、岩洞さんが不意を衝つかれて後おくれを取っただけだ。そうに決まってる」


　鞍馬がそう言い張るのは、彼女も不安だからだろう。


　もし岩洞が敵かなわないような強大な狗牙――真祖――がいるのなら、此こ処こにいる誰だれもが敵わない。


　彼女はそう思ってるってことなのだろうか？　いや、それとも……。


　駿はいくつか確かく認にんしたいことがあったので、ちょうどいい機会だからと、鞍馬に訊いてみることにした。


　それに、話をしていれば脳裏の映像は薄うすれていく気がするしな。


「伊砂さんは、どうなの？」


「どうなのって、何が？」


「岩洞さんと比くらべて」


　鞍馬は宙を見上げるようにして応えた。


「伊砂さんの具体的な腕うで前まえは聞いてないけどさ、この合同訓練の指し揮きを任まかされたほどの人だし、いつも岩洞さんと組んで仕事してたんだから、同程てい度どなんじゃないかな」


「だったら、真祖以外の狗牙が襲おそってきても、なんとかなるってことだよね」


「ん……まぁ、そうだな」


「あと、あれ」


　これを訊こうとすると、あの映像が甦ってくるから嫌いやなんだけど、訊いておいたほうがいいよな。


　駿は脳裏の映像を全ぜん精せい力りよくを傾かたむけて無視した。


「岩洞さんは……狗牙に殺されたの？」


「え？」


　鞍馬が虚きよを衝かれたといった顔で駿を見る。


「いやだって……岩洞さんを殺せるのなんて、狗牙しかいないじゃん」


「狗牙の、しかも真祖だけ？」


「そ、それは不意を衝かれただけで……」


「おやおや、なんか賑にぎやかだねぇ」


　食堂の入り口のほうで聞き覚えのある声が上がった。


　駿が顔を巡めぐらせると、伊砂が食堂に入ってきた。


　彼女の後に香月や一乗寺、そしてその他の狗牙絶ち衆も続いている。


　駿は香月の顔を見て、心しん底そこ、ほっとした。


　ほっとしすぎて、鞍馬との話が中ちゆう断だんしたことを忘わすれてしまった。


　香月も駿の様子を見て安心したようだ。


　彼に向かって小さく首肯うなずいてみせた。


「葛城君、気分は？」


　と近づいてきた伊砂が訊いた。


「爽そう快かいとはいきませんが、まぁなんとか」


　伊砂は駿の隣となりの椅い子すを引き、勢いきおいよく腰こしを下ろした。


　彼女は表ひよう情じようも態たい度ども元に戻っているようには見える。


　元にというか、新しん千ち歳とせ空港で出会ったときの伊砂に。


　しかし駿には、彼女が少し無理をしているように感じられた。


「よし、少し話をしようか。みんな、適てき当とうに座って」


　伊砂のかけ声で、後ろにいた狗牙絶ち衆が進みでてきて、思い思いの場所に陣じん取どった。
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「とりあえず、全員で状じよう況きよう把は握あくを済すませておきたいんだけど、その前に、今日来た三人と前日組を、互たがいに紹しよう介かいしておこうか」


　と言った伊砂は、真っ先に白い学生服の男を指差した。


「カヅキンは知ってるけど、彼が一いち乗じよう寺じ善よし樹き。空そらさんとこの弟で子しで大学一年だ」


　大おお柄がらな一乗寺善樹は左手に刀を摑つかんだまま横おう柄へいな態度で頷うなずいた。


　大学生!?　ってことは、やっぱりあの服、制せい服ふくじゃないよな。キザ野や郎ろう決定だな。


　どうしても男には評ひよう価かが辛からくなる駿だった。


「次が棚たな倉くら雅まさ美み。隣が棚倉暁あき壬み。ふたりとも大おお峡かいさんとこの弟子だ」


　同時に頭を下げたふたりの顔を見て駿は驚おどろいた。


　まったく同じ顔をしていたからだ。


　ひとりはズボンを、もうひとりはスカートを穿はいているが、ふたりともスカートだったとしてもおかしくない綺き麗れいな容貌かおをしている。


　美少年とか美少女とかいう単語がぴったりの兄妹きようだいだな。って、男のほうが兄かどうかは判わからないけど。


　という駿の疑ぎ問もんを察知したわけでもないだろうが、伊砂は、雅美が兄で高一、暁壬が妹で中三、と補ほ足そくした。


　駿はもう一度、驚いた。


　ってことは、一いち卵らん性せい双そう生せい児じじゃないんだ!?


　これだけそっくりなのだから、彼はてっきり一卵性双生児だと思っていたのだ。


　年子の兄妹でも、こんなに似にることがあるんだなぁ。


　ふたりはバットケースのような物を足あし下もとに置いていた。


　狗牙絶ち用の武ぶ器きが、あれに収しゆう納のうしてあるのだろう。


「次が鳴なる滝たき充みつる。麒き麟りんさんの弟子。高一」


　鳴滝充と呼よばれた少年は香月を一いち瞥べつしただけだった。


　かなり目つきが悪い。


　性せい格かく、悪そうだな。


　あくまで男には辛い駿である。


「次、上かみ桂かつら鹿ろく朗ろう。寒かんさんとこの弟子。高三」


「うす」


　返事をした上桂鹿朗は一乗寺より一回り、いや二回りは大きかった。


　といっても、背せ丈たけはそれほど変わらない。横よこ幅はばがあるのだ。


　相撲すもう部ぶだと言われれば、思わず納なつ得とくしてしまいそうだけど……どんな武器を使うんだ？　まさか体当たりじゃないだろうな。あと、隣に座すわったら暑苦しそうだな。


　男には、とことん容よう赦しやのない駿である。


「次が鞍馬明。勾田さんとこの弟子。中三」


　鞍馬は割わりと丁てい寧ねいに頭を下げた。


「次が椥なぎ辻つじ海かい人と。鳩はとさんとこの弟子。高一」


　呼ばれた少年は、一乗寺や上桂と違ちがって、ごく普ふ通つうの体型だった。


　攻こう撃げき的な雰ふん囲い気きを発散している鳴滝と違って、おとなしそうな印象だ。


　彼はにっこりと笑って、香月や美玖、駿にお辞じ儀ぎをした。


　細い目が、よりいっそう細くなっている。


　少なくともその笑え顔がおを見る限り、彼は他の狗牙絶ち衆のように、駿のことを怪あやしんだり邪じや魔ま者もの扱あつかいしたりはしていない……ように思われた。


　けど、「なぎつじ」ってどんな字を書くんだ？　っていうか、鳩？　変な名前の師し匠しようがいるんだな。いや、さっき「きりん」とかいう人もいたよな。本名じゃなくて愛あい称しようか何かなのか？　まぁ、あとで香月に訊きけば判るけど。


　伊砂は体の向きを変え、正面に座っている香月を指さした。


「彼女が修学院香月。舘山寺遊眞さんとこの弟子。高二」


「あれが」「なるほど」「確かに」などという囁ささやき声があちこちから上がった。


　香月はそれらの声を無む視ししたまま、他のメンバーに向かって、まったく表ひよう情じようを変えぬまま頭を下げた。


　周りの者たちも香月に頭を下げたり会え釈しやくしたりしているが、彼女に向けられた視線にはなかなか複ふく雑ざつな感情が込こめられているように見えた。


　あんな奴やつより俺おれのほうが強い、と思ってる者もいるってことかな。


　駿はそう当たりをつける。


　狗牙絶ち衆としての腕うでの強弱など駿には測はかれないから、ここにいるメンバーの序じよ列れつなどさっぱり判らない。


　あとで美玖ちゃんにでも、そっと訊いてみるか。いや、彼女はまだ見習いだから、他の連中のことはよく知らないかも。


　駿は、そっと鞍馬の様子を窺うかがった。


　鞍馬なら教えてくれるかな。


　鞍馬が香月を見る目に敬けい意いが込められているとは思えないが、少なくとも敵てき意いは籠こもっていないように思えた。


「で、最後が桃山美玖。香月と同じく、遊眞さんとこの弟で子し。中一」


　美玖はわざわざ椅い子すから立ちあがって低頭した。


「桃山美玖です。まだまだ未み熟じゆく者ものですが、よろしくお願いしますです」


「可愛かわいいだろう？　だけど、手は出すなよ。遊眞さんに殺されたくなかったらな」


　伊砂は冗じよう談だんを言ったのかもしれないが、誰も笑わなかった。


　どうやら遊眞さんの凶きよう暴ぼうさは、狗牙絶ち衆全体に鳴り響ひびいているようだな。


　駿も内心で苦く笑しようを禁きんじ得ない。得ないが。


　あ、あれ……？


　駿はまだ自分の名が呼ばれていないことを思いだす。


　つまりそれって、俺は紹しよう介かいする必要もない程てい度どの位置づけってことっすか。いやまぁ、確たしかに俺は部外者だけど。


　駿が思い切り情なさけない顔になると、彼の気持ちを忖そん度たくしたのか、一乗寺が手を挙げた。


「伊砂さん、まだひとり残っていると思いますが？」


　それで全員の目が駿に集中する。


　興きよう味み本位の目、非ひ難なんするような目、不思議そうな目。


　様々な目で見つめられて、駿は内心で大きなため息を吐つく。


　こうなるのは最初から判わかっていた。今さらだけどね。


「彼は葛城駿、現げん状じよう、遊眞さんの弟子で高二……ってことだけど、わたしも彼が狗牙絶ち衆じゃないってことしか知らないので、それ以上はパス」


　周りから、


「え～～？」


　とか、


「なんだよそれ!?」


　とかの不服そうな声が上がった。


「宿老おとな衆しゆうからは『参加させるのでよろしく』としか聞いてないも～ん」


「うわ、開き直ったぞ、この人」


　一乗寺が呆あきれた表情かおで伊砂を見ている。


「理由は知らないけど、どうしてもカヅキンと一いつ緒しよにいなくちゃいけないんだって」


　全員の目がもう一度、駿に集中した。


　今度のは疑ぎ念ねんの籠った視線だ。


　一乗寺が、駿に向けた視線をそのまま香月へとずらす。


「どういうことだ、修学院？」


「今は秘ひ密みつだな。然しかるべきときに然るべき説明をする」


　ざわざわと周りがざわめいた。
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「ふたりはラブラブでさぁ、一いつ時ときも離はなれたくないんだよ、きっと」


「伊砂さん、また貴女あなたはそういう出で鱈たら目めを。そんな理由で一いつ般ぱん人じんを連れてきますか!?」


　きつい目で香月が伊砂を睨にらんでいる。


「ラブラブのほうは否ひ定ていしないんだ？」


「そんなもの、否定する、しない以前の問題です」


　そんなもの……って香月……。


　ちょっと情けなくなる駿だった。


「とにかく！　今は理由が明かせませんが、駿はこの訓練に参加する必要があるのです。そうでなくてはお師し様さまが命じるはずもないし、宿老衆が許きよ可かするはずもないでしょう！」


「ああ、判ったから、そう怒ど鳴なりなさんな、カヅキン」


「その呼よび方も止やめろと……」


「ちょい待ちカヅキン。タンマだよ、タンマ。カヅキンタンマ」


　周りから笑い……というか、失笑が漏もれた。


「伊砂さん～～貴女という人は～～」


　思わず腰こしを浮うかせた香月が、空くう腹ふくの猛もう獣じゆうのような唸うなり声を上げる。


「だからさ。だから、真面まじ目めに話をしようよ。今はそれどころじゃないんだから」


「話を逸そらしていったのは貴女でしょうが」


「ああ、ごめんごめん。ちょっと、みんなの緊きん張ちようを和やわらげようと思っただけだよ」


　憤ふん然ぜんとした表情で香月が腰を下ろした。


「ってことで、彼は部外者だけど、宿老衆の了りよう解かいの下もとで参加。そんな感じで」


「そんな感じって言われてもなぁ」


　不ふ審しんそうな不満そうな声がいくつか上がったが、宿老衆了解で参加してると言われては彼らに口を挟はさむ余よ地ちはない。


　判ったような判らないような表情で全員が首肯うなずいた。


「紹介が終わったんで、状じよう況きよう確かく認にんに行くよ」


　伊砂の声で、全員の表情が引き締しまった。
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「まず、わたしから一通り説明する。集まった後もバタバタで、まだ、みんなとまともに話もしてないしね。すでに知ってることも含ふくまれてるだろうけど我が慢まんして聞いて。質しつ問もんは後でまとめて受けつける」


　全員が真しん剣けんな面おも持もちで伊砂の話に聞き入っている。


「今回みんなに集まってもらったのは、実戦を兼かねた合同訓練のため。実戦というのは、この辺りで最近、狗牙による人ひと喰くい事じ件けんが起きたと疑うたがわれるので、真しん偽ぎを確認すること。狗牙の存そん在ざいを確認した場合は、狗牙を狩かること」


「この辺りって、此こ処こは何ど処こなんです？」


　と訊きいたのは鳴滝充だ。


「質問は後でまとめて受けつけるって言わなかった？」


　と伊砂に睨まれて、彼はふて腐くされたようにそっぽを向いた。


　だが今の質問で、駿は自分たち以外にも、知らないまま連れてこられた者がいることが判った。


　っていうか、全員、そうなのか？


　そうでないなら、鳴滝は仲間の誰だれかに訊けばいいわけだ。


　つまり、誰にも場所を知らせないまま参加者全員をここに連れてきたのか。でも、どうしてそんなことをするんだ……。


　参加者に場所を教えないまま合宿をする理由が駿には想そう像ぞうできなかった。


　そんな駿の疑ぎ問もんを察したのでもないだろうが、次いで伊砂は場所を教えない理由の説明を始めた。


「で、何組かに分かれて北海道まで来てもらったわけだけど、宿老衆からの要望で敢あえてみんなには此この場所を教えなかった。どうしてかというと、狗牙に気づかれたくなかったから……ああ、みんなの言いたいことは判る」


　何か言いたそうにする数人を、伊砂は手を挙げて遮さえぎった。


「場所を知っているかどうかと、狗牙に気づかれるかどうかなんて関係ない……ってことだろ。普ふ通つうはそうなんだけど、ちょっと普通じゃない事じ態たいになってるんだ」


　そこで伊砂は少しだけ声を落とした。


「みんなは知らないだろうけどね、少し前にわたしんとこの若わかい奴やつが狗牙に殺やられた」


　えぇっっ、という驚きよう愕がくの声がいくつも上がる。


「どうも、こちらの動きが漏もれているようないないような」


「ど、どういうことですか？」


　堪たまらずに、棚倉兄妹きようだいの兄、雅美が訊く。


「質問は後で」


「あ、すみません」


「まぁ、断だん定ていはできないんだけど、万が一ということもあるので、宿老衆は場所を極ごく秘ひにしろと言ってきた。でも、こうしてガッチンが殺やられたってことは、やはり情じよう報ほうは漏れていたんだと思う」


　何人かが難むずかしい顔で考え込む。


「此処で具体的にどんな訓練をするかも決めてあったんだけどさ、こうなってしまうと、それはチャラだね」


　伊砂は全員を見み渡わたした。


「さて、肝かん心じんのガッチンの件に行こうか」


　その言葉で狗牙絶ち衆に緊張が走ったのが駿にも判った。


　香月でさえ、やや緊張した表情かおで伊砂を見つめている。


「今日、其そ処このカヅキンたち三人を連れてきた後、車は駐ちゆう車しやスペースに停とめておいたんだけど、午後になってタイヤがやられているのを見つけたんだ」


　何人かが、ぎょっとした顔を伊砂に向けた。


「もう一台のほうもパンクさせられていた。タイヤだけじゃない。配線もやられていてね、二台とも車は動かせなくなっている」


　それが何を意味するのか。


　もし駿の想像するとおりだと……。


　駿は、そっと新しい携けい帯たい電話を取りだした。


　香月の機転のおかげで以前使っていた物を狗牙に壊こわされてしまったから、新しい携帯を購こう入にゆうしたばかりだった。


「弟で子しのしたことは師し匠しようの責せき任にん」とかで、お金は遊眞が出してくれた。


　駿はそのとき、ちょっとだけ遊眞を見直したものだが、それはさておき。


　モニターの表ひよう示じは「圏けん外がい」になっていた。


　となると、当然あっちも……。


　駿は、そっと携帯を閉とじた。


「あんたたちの誰かが悪戯いたずらしたんでなければ、壊した奴が外にいる。そこでガッチンが森の中を調べに行ったわけ。ところが、何い時つまで経たってもガッチンが戻もどって来ない。そこで善樹と双ふた子ごが探さがしに行った。あの場所で倒たおれてるガッチンを見つけた三人は、すっ飛んで戻ってきて、わたしに報しらせた。まぁ、後はみんなの知ってるとおりだね」


　棚倉兄妹は年子だから、正せい確かくには「双子」と呼よべないはずだが、伊砂はふたりを双子と呼んで憚はばからない。


　狗牙絶ち衆の中では、それがふたりの通つう称しよう、通り名なのかもしれない。


　伊砂が上体を反そらせ、椅い子すの背せに自分の背中を預あずけた。


「さて、我われ々われは今、なかなか大変な状じよう況きように置かれている。判わかるかい？」


　誰も何も応こたえない。


「伊砂さん、俺たち」


　駿が声を上げると、全員が一いつ斉せいに首を巡めぐらせた。


　またもや全員の視し線せんが駿に集中する。


「ひょっとして遭そう難なんしたんですか？」


　伊砂が、にやりと笑った。


「なかなか面おも白しろい表ひよう現げんだね。うん、そう言ってもいいよ、葛城君。山での遭難者同様に、わたしたちは身動きが取れなくなった」


　鞍馬が不思議そうな顔で小首を傾かしげた。


「いやでも……車がダメなら誰かに連れん絡らくして迎むかえに来てもらえばいいんじゃ？」


「現状、外部との連絡が取りようがない」


「え？」


「此処は使われなくなった元ホテルを臨りん時じに借りただけでね、いま電話は通じていない。そして携帯は圏外だ」


　悲鳴のような声が幾いくつか上がった。


「でもって、此処は道どう央おうの森の中。周囲には人じん家かの一軒けんもない。近くの町まで歩こうとすれば、そうだな、一日がかりかな」


「でも、歩くしかないなら……」


　と言いかけた鞍馬を伊砂が遮さえぎった。


「森の中に、ガッチンを殺やれるほどの狗牙がいるかもしれないのに？」


「あ、いや……でも、全員で行けば……」


「狗牙が一匹ぴき、二匹なら問題はないさ」


「まさか、伊砂さん……」


　鞍馬が一いつ瞬しゆん、怯おびえたような表情を見せた。


「宿老衆からは、狗牙が集しゆう団だんで行動している可か能のう性せいがあると言われている。真祖はいないだろうけど、ガッチンが殺られたとなると、子が何匹かいる可能性は確たしかにある」


「そんな……」


　低い呻うめき声があちこちから聞こえてきた。


「相手の戦力も判わからないのに、森の中を遠足するのは賛さん成せいできないな」


「でも、じゃあ、どうしたら？」


「三日後、遅おそくても四日後には、遊眞さんを始め、宿老衆が何人か来る手て筈はずになっている。それを待ったほうが賢けん明めいだね」


　伊砂の説明を聞いて何人かが、あからさまに安あん堵どの息を吐はいた。


「まぁ、遊眞さんと狗牙のどっちが恐こわいか、って比ひ較かくもあるけどね」


　と伊砂が戯おどけると、香月が真面まじ目めな表情かおで言い切った。


「お師様のほうが断だん然ぜん恐い」


　誰も笑わなかった。


　みんなが狗牙を恐おそれているのか、それとも本気で遊眞を恐れているのか、判はん断だんに困こまる駿である。


「全員が十日間籠ろう城じようしても平気なだけの食料がここにはある。無理をする必要はない」


「そうですね。俺おれもそう思いますよ」


　と一乗寺が賛意を表した。


「ってことで、増ぞう援えんが来るまで、此こ処こで待機。この方ほう針しんでいいかな」


「いいも何も、他に選せん択たく肢し、ねえだろ」


　と毒づいたのは鳴滝だ。


　他人に突つっかかるのが好きな質たちらしい。


「じゃあ、全員を三班ぱんに分ける。以後、必ず班はん毎ごとで行動すること。単たん独どく行動は厳げん禁きんだよ。あと、自分の武ぶ器きは常つねに携けい行こうすること」


　そう言って、伊砂は班分けを開始した。


「まず一斑。班長はわたし。以下、鳴滝と椥辻。二班の班長が一乗寺。以下、棚倉兄妹きようだいと上桂。三班の班長が修学院だ。以下、鞍馬と桃山……と葛城だな」


　伊砂が香月に、続けて駿に視線を向けた。


「カヅキンとこの負ふ担たんが少し大きいか？」


「べつに大きくはないです」


「なら、いいけどさ。夜は二班交代で見み張はりに立つ。残り一班は食事当番だ。了りよう解かい？」


「了解」


「今夜は最初にわたしの班が見張りに就つく。夕食後から二時までとしよう。そこで二班と交代。二班は二時から六時まで。で、夕食と明日の朝食担たん当とうが三班。了解？」


「了解」


「見張りは出入り口中心。あと、外を見下ろせる二階の廊ろう下かもだ。建物の周囲はともかく森の中には絶ぜつ対たいに入るな」


　何人かが唾つばを呑のむのが判った。


「二班はさっさと寝ねろよ。部屋割わりはふたりずつにしておこうか。鳴滝と椥辻、一乗寺と上桂、棚倉兄妹、カヅキンとこは……」


「あ、こちらはわたしと美玖と駿の三人で」


「いや、それだと鞍馬が余あまる」


「じゃあ、あたしも三人と一いつ緒しよでいいや」


　おおお？　女子三人と同部屋に!?


　こんなときに不ふ謹きん慎しんかな、と思いつつも、なんとなくときめいてしまう駿だった。


「四人が寝られる部屋があったかな？　後で探さがしてみよう」


「最悪、わたしは床ゆかでも寝られますので」


　と香月が言うと、伊砂は意味ありげな視し線せんを駿に送ってきた。


「まさか、君、女の子を床に寝かせたりしないよね？」


　ときめきは一気に冷えた。


「……ええ、もう、任まかせてくださいよ。床に寝るのは得意中の得意なんで」


「偉えらい。それでこそ男の子だ」


　そういうの、逆ぎやく差別なんじゃないかなぁ。


　と思ったりする駿だが、そこはぐっと堪こらえて黙だまっておく。


「では、いったん解散。部屋を決めよう」


　伊砂が立ちあがった。
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　元ファミリールームらしき部屋があったので、駿たち四人はそこに入った。


　ただしトリプルベッド＋ソファベッド一という構こう成せいなので、当然の如ごとく駿がソファベッドになった。


「いや、いいんだ。床に寝ることを思えば天国だよ」


　と言った駿の言葉は本音である。


　すでに夕ゆう刻こくになっているから、食事当番に当たっている第三班の四人は、部屋に荷物を置くと大急ぎで食事の支し度たくを始めに階下に戻もどった。


　キッチンに勢せい揃ぞろいした女じよ性せい陣じんは制せい服ふく姿すがただった。


　着き替がえる間も惜おしんだということか。


　三人は伊砂が用意しておいたエプロンを制服の上に装そう着ちやくする。


　香月と美玖ちゃん、制服にエプロン姿もなかなかいいんだけど、なんというか今ひとつ物足りない気もするな。裸はだかエプロンだなんて贅ぜい沢たくは言わないけど、せめて、こう、メイド服くらい……。


　駿の脳のう裏りで、メイド服に身を包んだ香月と美玖が、その上にエプロンを着けている図が浮うかびあがった。


　ふたりのメイド服は、何故なぜか超ちようがつくほどのミニスカートだった。


　超ミニスカメイド服の上にエプロンを着け終わったふたりは、駿に向かって極ごく上じようの笑え顔がおを向ける。


「夕食は何になさいますか、ご主人様？」


　そうだなぁ、何がいいかなぁ。でも、夕食を食べる前にふたりを食べちゃおうかなぁ、な～んて……。


　あ、駿様、駄だ目めですよ、姉様がいるのに、そんな……。


　うふふ、大だい丈じよう夫ぶだよ、美玖ちゃん。香月も一緒だから。ね、香月。


　な、何が一緒だから大丈夫なんだ、駿……あ、ちょっと、こら、駄目だってば……。


　せっかくのエプロン姿なのに、メイド服がちょっと邪じや魔まかな？　ほら、これは脱ぬいで、裸の上に直ちよく接せつエプロンを……。


　妄もう想そうとはいえ、思い切り贅沢を言っている駿である。


　キッチンの片かた隅すみに立ったまま、心ここにあらずの様子で宙ちゆうを見上げている駿に、香月が気がついた。


「駿」


「ふたりとも素す敵てきだよ……」


「駿様？」


「とっても美味おいしそうだなぁ……」


「駿！」


「食べちゃおうかな……あ？」


　よからぬ妄想から覚めた駿が顔を向けると、自分を見つめている香月と視線が合った。


「……夕食はこれから作るわけだが、君は何を食べようとしていたのかな？」


「え？　な、何も食べないよ？　全然なんにもこれっぽっちも食べないよ？」


「では、何を考えていたのだ？」


　香月だけではない。


　疑ぎ念ねんの籠こもった三人の視線が自分の顔に突つき刺ささるのを感じ、駿は大量の冷や汗あせを流す。


「いやあの、ちょっと岩洞さん殺害の件けんを考えていて、それで……」


　岩洞の名前を出したのが利きいたのか、香月は、


「そうか」


　と言って小さなため息を吐ついた。


「まぁ、気にするのは判わかるけれど、今は目の前の仕事を優ゆう先せんしてくれないか」


「ああ、そうだね。そうだね」


　ということで、四人は仕事を再さい開かいする。


　危あぶね～～っ。いま俺が何を考えてたかを香月たちに知られたら、此この場で殺されていたかもだよ。


　駿は密ひそかに冷や汗を拭ぬぐいながら、以後、妄想するときは気をつけよう、と思った。


　妄想を止やめようと思わないのが、彼らしいといえば彼らしい。


　四人は急いでキッチンに何があるのかを調べて回った。


　食材から食器、調味料などの確かく認にんを終えると、駿、美玖、鞍馬が香月の前に整列する。


「で、班はん長ちよう、何を作るの？」


　と駿が訊きいた。


　香月の答えは、予想どおりといえば予想どおりだった。


「カレーだな」


　それがいちばん無ぶ難なんか。けど、今は使われてない元ホテルにしては、大型の冷れい凍とう冷れい蔵ぞう庫こがあるし、食料もたっぷりだし、準じゆん備び万ばん端たんだよな。


「深い鍋なべもあるから、それが手っ取り早い。あまり時間がないし、急ごう」


　と香月が宣せん言げんし、四人は仕し込こみに取りかかる。


　調理自体は簡かん単たんだが、人数が多いので仕込みが大変だ。


　駿も美玖も鞍馬も、ものも言わずに野菜を切っていく。


　タマネギを切り、ジャガイモを切り、目がしょぼつく中、さらに人にん参じんを切り、冷凍肉を解かい凍とうする。


　電子レンジまで持ち込んだのか？　合宿にしては用意がよすぎるんじゃないか。あ……そうか。冷蔵庫とか電子レンジは、元々このホテルにあった物を使っているだけか。


　駿はそう考え直した。


　確たしかにそれらは、しばらく使われていなくても、電でん源げんさえ入れれば直すぐに使えるようになる。


　ホテルというより少し立りつ派ぱなペンションって規き模ぼだけど。それにしても十人もの人間の食事を用意するのがこれほど大変だとは。


　駿はタマネギを刻きざんだせいで目に滲にじんだ涙なみだを手で拭った。


　毎日毎まい晩ばん、遊眞の分も含ふくめて自じ炊すいをしている香月や美玖であっても、これはなかなかに大仕事だった。


　四人は必死に働き、腹はらを空すかせた連中から文もん句くが出る前に、なんとか夕食の――というには少し遅おそくなったが――用意が調ととのった。
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　全員が食堂に勢せい揃ぞろいして食事を摂とっている。


　だが、食事中の会話はさっぱり弾はずまなかった。


　最初のうちは、なかなか美味しいじゃないかと大声を上げていた伊砂も、今では黙もく々もくとカレーを口に運んでいるだけだ。


　さすがの狗牙絶ち衆も、岩洞さんが殺された衝しよう撃げきからくるダメージは大きい……ということかな。俺は部外者だけど、連中にしてみれば仲間なんだからな。


　と思った駿は、ちらっと香月の様子を見る。


　彼女はいつもそれほど口数が多いわけではない。


　この場で話をしないからといっても、それが大きな衝撃を受けていることに繫つながるとは限かぎらない。


　でも、きっと疲つかれてるのは間ま違ちがいないな。俺も……なんだか疲れたよ。
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　駿は自分が今いるのが北海道なのを思いだした。


　自じ宅たくを離はなれ秩ちち父ぶの奥おくの遊眞さんの家に行き、さらにこうして北海道の森の中。まったくどうなっているんだか。


　確かにこれは平へい穏おんな日にち常じようではなかった。


　もちろん、平穏な日常とサヨナラする覚かく悟ごを駿はした。


　しかし、決けつ断だんをして直ぐに、このような事じ件けんに見み舞まわれるとは思わなかった。


　まさか、これからずっと、こんな体験の連続なんてことには……ならないよな。いや、ならないで欲ほしいんだが。


　ただ、こうして香月と一いつ緒しよにいられるそのことが駿に安心感をもたらしている。


　香月がいてくれれば、なんとかなりそうな気がする。


　ただ、そんな香月相手にも、自分の考えをすべて話せない現げん状じように、駿は少し苛いら立だちを、焦しよう燥そうを感じてしまう。


　まだ材料が少なすぎるしな。とにかく、もう少し事じ態たいが見通せるようにならないと話せないよな。


　何い時つ、どのタイミングで話ができるだろうか。


　それを考えながら、駿は食事を再開した。


　やがて静かな食事が終わり、一同は解かい散さんとなった。


　見み張はりの打ち合わせをしている伊砂と一乗寺を残し、三班ぱんは後あと片かたづけに入る。


　四人が洗あらい物を終えて食堂に出ると、伊砂と一乗寺はまだ話し込んでいた。


「伊砂さん、お先に失礼しますね」


　と香月が声をかけると、彼女はゆっくりと顔を上げた。


「ご苦労さん。明日、朝食後に全員で建物の周辺を捜そう索さくすることにしたからさ、ちゃんと寝ねておきなよ、カヅキン」


　その呼よび方は……と口の中で何やら呟つぶやいた後、香月は、はい、と首肯うなずいた。


「伊砂さんもお気をつけて。一乗寺さんも」


「判わかってるよ」


　と応こたえた伊砂は駿に視し線せんを向けてきた。


「葛城君、なんだかおかしなことに巻まき込んでしまってすまなかったね」


「ああ、いえ、なんというか……仕方がないですよね」


「君にそう言ってもらえると、少し気が楽になる。あと三日かそこらだから我が慢まんしてよ」


「はい」


「では、お休みなさい」


　香月が丁てい寧ねいに頭を下げた。美玖、鞍馬、駿が続けて挨あい拶さつを送る。


「お休みなさいです」


「お休みなさい～～」


「お休みなさい」


「ああ、お休み」


　四人は宛あてがわれた部屋に引き揚あげていった。


　このとき伊砂は「明日の朝食後に全員で」と言ったが、結局、翌よく日じつの朝食に全員が顔を揃そろえることはなかった。
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　食後、第三班の四人――駿しゆんと香か月づきに美み玖く、そして鞍くら馬ま明あきらは台所で夕食の後あと片かたづけに取りかかった。


　片づけはそれほど時間もかからずに終わり、ほどなく四人は食堂に戻もどった。


　中三だという鞍馬明は、髪かみが短く、表ひよう情じようがくるくる変わり、初対面の人間にも物もの怖おじせずに、元気潑はつ剌らつといった印象だ。


　着ている制せい服ふくは彼女が通う中学の物だろう。


　今日が初顔合わせだったにも拘かかわらず、仕込みのときも料理のときも後片づけのときも、鞍馬はひっきりなしに香月や美玖に、そしてたまに駿にも話しかけてくる。


　元気のいい明るい娘こだなぁ。


　というのが駿の印象である。


　余所よそ者ものの俺おれを邪じや魔ま者もの扱あつかいするような人間だと一苦労するところだけど、彼女なら性せい格かくもよさそうだし、同部屋になっても問題はないだろうな。


　実じつ際さい、鞍馬は一いつ般ぱん人じんである駿が合宿に参加したことを怪あやしんではいたが、駿個こ人じんを怪しんだり嫌きらったりはしていないようだから、彼女に関しては、あまり心配する必要はなさそうだった。


　白い学生服姿すがたの一いち乗じよう寺じ善よし樹きを相手に打ち合わせをしている伊砂いすかに向かって、香月が声をかけ、そして頭を下げた。


　伊砂斉いつきは一見、外がい資し系けい会社の秘ひ書しよか何かのようである。


　着ている物がタイトなミニスカートに同系色のジャケット、着こなしもびしっと決まっているからそう見えるのか、いかにも有ゆう能のうそうな雰ふん囲い気きを醸かもしだしていた。


「では、お休みなさい」


　美玖、鞍馬、駿が続けて挨あい拶さつを送る。


「お休みなさいです」


「お休みなさい～～」


「お休みなさい」


「お休み。明日あしたの朝食、頼たのんだよ」


　と応こたえると、伊砂はすぐに一乗寺との打ち合わせを再さい開かいさせた。


　女じよ性せいながら腕うで利ききの狗く牙が絶だちで、今回のプロジェクトのリーダーである伊砂と、参加者最年長の一乗寺は、棟とう内ないの見み張はりについて検けん討とう中だった。


　ふたりの表情かおには緊きん張ちよう感が張りついている。


　それも当然。


　伊砂と共に訓練の指し揮きを執とるはずだった岩がん洞どうが何者かに殺されたとなれば、そして殺した相手がまだ近くにいるかもしれないとなれば、緊張もするし真しん剣けんにもなる。
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　駿たち四人は食堂を後にして宛あてがわれた部屋まで戻ってきた。


　部屋は二階の角部屋で、ここが営えい業ぎようしていた頃ころはファミリールームとして使われていたらしい。


　他たの部屋よりも広いとはいえ、ワンルームはワンルーム、ひとつ部屋に女子三人と泊とまるというシチュエーションは、緊張するし期待も高まる。


　もっとも自分たちが置かれている状じよう況きようを考えれば、駿の淡あわい期待感も、たちまち萎しぼんでしまうのだが。


　部屋のドアの鍵かぎを開けた香月が振ふり返り、


「駿」


　と手て招まねきした。


　鞍馬明とは対照的に落ちついた雰囲気の香月は、これまた鞍馬とは対照的に背せが高く、長い黒くろ髪かみを腰こしまで垂たらしている。


　濃のう紺こんのセーラー服に濃紺の長いスカートを身に纏まとった彼女からは、美しさを通り越こして、一種、妖よう艶えんな感じすら受ける。


　香月は、いつもとあまり変わっていないように見えるな。少なくとも上うわ辺べだけは。


　と思いつつ駿が寄よっていく。


「なに？」


「すまないが部屋に入るのを三、四分、待ってくれないか」


「……そうか。着き替がえね」


「うん。バスルームでひとりずつ着替えてもいいのだけど」


「ああ、いいよいいよ。ここで待ってるから、終わったら声かけて」


「すまないな」


「すみませんです」


　香月と美玖がドアを開けて部屋に消える。


　美玖は中一だから、今回の訓練の参加者の中では最も若わかい。


　彼女独どく特とくのおっとりとした雰囲気に、短めに切り揃そろえた髪がよく似に合あっている。


　可愛かわいいよなぁ、美玖ちゃん。香月のセーラー服もいいけれど、美玖ちゃんのワンピースタイプの制服も、なかなかいいものだな。


　などと駿がにやついていると。


　鞍馬明が、


「なぁなぁ、葛かつら城ぎさん」


　と顔を寄せ小声で訊きいてきた。


「え？　な、なに？」


　前ぜん述じゆつしたように彼女は人見知りをしない質たちらしく、駿や美玖にも平気で話しかけてくる。


「あんたと修しゆう学がく院いんさんって、本当のところはどうなの？」


　答え難にくいことでも平気で訊いてくる。


「いや、どうなのって言われても……」


「恋こい人びと同士とかじゃないの？」


「いや～～、それはないなぁ」


　と応こたえておいて、残念ながら、と駿は内心でつけ足した。


「ふぅん、そっか」


　鞍馬はまだ納なつ得とくできないといった顔だったが、最後に一言、


「覗のぞくなよ」


　と言い捨すててドアを閉しめた。


　やれやれ、本当に怒ど濤とうの展てん開かいだな。


　廊ろう下かの壁かべに背を預あずけて駿は嘆たん息そくする。


　それにしても、どうもよく判わからないことが多いよな。伊砂さんの前じゃ訊き難いこともあったし、後で香月に確かく認にんしてみるか。


　空港で伊砂と出会ってから今までのことを駿が頭の中で点てん検けんしていると、やがてドアが開いて香月が顔を出した。


「お待たせ、駿」


　香月は上下ともスウェットに着替えていた。


　色気も何もあったものじゃない出で立ちだが、それでも香月は魅み力りよく的だった。


　充じゆう分ぶんに魅力的だった。


　体の線がはっきり出るこの手の服は香月の胸むねの盛もりあがりが強調される感じで、これはこれで悪くないよな。


「ん？　何か？」


「ああ、いや、なんでも」


　駿は慌あわてて手を顔の前で振った。


「ちょっと考え事をしていてさ」


　部屋に足を踏ふみ入れた駿は、自分用のソファベッドに腰こしを下ろした。


　既すでに布ふ団とんを敷しいてベッドとして使えるようにしてある。


　美玖も上下スウェットだった。


　明はジーンズにＴシャツだから、駿と被かぶり気味だ。


　駿の眼がん前ぜんに香月が立った。


「駿、すまなかったな」


　駿が香月の顔を見上げると、彼女は真しん剣けんな面おも持もちで駿を見下ろしていた。


「へ？　何が？」


「伊砂さんも言ったけど、変なことに巻まき込こんでしまった。謝あやまるよ」


　香月は心底、申し訳わけなさそうな表情かおになって頭を下げた。


　こいつ、本当に善いい奴やつだよな。


　駿は少し心が軽くなった気がした。


「うん、それはいいんだ。それより、少し訊きたいことがあって」


「……今日の事じ件けんのことだな？」


「そう。気になることがいくつか」


「うん、わたしも気になることがあるんだ。寝ねる前に少し話しておこうか」


　壁と平行に置かれている駿のソファベッドに対して、残りの三つは壁と直角だった。


　香月はその中の真ん中、駿の座すわった目の前のベッドの端はしに腰を下ろす。


　ちょうど駿と向き合う恰かつ好こうだ。


　ベッドの上に彼女が持ち込んだ刀が置かれている。


　無む明みよう刀とう壱いち番ばんの「弱なゆ竹たけ」だ。


　香月が愛用していた「玉たま響ゆら」に比くらべると、やや細身で反そりも少ない。


　香月曰いわく。


「どちらかというと、斬きるというより突つく感じだな。もちろん斬ろうと思えば斬れるのだけど、力の入れ具合とか、けっこう微び妙みようでね、其そ処こが玉響よりも扱あつかいが難むずかしいんだ、此この刀は」


　その玉響は、いま駿の体内にある。


　たぶん。


　おそらく。


　きっと……。


　しかし、なゆたけ、ねぇ。本当に変な名前が多いな、無明刀。


　香月と美玖の居い合あいの師し匠しよう――今では駿の師匠でもある――遊あそ眞まの話によると、無明刀というのは天てん心しん無む明みよう流に代々伝わる特とく殊しゆな日本刀で、最初に打たれた一本は室むろ町まち時代の作という伝でん承しようがあり、七本すべてが――七番の罪つみ無なしだけは小こ太だ刀ち二本で一組だが――戦国時代末期までには完成していたらしい。


　それを、天心無明流当主が代々受け継ついできたのだと。


　今は遊眞が天心無明流当主なので、七本の無明刀は彼女の持ち物だということになる。


　しかし、なんだか想そう像ぞうを絶ぜつする話だな。二十一世紀に生きる俺に室町時代や戦国時代が関かかわってくるとはね。戦国時代なんて、学校の授じゆ業ぎようとゲームの中でしか知らないわ。


　というのが、話を聞いたときの駿の感想だった。


　それは今でも変わらない。


　美玖も駿と香月の話に興きよう味み津しん々しんの様子だ。


　刀をベッドの上に置いて腰を下ろし、話が始まるのを待っている。


　彼女が持ってきたのは無明刀四番の「常とこ闇やみ」という刀だった。


　この刀は見た目がすこぶる特とく徴ちよう的で、刀身が黒っぽいのだ。


　刃渡りも少し短い。


　黒っぽいから常闇か。これは他ほかの刀に比くらべて判わかり易やすいネーミングだな。


　以前、遊眞に刀身を見せてもらったときの印象がそれである。


　これら無明刀が、遊眞や香月、美玖が使う、狗牙絶ちの劔つるぎというわけだ。


　つまり、他の狗牙絶ち衆しゆうは他の狗牙絶ち衆で独どく自じの武ぶ器きを持っている……ということだよな。明のはどんな武器なんだろう。


　駿は、そっと明の様子を窺うかがった。


　彼女もベッドに腰こし掛かけて、興味深そうな表情かおで駿と香月を見やっていた。


　もっとも明の興味が、駿と香月の話にあるのか、それとも駿と香月の関係にあるのか、それはよく判らない。


「駿、君が気になったこととは？」


　と香月が口火を切った。


　駿はソファベッドに両手をつき、上体を斜ななめにして天てん井じようを見上げた。


「伊砂さんが俺たちを眠ねむらせて此こ処こまで連れてきた件だけどさ。あの女ひと、情じよう報ほうが漏もれてる虞おそれがあるので念には念を入れた、みたいなこと言ってたけど、だとしても、そこまでするものかな？」


「そうだな。それが宿老おとな衆しゆうの指し示じなら、するだろう」


　宿老衆とは。


　遊眞曰いわく、


「狗牙絶ち衆の幹かん部ぶ会みたいなもの」


　だそうだが。


　香月があっさり肯こう定ていしたので、駿は肩かたすかしを食らったような気分になる。


「あ……そうなんだ」


「お師し様さまなら薬など使わず、殴なぐりつけて気き絶ぜつさせるだろうから、それよりはマシなんじゃないかな」


　香月はあくまで真面まじ目めな表情かおで淡たん々たんと応こたえた。


　マジっすか!?　まぁ、遊眞さんならやりかねないけど……って、いやいや。


　無む茶ちや苦く茶ちやな香月の返答に突つっ込むどころか、なんとなく納なつ得とくしてしまいそうになる自分が駿には恐こわかった。


　というか、いちばん恐いのは遊眞さんなんだけどさ。


　駿は気を取り直して次の質しつ問もんに移うつる。


「他ほかの連中はどうだったの？　やっぱり眠らされて連れてこられてた？」


「話を聞いてみたけど、他たの者は皆みな、昨夜のうちに此処に入ったようだね」


　と言って香月が鞍馬を見た。


「ああ。みんなでマイクロバスに乗せられ、岩洞さんの運転で夜中に此処まで来たんだ」


　それで外にマイクロバスが停とまっていたのか。


　納得した駿は、鞍馬に顔を向ける。


「眠らされて？」


「いや……どうだろう。みんな起きてたんじゃないかな？　少なくとも、あたしは寝ねてなかったけど」


「じゃあ、此処がどこか判るのか？」


　鞍馬は肩をすくめた。


「全然。バスの窓まどにはカーテンが付いてて閉まってたし、たとえ外を見ても、夜、真っ暗な道を走ってたから、判らないと思うな。っていうか、あたしは北海道は初めてだから、昼間でも判らなかったと思うなぁ」


「他の連中も初めてなのかな？」


　と駿が重ねて訊きくと、鞍馬は軽く首を捻ひねった。


「どうだろう。あたしが聞いてる範はん囲いでは、来たことがあるって奴やつはいなかったと思うんだけど」


「もしそうなら、香月だけが北海道経けい験けん者しやというわけか。だから眠らせたのかな」


「そのついでに駿と美玖も眠らせた。そんなところだろう」


　と香月が言う。


「そうか。それは……とりあえず、そうだとしておこう。でもな……」


　なおも駿がぶつぶつ言っていると、香月が、


「次は？」


　と訊いてきた。


「ああ、次か。次ね」


　駿は脳のう裏りに浮うかぶあの死体の映えい像ぞうを振ふり払はらおうと努力しながら上体を戻もどし、香月に向き直った。


「あの死体……あれは間ま違ちがいなく岩洞さんだった？」


「え？」


　さすがの香月も駿の質問には意表を衝つかれたらしい。


　目を見開いて彼を見ている。


「えぇと……どういう意味だ、駿？」


「いやだってさ、あの死体には、首も手足も無かったじゃないか。あれで岩洞さんだって判わかるのかなって思って」


　香月が呆あきれた表情かおになった。


「判るのかなって、君も見ただろう」


「うん、まぁ。あまり見たくはなかったけど」


「だったら。あの死体、岩洞さんの服を着てたじゃないか。それにあの頑がん丈じようそうな体つき。岩洞さん以外の誰だれだと言うんだい？」


　と言われて、駿は振り払った脳裏の映像をもう一度、呼よびだしてみた。


　う……。


　点てん検けんする間まもなく、直すぐに消去した。


「誰だとは言わないけどさ。でも、手足が無いってことは身長が判らないってことだろ。首も無いから顔だって判らないわけだ。それでも香月は、あれが岩洞さんだと断だん定ていできるわけ？　それほど親しかった？」


「いや、わたしは……」


　香月は一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまったが。


「しかし、何い時つも一いつ緒しよに組んでいる伊砂さんがいるんだぞ。というより、他ほかに考えようはないだろう？　それとも駿は、岩洞さんと同じ服を着た岩洞さんとよく似にた体たい格かくの人間が偶たま々たま森の中を歩いていて狗牙に殺されたとでも言うのか!?」


「そんな可か能のう性せいは考えてないよ」


　不意に鞍馬が駿の名前を呼んだ。


「じゃあ葛城さん、あんたはどういう可能性を考えてるわけ？」


「特に何か具体的なことを考えてるわけじゃないけど、首も手足も無いってのが少し引っかかってさ。ほら、ミステリなんかだと、首の無い死体は死体すり替かえの常じよう套とう手しゆ段だんじゃないか」


「すり替えって、あんた……」


　鞍馬が呆れた表情かおになった。


　なんか、俺おれ、みんなから呆れられてるな。


「誰がすり替えるの？　狗牙が？　そんなことして奴らになんの得が!?」


　そこを突つっ込こまれると駿には上手うまく答えられない。


「それは……」


　駿にも明めい確かくな考えがあるわけではないのだ。


　ただ漠ばく然ぜんと可か能のう性せいを考えただけだから。


「……そうだね。狗牙がそんなこと、するわけないか」


「ったりまえじゃん！」


　と一言で斬きって捨すてられると、駿としては少し腹はら立だたしい。


　このような訳わけの判らない状じよう況きようのときは、いろいろな可能性を探さぐったほうがいいのに、と思う。


　そうだ、可能性といえば、あの話が途と中ちゆうになっていた。


　駿は顔を香月に振り向けた。


「これ、鞍馬にも訊いたんだけどさ、相手が狗牙だとしても、あんなふうに岩洞さんを殺せるものなの？　かなりの腕うで利ききだったんだろ、あの人？」


　香月は一瞬視し線せんを下げたが、すぐに視線を戻もどし、小さく首肯うなずいた。


「うん、そこはわたしも不思議だったんだ」


「岩洞さんが殺されたのが？」


「それもあるけど、殺され方が」


「殺され……方？」


　駿の脳裏に、またもや無む惨ざんな死体の映像が甦よみがえり、彼はごくりと唾つばを呑のんだ。


「が、岩洞さんの？」


「そう。狗牙に殺されたのなら、もっと喰くい荒あらされているはずなんだ。首が無くなっていたから頭部は喰われたのだとしても、胴どう体たいが無む傷きずだというのは……ちょっと不思議だな。連中なら、手足より先に、まず内ない臓ぞうを喰っていると思うんだ」


　香月は、猫ねこが食べ残した餌えさの話をするように恬てん淡たんと話すが、駿は。


「げ……」


　思わず右手で口くち許もとを押おさえていた。


「わたしは、まだそれほど多くの狗牙を狩かってはいないけど、奴らは例外なく人を喰っていた。わたしを襲おそってきた狗牙も、脳のう味み噌そも胸むねも内臓も残さず喰ってやるみたいなことを言っていたし。だから、岩洞さんの胴体が無傷だというのは少し意外だった」


　む、胸……。


　口許を手で押さえたまま、思わず駿は、大きく盛もりあがった香月の胸むな元もとへ視線を向けてしまった。


　確たしかに美味おいしそうだ。いろいろと。別な意味で。俺だって食べてみたい……。


「だから狗牙なら、胴体が無傷ということは……」


　香月が駿の視線に気づいた。


「駿、君は何ど処こを見ているのかな」


「え？」


　口から手を放し、駿は急いで目を逸そらせる。


「いやいやいや。全然まったく少しも何も見てないよ？」


「そうか。わたしの胸の辺りを凝ぎよう視ししていたように見えたのは、わたしの気のせいだったのかな」


「もちろん、香月の気のせいだよ」


「なぁなぁ」


　と鞍馬が美玖に顔を寄よせた。


「あいつ、スケベ？」


「駿様ですか？」


　美玖が小首を傾かしげた。


　彼女のその様子はとても可愛かわいらしかった。


　しかし、彼女の口を吐ついて出た言葉には容よう赦しやというものがなかった。


「そうですね。かなりすけべぇだと思うです」


「そうか、やっぱりな。そういう表情かおしてるもん。あたしも気をつけよっと」


　駿が、びしっとふたりを指さして睨にらみつけた。


「こら其そ処こ！　勝手に話を進めないように」


　美玖と鞍馬が、さっと顔を逸らせる。


　まったくもう、と駿が顔を戻すと、香月がまだ疑ぎ念ねんの籠こもった視線を向けていた。


「えっと……香月さん？」


　香月が驚おどろいたように目を見開いた。


「ああ、いや、すまない。駿がスケベなのは今に始まったことではないしな。本題に戻もどろうか」


「そんなことを勝手に始めるな！」


　駿は本気で突つっ込んでしまった。


「そんなふうに決めつけるから、いきなり俺を殴なぐったりするんだろ？」


「あ……ごめん」


　香月が萎しおれたのを見て駿が慌あわてる。


「べ、別に香月を責せめてるわけじゃないんだ。それより本題に戻ろうぜ」


　香月は力なく、うん、と首肯うなずいた。


　こいつ、まだ気にしてたのか。殴られた俺が気にしてないのに。


　駿は思わず笑ってしまった。


「え？」


　顔を上げた香月に向かって、なんでもないよと手を振ふった駿は、直すぐに真面まじ目めな表情かおに戻った。


「じゃあ、香月は、あの殺し方が狗牙らしくないと言うんだな？」


「……そうだな。でも、岩洞さんをあんなふうに殺せるのは狗牙だけ、それも真しん祖そだけだろうから、ひょっとしたら真祖は他ほかの狗牙と違ちがって、人を喰くい散らかしたりしないのかもしれない」


　狗牙の……真祖だけ、か。


「つまり香月は真祖が近くにいると？　それもぞっとしない話だけど」


　美玖と明の顔に不安の翳かげが差した。


　駿は気がつかなかったが香月は気がついた。


　だから香月は、ふたりの不安を拭ぬぐおうとして少し強い調子で否ひ定ていする。


「それはないな。真祖がこんな場所にまで出で張ばってきて人を殺すなんて、あり得ない」


　そこは香月も鞍馬と同意見か。でも。


「その根こん拠きよは？」


「真祖は、まず人前に姿すがたを見せない。真祖は人と関かかわりになることを極きよく度どに避さけてるんだ。餌えさを獲とるのも配下の狗牙にやらせてるくらいだし。なのに此この辺りに狗牙がいるらしいという情じよう報ほうがあった場所に、のこのこと真祖が出てくるなんて考えられないよ、駿。遅おそかれ早かれ、狗牙絶ち衆われわれが乗りだしてくることになるのだから」


「じゃあ、岩洞さんが殺された件けんに関して、香月の考えはどうなるわけ？」


「そうだな」


　香月は自分の考えをまとめようと少し間まを置いてから言葉を継ついだ。


「岩洞さんが狗牙に殺されたのは間違いない。ただの人間に殺やられるような岩洞さんではないからね。とはいえ、真祖以外の狗牙に殺られるとも思えないから、たぶん、子の何なん匹びきかに不意を衝つかれたのではないかな。こんなところに真祖がいる可か能のう性せいなど考えられない以上、そういう結けつ論ろんになる」


「でも、修学院さん……」


　何か言いたそうにする鞍馬を、香月が遮さえぎった。


「ああ、判わかってる。確たしかに、子が連つるんで行動するというのも考え難にくい話だ。でも、真祖が出てきたというよりは可能性が高いと思う」


「うん……そう……だね。そう考えるしかないよね」


　と言う鞍馬の口調は、自分に言いきかせているようでもあった。


「というのが、今の状じよう況きよう下かでのわたしの意見だよ。ただ……」


　香月の話しぶりが、いつの間にか歯切れが悪くなっていた。


「どことなく……齟そ齬ごがあるというか……小さな違い和わ感を感じるというか。それなのに、その違和感の正体が見えなくて……少し気持ちが悪い」


　齟齬、違和感、か。確かにな。


　それは駿も感じていることだ。


　ただし彼の違和感は、香月のものとはちょっと違っている。


　駿はその違いを、香月が狗牙絶ち衆で自分が一いつ般ぱん人じんだからだと理り解かいしていた。


　だが、果たしてその理解でいいのかどうか。


　確かめるべきか。いや、でも……。


　駿は躊ちゆう躇ちよした。


　ここでその問題を追つい及きゆうすると、香月と自分の間に溝みぞができてしまうのではないか。


　彼は、なんとなくそんなふうに感じていた。


「鞘さやと刀は一心同体でなきゃ駄だ目めだぜ」


　と言っていた遊眞の言葉が甦よみがえる。


　同時に、遊眞が続けて言った言葉までもが甦った。
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「まぁ、なんだ、香月と駿ちゃんが、比ひ喩ゆじゃなくって、本当に一心同体になっちまうと、それはそれで困こまったことなんだがよ」


　ある日の夕食後、香月と美玖が台所で後あと片かたづけをしているときのことだ。


　一心同体の話を振ふった後、遊眞は急に声を潜ひそめてそんなことを囁ささやいた。


　おそらく二十代後半であろう天心無明流十七代当主・舘かん山ざん寺じ遊眞は小こ柄がらで髪かみも短い上、着ている物もひらひらのミニスカートだったりするので、見た目（だけ）はかなり可愛かわいいのだが、性せい格かくは凶きよう暴ぼうで凶悪で傍ぼう若じやく無ぶ人じんだった。


　おまけに適てき当とうでいい加か減げんで強ごう引いんで我わが儘ままだった。


　その上、他人ひとの都合などおかまいなしで、このように急に訳わけの判わからないことを言いだすケースもよくあった。


　駿は危あやうく飲んでいたお茶を噴ふきだしそうになる。


「どっ、どういう意味ですか!?」


　遊眞は、にた～りと悪あく魔まのような笑えみを浮うかべた。


「どういう意味って、そういう意味に決まってんだろ。いい子ぶってんじゃねえよ、このスケベめ」


「意味が判りません。っていうか、俺をスケベ呼ばわりするのは止やめてくださいよ。俺はごく平へい均きん的な男子高校生並なみにエッチなだけです」


「最近の男子高校生の平均は随ずい分ぶんと高いんだな。やっぱあれか？　ネットでエロ画が像ぞうとか見放題だから、平均点が上がるのか？」


「……どうしても俺をスケベにしたいんですね」


「だってスケベだろうが」


「だから！　健全な男子高校生なら、これが普ふ通つうですってば」


　遊眞が、ぷっ、と噴ふきだした。


「おいおい、健全なスケベって、どんなだよ」


「知りませんよ」


「まぁ、駿ちゃんがドスケベぇなのはいいとして」


「よくないですよ。っていうか、悪くなってるし！」


「香月の奴やつはどうにも生き真面まじ目めだからなぁ。いや待てよ。むしろ、これは絶ぜつ好こうのチャンスってことなのか？」


　座ざ椅い子すの上で胡座あぐらをかいて――ミニスカなのに――腕うで組ぐみをした遊眞は、


「うんうん、そうだな」


　などと何かに納なつ得とくしたように、ひとりで首肯うなずいている。


「男がデキれば香月の奴も今よりは丸くなるかもしれねえもんな。あいつは固くて融ゆう通ずうが利きかないというか、尖とがりすぎてて折れ易やすいというか、その辺が少しばかり心配っちゃ～心配なんだわ、師し匠しようとして」


　腕組みを解ほどいた遊眞は、上体を乗りだすようにして駿の顔を覗のぞき込こんだ。


「どうでぇ駿ちゃん、いい機会だ。ここはひとつ香月の彼氏に立りつ候こう補ほしねぇか？　香月の奴も満まん更ざらじゃねぇみたいだしよ」


　満更じゃない……のか。それは嬉うれしいけど、でも。


「だから、立候補するとかしないとか、意味が判りませんてば」


「別に立候補しなくても、『香月、おまえが好きだぁあ！』とか叫さけんで押おし倒たおしちまえばいいんだけどな」


「いやいやいや」


　駿は思い切り首を左右に振った。


「そんなことをしたら、俺おれはその場で殺されちゃいますから」


「大だい丈じよう夫ぶだって。女はそういうのに弱いんだからよ」


「……遊眞さんも弱いんですか？」


「そんなふうに迫せまられたら、メロメロだな。されるがままというか、もう、何から何まで貴男あなたの好きにしていいのよ、みたいな？」


　噓うそくせ～～。っていうか絶ぜつ対たいに噓だ。


「試ためしてみるかい？　駿ちゃんなら、お姉さん何い時つでもＯオツＫケーだぜ？」


「いえ、けっこうです。俺、別に遊眞さんのことは……ぐっはぁぁぁっっ」


　手で腹はらを押さえ、駿は七しち転てん八ばつ倒とうした。


「だっ……だからいきな……り殴なぐるのは……止やめ……て……ってぇぇ」


　抜ばつ刀とうするときはもちろん、殴るときでさえ遊眞はなんの予よ備び動作もつけないので、駿にはまったく察知できない。


　予あらかじめ判っていれば身み構がまえたり体に力を入れたりできるから、多少は被ひ害がいを軽けい減げんできる。


　しかし、何も準じゆん備びしていないところに拳こぶしを入れられると、たとえ軽くだったとしても、それはもう利く。


　全身に響ひびく。


　脳のう天てんまで突つき抜ぬける。


　はぁはぁはぁ。


　脂あぶら汗あせを流しながら、リビングの床ゆかをのたうち回っていた駿の動きがようやく止まった。


　駿は深しん呼こ吸きゆうして乱みだれた息を整え、まだ残っている鈍どん痛つうを堪こらえた。


「駿ちゃんよ」


「な……なんで……すか？」


「相手の殺さつ気きや闘とう気きを少しくらい感じ取れるようにならねえとな」


「無む茶ちやを……言わないでくださいよ。俺は……ただの一いつ般ぱん人じんなんですから」


「誰だれだって、最初はただの一般人だ」


「遊眞さんや……香月も？」


「そうだよ」


　到とう底てい、信じられないんですけど。この人なんか、生まれた直後から周りの人に対して暴ぼう力りよくを振ふるっていたんじゃなかろうか。いや、母親のお腹なかの中にいるときでさえ。


「……何か言いたいことが？」


　ぶるぶるぶる。


「それにだな、駿ちゃんよ」


「はい……」
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「殺されてもいいくらいの覚かく悟ごで迫らないと、女をモノにはできないぜ？」


「いや……まぁ……そうですねぇ」


「なんだ、ノリ悪わりいな。ひょっとして、香月のこと、まだ恨うらんでるのか？」


　駿は我われ知しらず、香月に刺さされた自分の左ひだり胸むねに手を当てていた。


　そこには傷きず痕あとひとつ残っていないが、あのときに殺されかけたのだ、駿は。


　実じつ際さい、遊眞が言う「鞘さやの体たい質しつ」でなければ、駿は死んでいただろう。


　でも……もう恨んではいない。


「いえ、そんなことはありません」


「じゃあ、どうしてだよ。香月のこと、なんとも思ってないなんてことはないだろ？」


　自分の気持ちをどう言い表せばいいだろうかと、駿は迷まよってしまう。


　だが、黙だまっているわけにもいかないので、とりあえず説明を試みる。


「香月は恰かつ好こういいし綺き麗れいだし、基き本ほん的に善いい奴やつだし、ええ、俺は彼女のことが好きですよ。でも」


「でも？」


「なんと言ったらいいのか俺にもよく判わからないんですけど……そうだな、殺されてもいいくらいの覚悟で迫るには、まだ少し遠いかなって、そう思うんです」


「遠い……のか」


「変な喩たとえですみません。他ほかに適てき当とうな単語を思いつかなくて」


「いや。駿ちゃんが言いたいことは、なんとなく判る」


　遊眞が珍めずらしく真しん剣けんな表情かおになった。


「あたしも香月も、常つね日ひ頃ごろから命のやり取りをしている狗牙絶ち衆だ。一方、駿ちゃんはそういう非ひ日にち常じようとは無む縁えんのところで暮くらしてた一般人だ。お互たがいの遠さを感じて当然じゃないか？　逆ぎやくに感じない奴のほうが信用できないな」


「そう言ってもらえると……少し安心します」


　遊眞は頭を搔かきつつ、テレビ画面のほうに向き直った。


「ただし、あれは本当だぞ」


「へ？　あれとは？」


「一心同体の話だよ」


　遊眞がＰＳ３のスイッチを入れると、大画面テレビに何かのゲームのオープニング映えい像ぞうが映うつしだされた。


　それを見たまま彼女は小声で語りかけてくる。


「香月とおまえが刀と鞘であるなら、ふたりの心は常に信しん頼らいで結ばれていねえとな」


「あ……はぁ……」


「どうせなら、体のほうも結ばれちゃってもいいんだぜ？」


「だから、そんなことはまだ……」


「なんだか楽しそうだな、駿」


　駿が慌あわてて振ふり向くと、片かたづけを終えた香月がリビングに戻もどってきた。


　今の話を聞かれてないだろうな。


　駿は照れ臭くささを誤ご魔ま化かそうと、わざと大きな声を上げた。


「楽しいわけがあるかっ。俺が一方的に遊眞さんに虐いじめられてるだけだっ」


「ははは」


　香月の屈くつ託たくのない笑え顔がおが眩まぶしくて、思わず駿は目を逸そらしてしまった。


　結局、遊眞との話はそこで中ちゆう断だんしたままになってしまったのだが。





　　　　４




　一心同体ねぇ。俺も、できればそうありたいと思うけど……いや、本当の一心同体じゃなくて、比ひ喩ゆのほうだよもちろん。って、誰に言い訳わけしてんだ俺は。


　自分で自分に突つっ込んでおいてから、駿は顔を上げた。


　上げて、考え込んでいる香月を見る。


　この問題……岩洞さん殺害に関する違い和わ感の中身の差さ異いを検けん討とうするのは、今でなくてもいいよな。


　駿はそう結けつ論ろんづけた。


　三日後には遊眞さんが来るんだし。遊眞さん以外にも宿老衆が何人か一いつ緒しよだそうだから、そうなれば何も心配することはないはずだ。たとえ何ど処こかに真祖がいたとしても。


　というようなことを駿は香月に言ってみる。


　彼女は莞かん爾じとして笑った。


「そういうことさ」


　だが、直すぐに香月は笑みを消した。


「とはいえ、それまでは用心するに越こしたことはない。実じつ際さい、岩洞さんほどの人が殺やられているんだ。部屋で寝ねるときも、誰かひとり起きていたほうがいいかもしれないな」


　香月は自分の腕うで時計に目を落とす。


「九時半か」


　香月は美玖に顔を向けた。


「美玖、まだ大だい丈じよう夫ぶか？」


「はい、姉あね様さま」


「わたしはシャワーを浴びたら先に寝る。一時に起こしてくれないか。それまで頼たのむ」


「判わかりましたです」


「あたしもやるよ」


　と鞍馬が言った。


「いや、鞍馬には明日あした頼もう。少なくとも三日間は続けなくてはいけないからな。明日の朝も食事当番だから、六時に皆みなを起こす」


「判ったよ」


「あ、俺は？　俺もやろうか？」


「駿が？」


　香月が驚おどろいた表情かおを向けてきた。


「駿に見み張はりなんか頼んだら、不安でおちおち寝ていられないよ」


「あ……そう」


　相変わらず正直者の香月だった。


「美玖も鞍馬も自分の武ぶ器きを手放すな」


　と言って香月が立ちあがった。


　彼女は自分のスポーツバッグと無明刀を手にしてバスルームへと向かう。


　ドアを開けて中に入る前に立ち止まると、香月は首だけを巡めぐらせた。


「ふたりとも、駿が変なことをしないように見張りを頼む」


　鞍馬が、ぐっと親指を立てた。


「任まかせて」


「いや……香月……」


「冗じよう談だんだよ、駿。そんな顔をするな」


　香月サン？　あなた今、すっげ～～真しん剣けんな目つきだったんですけど。


　情なさけない表情かおになった駿を無む視しして、香月はバスルームの中に消えた。
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　洗せん面めん所じよで香月は服を脱ぬいでいく。


　風ふ呂ろはユニットバスではなく、ちゃんとトイレが別になっているタイプだった。


　洗あらい場こそ無いが、洗面所も湯ゆ舟ぶねもそこそこに広くて、それが香月にはありがたい。


　全ぜん裸らになった香月は、脱いだスウェットと下着を丁てい寧ねいに畳たたんで脱だつ衣い籠かごに入れてから、バスタブに立った。


　髪かみを洗っている暇ひまはないな。夜中の一時に起きるから、早く出て早く寝ないと。


　香月の髪は長いので、洗せん髪ぱつすると乾かわかすのが大変なのだ。


　彼女はシャワーキャップに髪を押おし込こんで、ボディーソープを体に塗ぬりたくる。


　シャワーの取っ手を捻ひねると、直すぐに熱いお湯が迸ほとばしり、彼女の全身を濡ぬらした。


　それにしても。


　首から足先まで泡あわだらけになった香月は、熱いお湯で全身の泡を洗い流しながら小さなため息を吐ついた。


　まさか岩洞さんが殺やられるとは……。


　岩洞と伊砂は、遊眞と同等とは言わないが、香月よりも強いはずだった。


　経けい験けんだって香月よりもずっと積んでいる。


　その岩洞が、あっさり殺されたというのが彼女には判わからない。


　抑そもそも、この訓練話自体、いかにも唐とう突とつな印象を受ける。


　違い和わ感、齟そ齬ご……か。


　そういえば、と香月は思いだす。


　前の日に入った七人を伊砂から紹しよう介かいされたときに微かすかに感じた違和感のことを。


　いや、違和感というか、奇き妙みような引っかかりが……わたしの気のせいかな。よく判らないことが多くて少し神しん経けい質しつになっているだけか……。


　お湯を浴びたまま考え込んでいた香月が、はっと我われに返る。


　いけない、いけない。さっさと出てさっさと寝ねよう。体調だけは常つねに整えておかなくてはな。


　香月は全身の泡を綺き麗れいに流し終えると、バスタブから出てバスタオルを手に取った。


　濡れた体を拭ふき終えた香月は、シャワーキャップを外して鏡の前に立つ。


　大きく盛もりあがった形のよい両の乳ち房ぶさ。


　乳房の頂ちよう点てんに載のっている可か憐れんな乳首。


　くびれて引き締しまったウエスト。


　左右に張はりだした腰よう部ぶ。


　股こ間かんの黒い翳かげり。


　大きめの鏡には、美しく調和の取れた香月の裸ら身しんが映うつっている。


　だが、彼女の右の乳房と右みぎ肩かたの間あいだには、その調和を乱みだすような大きな傷きず痕あとがあった。


　この傷痕が消えることは、おそらくないだろう。だが、それでいい。それでいいんだ。この傷痕がある限かぎり、わたしは狗牙絶ち衆でいられる。


　香月は左手でそっと傷痕を撫なでた。


　あのときの恐きよう怖ふと絶ぜつ望ぼう、憤ふん怒ぬと殺意を香月は忘わすれたことはない。


　それがあるからこそ、彼女は遊眞の課す辛つらく厳きびしい修しゆ行ぎようにも耐たえてこられたのだ。


　殺す。狗牙を殺す。人を喰くらう奴やつらは撫なで斬ぎりにしてやる。


　彼女の瞳ひとみの中で紅あかく昏くらい炎ほのおが揺ゆらめいた。
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　替かえの下着を着けスウェットを着込んだ香月は、脱いだ下着を小さな袋ふくろに入れてスポーツバッグにしまうと、バッグと刀を手に提さげてバスルームから寝しん室しつに戻もどった。


　其そ処こでは三人が所しよ在ざいなげにベッドの上に座すわって、ぼそぼそと話をしていた。


「やあ、香月、早かったんだな」


「髪を洗うには時間が足りないと思ってね。明日の昼間にでも時間を見つけて洗うよ。次、美玖か鞍馬が使って」


「いいよ、桃もも山やま、先に」


　と鞍馬が譲ゆずってくれたので、美玖が立ちあがった。


「では、駿様、鞍馬様、お先に失礼するです」


「どうぞ、どうぞ」


「なあ、鞍馬様は止やめようや、桃山」


「そう、ですか？」


「明でいいよ」


「では、お先に失礼するです、明様」


　鞍馬が苦く笑しようする。


「だ、か、ら。様を止めようってこと」


「えっと……」


　美玖が小首を傾かしげた。


「たんに明でいいって」


「年上の方を呼よび捨すてするわけにも」


「礼れい儀ぎ正しいんだな、桃山」


　香月が小さく咳せき払ばらいをした。


「たぶん、それは反面教きよう師し効こう果かといったところだな」


　駿がげらげらと笑い、美玖は小さく噴ふきだした。


「え？　なに？　どういう意味？」


　鞍馬が三人を交こう互ごに見やる。


　代表して駿が説明してやった。


「つまり美玖ちゃんは、遊眞師し匠しようを毎日見てて、自分だけは絶対あんなふうにはならないぞって決意したってことだよ」


「な、なるほど～～」


「ここに遊眞さんがいたら、今の返事で鞍馬の死し亡ぼう決定だな。いや、その前に俺おれも香月も死んでるけどな」


　と駿が脅おどすと、鞍馬はごくりと唾つばを呑のんだ。


「そんなに凶きよう暴ぼうな人なの？」


「ほら、香月が食堂で言ったろ。『狗牙よりも恐おそろしい』って。あれは冗じよう談だんじゃないぞ」


「そ、そうなのか。あたしも気をつけないとな～～」


　くすくすと笑いながら、スポーツバッグを手にスウェット姿すがたの美玖がバスルームに消えた。


　美玖は自分の無明刀をベッドの上に置いたままだ。


「さて、駿」


　香月が駿の隣となりに腰こしを下ろした。


「え？　ななな、なに？」


　彼女の存そん在ざいをすぐ隣に感じて、駿は狼狽うろたえる。


　しかも湯上がりだ。


　いい薫かおりが漂ただよってきたりして、ちょっとドキドキだ。


　だが、香月は。


「変な考えを起こしたら殴なぐって止とめるから」


　がくぅっと、駿がずっこけた。


「鞍馬のときも見み張はっているから、安心していいよ」


「香ぁ月ぃ～～」


「あははははは」


　明は手を打って大笑いした。


「失礼な奴やつだな、鞍馬は～～」


「ああ、そうそう」


　笑いながら鞍馬が言った。


「修学院さんも葛城さんも、あたしのことは明でいいよ」


「ん？　そうか。では、わたしのことも香月でいいよ、明」


「判った、香月さん」


「俺のことは駿様でいいよ、明」


「判わかった、駿」


「判ってない。判ってないよ！」


「なんでさ～～。香月さんは駿って呼んでるじゃんか」


「俺と香月は……」


「恋こい人びとだから？」


「違ちがうよ。同おない年どしだからだよ。明は中三だろ。様は冗談だけど、先せん輩ぱいには、せめて『さん』くらい付けようよ」


「判ったよ、駿さん……って、変な感じ～～」


「変とか言うな！　嫌いやだったら葛城さんでもいいけどな」


「まぁいいけど。それより香月さん」


　明が香月と駿を交互に見やってから言った。


「本当に恋人とかじゃないの？」


　香月がなんと応こたえるか、駿は思わず聞き耳を立ててしまう。


「今は違うな」


　ちょっとがっかりしたような、でも未来に希望が持てるような、複ふく雑ざつな心境の駿である。


「今は？　それってどういう意味？」


「いや、大した意味があるわけじゃないんだ。要するに先のことなど誰だれにも判らないと、そういうことさ、明」


　明はなんとなく不思議そうな表情かおで、もう一度、香月と駿を見た。


「お子様には、まだ判らないかな」


　駿がそう言うと、明は頰ほおを膨ふくらませて彼のことを睨にらんできた。


「二歳さいしか違わないくせに偉えらそうに言うな」


「十代の若わか者ものにとって、二歳の差は大きいのだよ、明クン。それはもう大人と子こ供どもの差と言っていいほどに」


「なんか……むかつく～～」


　小さく笑った香月だが、直すぐに笑えみを消した。


「それはそうと、明」


「え？　なに？」


「君の武ぶ器きはどういう物なのかな？　あのケースに入っているのだろう？　やっぱり刀なのか？　差さし支つかえがなければ教えてくれないか」


「あたしの武器？」


　明が跳はねるように立ちあがった。


「刀じゃないよ」


　明は壁かべに立てかけてあるケースに近づいて、それを手に取った。


「ゴルフのクラブケースみたいだな」


　と駿が感想を言うと、明はご明察とばかりに首肯うなずいた。


「みたいじゃなくて、ゴルフのクラブケースなの、これ。改かい造ぞうしてあるけどね」


「へえ、そうなんだ？」


「持ち運びに便利だし、担かついでいても人目を引かないし、使い勝手がいいんだ」


　ケースを開けた明が、中から先せん端たんに穂ほ先さきが付いた武器を引っ張りだした。


　ひとつ。


　そして、もうひとつ。


　それを見た香月が不思議そうな表情かおになる。


「ふたつ？　槍やり……のようだが？」


「そうだね。まぁ槍だね」


「それにしては短いな」


「これは後端部で繫つなげるようになっているんだ」


　明は一方の後端部をもう一方の後端部に嵌はめ込こみ、くるくると回転させる。


　すると。


「ほら、普ふ通つうの長さの槍になるでしょ」


「おお！」


　香月と駿が感かん嘆たんの声を上げた。


「といっても、これは穂先が両側にあるから一いつ般ぱん的な槍とはかなり違うけどね。形けい状じようとか闘たたかい方とか。強度も普通の物よりは落ちるし」


　香月が首肯うなずいた。


「扱あつかいに慣なれるまで大変そうだな」


「うちの流りゆう派はは槍が主な武器なんだ。けど、さすがに長なが柄えの槍を持ち運ぶことはできないからね。なので、こういう携けい帯たいに便利な武器を狗牙絶ち用に使っているわけ。これでも昔から伝わる由ゆい緒しよある武器なんだよ。繫がなくても闘えるからさ、その場合は二に刀とう流りゆうならぬ二に槍そう流りゆうかな」


　と笑った明は繫げた槍を掲かかげ、頭上でくるくると回してみせる。


　その動きを駿が目で追っていると、ふぅん、と明が感心した声を上げた。


　槍を回す手を止めた彼女は、不思議そうな表情かおで駿を見た。


「本当に視みえてるんだ。まぁ、目の前で此こ処こにあるよって言われれば、一般人でも認にん知ちできるんだけど、駿さんの場合、あたしら狗牙絶ち衆と同じようなレベルで視えてるよね？」


「うん、俺自身も不思議なんだけど」


　槍を元通りふたつに分けてケースに収おさめた明が、香月のほうに向き直った。


「狗牙絶ち衆じゃないけど、一般人とも違ちがう。それが駿さんがここにいる理由なの？」


「大おお雑ざつ把ぱに言うと、そうなるかな。ただ、どう違っているのかは、わたしも知らないんだ。だから、いま調ちよう査さ中」


「調査中って……香月、人を実験体みたいに言わないでくれる？」


「ああ、ごめん。えぇと、では……観察中」


「変わってないわ！」


　あはははは、と明が朗ほがらかに笑う。


「あんたたち、面おも白しろいね～～」


　狗牙絶ち衆ではない者が訓練に参加すると聞いたときは、いったいどんな人物が来るのかをかなり本気で心配した明だったが、こうして駿と話をしてみて、心配や不安は綺き麗れいに解かい消しようした。
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　割わりと面白そうな人だし、香月さんとは、なんかいい雰ふん囲い気きだし。


　笑いながら、明が駿と香月を交こう互ごに見やっていると、バスルームのドアが開いて美玖が出てきた。


　彼女の髪かみは、しっとりと濡ぬれている。


「髪を洗あらってしまいました。急いで洗ったのですけど、待たせてしまってすみませんです、明さん」


「いいよいいよ。退たい屈くつしなかったから」


　明がバッグを右手に、武ぶ器きのケースを左手に持って立ちあがった。


「ま、念のために持っていくか」


「そうするべきだな。美玖」


「はい、姉あね様さま」


「無明刀は放さないように。風ふ呂ろに入るときでもだ」


「あ……判わかりましたです」


　美玖は香月に向かって頭を下げた。


　明はドアの前で立ち止まり、首だけを巡めぐらせる。


「香月さん、駿さんが変なことしないように見ててよね。覗のぞかれると反はん射しや的に刺さしちゃうかもしれないから」


「大だい丈じよう夫ぶ。明が刺す前にわたしが刺すから」


　うけけけけ、と奇き妙みような笑い声を残して明がバスルームに消えた。


　駿が言葉を投げつける。


「おまえなんか、絶ぜつ対たいに覗かないから心配するな」


　ドアの向こうから、くぐもった明の声が聞こえてきた。


「ひでえなぁ。駿さん、そんなこと言ってると女の子に嫌きらわれるよ？」


「明には嫌われてもかまわないな」


「香月さんに嫌われなけりゃ？」


「う、うるさい、さっさと済すませろ」


　明の笑い声にシャワーのお湯の音が被かぶさった。


　はぁ、と駿がため息を吐つく。


　ドライヤーで髪を乾かわかしていた美玖が振ふり返った。


「駿様、お疲つかれのようですね」


「……うん、疲れた」


「大丈夫か、駿？」


「大丈夫は大丈夫だけどさ、さすがにちょっと眠ねむい。俺、もう寝ねるわ」


「シャワーはいいのか？」


「使いたいけど、それすら面めん倒どうくさいな。とにかく横になりたい気分。シャワーは明日の昼にでも、香月と一いつ緒しよに使うよ」


「……は？」


「いやいや、冗じよう談だんだから。そんな目で睨にらまないで」


「べつに睨んでいるわけでは……」


　香月は口の中で何かぶつぶつと呟つぶやくと、もそもそと布ふ団とんに潜もぐり込んだ。


「あたしは先に寝る。お休み」


「うん、お休み」


「美玖、すまないが一時に頼たのむぞ」


「はい、姉様、お休みなさい」


　美玖が天てん井じようの照明を落とした。


　俺も寝るか。


　駿がベッドに乗った。


　持参のスウェットに着き替がえようか迷まよった駿だが、それもなんだか面倒くさい。


　トイレでこそこそ着替えるのも面倒だし、このままでいいかな。朝起きたときに着替えなくて済すむし。香月や美玖ちゃんに何か言われるかもしれないけど……無む視し。


　駿はジーンズにＴシャツのまま布団に潜り込む。


　横になったとたんに怠だるさが襲おそってきた。


　急に体が重くなったようだ。


　精せい神しん的に緊きん張ちようしていたから、あまり疲れを感じなかっただけで、実じつ際さいは疲れていたんだよな、きっと。朝だって早かったし。まぁ、車の中では寝たんだけど。


　早く眠ろうとして目を瞑つぶってみたものの、首も手足も無い岩洞の死体が脳のう裏りに浮うかんで駿は慌あわてて目を開いた。


　うわぁ、参ったな。


　薄うす暗ぐらい天井を睨みながら、またもや駿はため息を吐いた。


　殺された死体を見るのは、むろん駿には初めての経けい験けんだ。


　その上、あんなむごたらしい殺され方をした死体とくれば、大きな衝しよう撃げきを受けないはずがない。


　下手へたすると寝られないかも？　明日あすの朝、早いっていうのに。だけど、岩洞さんが殺された。殺された……か。


　少しの間、駿は岩洞の死について考える。


　だが体は正直だった。


　決けつ壊かいした堤てい防ぼうから溢あふれた濁だく流りゆうのように眠気が全身を覆おおい尽つくし、瞼まぶたも体も耐たえ難がたいほど重くなる。


　しだいに意い識しきが薄れるに連れ、脳裏に浮かんだ無む惨ざんな死体の映えい像ぞうも薄らいでいった。


　直すぐに駿は、明がバスルームから出たのにも気づかないほど深い眠りに落ちた。
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　駿の体を誰かが揺ゆさぶっている。


「……ん？」


「駿、起きろ」


　耳みみ許もとで聞こえたのは香月の囁ささやき声だ。


　声には緊張感が満ちていた。


「か……づき？」


　駿がのろのろと手を動かし目を擦こする。


　彼の目の前に、薄暗い天井をバックに自分を覗のぞき込んでいる香月の顔があった。


　彼女の顔があまりに近くて、駿はどぎまぎしてしまう。


　いま上体を起こせば、自分の顔と香月の顔がぶつかってしまいそうだった。


「ど……どうしたの？」


「何かが起きたようだ。館内が騒さわがしくなっている」


　眠ねむ気けが吹ふっ飛んだ。


　香月が折り曲げていた腰こしを伸のばしたので、駿も跳はね起きる。


　見ると美玖も明も既すでに起きていた。


　ふたりは自分の武ぶ器きを手に、ドアの前で廊ろう下かの様子を窺うかがうように聞き耳を立てている。


「ふたりともわたしが起こした。美玖は寝ね付ついたばかりで可哀かわい想そうだったが」


　と囁いて立ちあがった香月は見み慣なれた紺こん色いろのセーラー服姿すがたで、左腰に刀を差している。


　明も制せい服ふくに着替えていた。


　つまり、それが彼女の戦せん闘とう服ということか。


　美玖だけは前開きの上着――剣けん道どう着ぎのようでもある――に袴はかま姿だった。


　ワンピースタイプの中学の制服に刀を差すのは無理なのだ。


　訓練時には、何い時つも美玖は袴を穿はいている。


　まぁ、美玖ちゃんの場合、実戦を経験してないってことだから袴なんだろうな。


　狗牙を追いかけて街中を歩くような場合、袴姿では目立ちすぎる。


「実戦に出るようになったら、制服を魔ま改かい造ぞうして着てけばいいんだよ」


　などと遊眞は言っていたから、それなりの用意はあるのかもしれない。


　袴の場合、腰の両側が大きく開いているので何時も目を奪うばわれがちな駿であるが、それは今回も例外ではなく、つい美玖の腰の辺りに目をやってしまう。


　いかんいかん。香月に気づかれると、また何か言われそうだ。


　直ぐに目を逸そらせた駿は、枕まくら元もとの腕うで時ど計けいを手に取る。


　時じ刻こくは午前二時半過すぎだった。


　ジーンズとＴシャツで寝ていたのが幸いした。


　急いで布ふ団とんから抜ぬけでた駿は、スポーツバッグから薄手のジャケットを引っ張ぱりだして腕を袖そでに通した。


「けど、香月、騒がしいって……静かなものじゃないか」


　耳を澄すませても、駿には物音ひとつ聞こえない。


　建物の中はしんと静まり返っている。


「いや、人の動きが感じられるんだ。かなり慌あわてているような動きが」


　俺おれには……全然、判わからないよ。


　そのとき美玖が振ふり返った。


「姉様、誰だれか来ます」


　彼女の声は緊きん張ちよう感に満ちている。


　美玖と明に向かって、ドアの脇わきに下がれと香月が合図を送った。


　ふたりが退どくと、代わって自分がドアの正面に立つ。


　右手を刀の柄つかに乗せ、左手の親指で鍔つばを押おして鯉こい口ぐちを切り。


　彼女は静かに左足を引いた。


　いつでも抜ばつ刀とうできる体たい勢せいだ。


　ドアの外に誰かが立ったのが駿にも判った。


「誰だ？」


　香月が低く抑おさえた声で誰すい何かする。


「起きていたか、修学院」


　聞こえてきたのは、白い学生服を着ていたあの男――一乗寺善樹の安あん堵どと緊張感が綯ない交まぜになった声だった。
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「一乗寺さんか。何があった？」


　と香月が尋たずねると、廊下から押し殺した声で応こたえが返ってきた。


「椥なぎ辻つじが行ゆく方え不明になった……」


「な!?」


　香月の眉まゆが跳はねた。


「美玖」


　美玖が片かた膝ひざついて進みでて、ドアノブに手をかける。


　反対側では明が油ゆ断だんなく身み構がまえている。


「ドアから離はなれてくれ、一乗寺さん」


　と廊下に声をかけてから、香月がゆっくりと右足を上げた。


　足の裏うらで押すように、香月がドアを蹴ける。


　その瞬しゆん間かん、美玖が後あと退ずさり、外開きのドアがゆっくりと開いた。


「いいか？」


　一乗寺が入り口から部屋の中を覗のぞき込こむ。


「いいですよ」


　香月は鯉口を切った刀を鞘さやに収おさめた。


　のっそりと一乗寺が部屋に足を踏ふみ入れてきた。


　左手に提さげているのは彼の狗牙絶ちの劔つるぎか。


「一体どういうことですか？」


　一乗寺は困こまったような表情かおで首を左右に振った。


「判らない。一班ぱんは見み張はりを終えて俺たち二班と交代したんだが、いつの間まにか姿すがたが見えなくなっていたらしい。鳴なる滝たきは、椥辻が食堂でお茶を飲んでるのを見てたから、そのうち部屋に戻もどると思っていたそうだ。なのに三十分経たっても戻ってこないので、奴やつは食堂を覗のぞきに行った。だが、椥辻はいなかった。不ふ審しんに思った鳴滝が先ほど俺に報しらせに来た。いま棟とう内ないをざっと見て回ったが、何ど処こにも見当たらないんだ。外に出たとも思えないし。とにかく善ぜん後ご策さくを協議したい。食堂へ集まってくれないか」


「了りよう解かいしました」


「俺は他ほかの連中の部屋を回る。君たちは先に食堂へ下りてくれ」


　そう言い残すと一乗寺は身を翻ひるがえした。


　深刻そうな表情かおで香月が他たの三人を見回した。


　誰も言葉を発しない。


　みな予想もつかない非ひ常じよう事じ態たいに巻まき込まれつつあることを実感していた。


　岩洞が殺されたのは発ほつ端たんに過すぎず、何か想そう像ぞうを絶ぜつするような大きな事じ件けんが此こ処こで進行しつつあるのではないかと、そんな思いに捕とらわれて駿は身み震ぶるいした。
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　全員で手分けをして、改めて建物の中を探さがして歩いた。


　手分けというか、班はん毎ごとに。


　ただし、伊砂班は彼女と鳴滝の二名しかいないわけだが。


　結局、何処にも見当たらなくて、最後は各おの々おのの部屋の中を見て回ることになった。


「悪いけどプライベートは無む視しだよ」


　と言って、伊砂はマスターキーを持ちだした。


「んなとこにいるわけねえだろ」


　例によって鳴滝充みつるが文もん句くを言う。


　何い時つも不ふ機き嫌げんそうな鳴滝だが、今夜はよりいっそう機嫌が悪そうだ。


　だが、駿もここは彼の言い分に賛さん成せいしたい。


「見られちゃ拙まずい物がある場合は先に言って。ベッドの下のエロ本とか」


　伊砂が冗じよう談だんを言っても誰も笑わない。


「いいの、葛城君？」


「だからっ、なんで俺なんですっ!?」


　と突つっ込んでみたものの、その場には白けた雰ふん囲い気きが漂ただようばかりだった。


「盛もりあがらないな～～」


　と伊砂がぼやく。


　ここで場を盛りあげようとする伊砂さんの感覚のほうがおかしいでしょ。


　盛りあげを断だん念ねんした伊砂は、軽く肩かたをすくめて言った。


「じゃあ部屋を見て回るよ。居きよ室しつだけじゃなく、物置からトイレから全部」


　そうしてすべての部屋を確かく認にんして回ったが、椥辻海かい人とは何処にも見当たらなかった。


　もう一度、全員が食堂に集まった。


　既すでに時じ刻こくは午前四時近く。


　香月と美玖が全員分のお茶を淹いれた。


「建物の中にいないということは、外に出たとしか考えられないけど」


　と呟つぶやくように言った伊砂が、湯飲みを口に運んだ。


「しかし、どうして外に出たんでしょうね。誰にも言わずに」


　一乗寺は納なつ得とくがいかないといった表情かおで首を捻ひねっている。


「判わからないね。もう少しすれば外が明るくなるから、そうしたら皆みなで外を探してみよう」


「あの、伊砂さん……」


　駿が遠えん慮りよがちに手を挙げると、全員の目が彼に集中した。


「ん？　なんだい、葛城君」


「玄げん関かんは施せ錠じようされてましたけど。鍵かぎを持っていなくても中からは出られるんですね？」


「玄関は、鍵がなくても中からは開けられるタイプの鍵だからね、出ようと思えば誰でも出られる」


「ですが、オートロックじゃないんですよね。出てしまえば外から施錠できないのでは？　玄関の鍵を持っていない限かぎり」


　伊砂の眉まゆがぴくりと動いた。


「玄関の鍵のスペアは何ど処こに？」


「玄関キーはわたしと一乗寺が持っている。わたしのはマスターだけど。他ほかには玄関脇わきのカウンター内に……」


　椅い子すを鳴らして伊砂が立ちあがった。


「見てくる」


「あ、僕ぼくも行きます」


「みんなは此こ処こで待機してて」


　伊砂と一乗寺が足早に食堂から出ていった。


　残された者は無言でふたりの戻もどりを待つ。


　直すぐにふたりは戻ってきた。


「どうでした？」


　と駿が訊きくと、伊砂は当とう惑わくしたような表情かおで応こたえた。


「うん、予よ備びの鍵はちゃんとあった。つまり、椥辻は玄関から出ていったのではない……ということになるのか」


「何処かに開いてる窓まどなんて、ありましたっけ？」


　伊砂が大きく舌した打うちする。


「もう一度、調べ直そう」


　全員が力なく立ちあがった。
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　改めて全員で棟とう内ないを念入りに調べて回ったのだが、開いてる窓、施錠されていない窓など存そん在ざいしなかった。


　破やぶられたり壊こわされたりした箇か所しよもない。


　徒労感に苛さいなまれながら全員が食堂に戻ってきた。


　みな口数が極きよく端たんに少なくなっている。


　テーブルの上に出しっぱなしになっていた冷えたお茶を一口飲んで、一乗寺が嘆たん息そくした。


「どういうことですかね」


「お茶、淹いれ直しましょうか」


　香月がそう提てい案あんして腰こしを浮うかせかけたが、伊砂は、


「いや、いいよ」


　と遮さえぎった。


「どういうことか、現げん状じようでは、はっきりしないけど……」


　そこで言葉を切り、伊砂は顔を窓に向けた。
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「とにかく今は椥辻を見つけるのが先決だ。そろそろ明るくなってきたから、外を探さがしてみよう。一乗寺と鞍馬、上かみ桂かつらと鳴滝、わたしと棚たな倉くら兄妹きようだいの三組で行動する」


　香月が右手を挙げた。


「わたしも出ます」


「カヅキンには留る守す番ばんを頼たのみたい」


「ですが」


「全員が出で払はらってしまうと、この建物が出入り自由になってしまうだろ」


　香月が目を細めて伊砂を見つめた。


「つまり、森の何処かに狗牙が潜ひそんでいると？」


「その可か能のう性せいは無視できないでしょ」


「では、誰か留守番を残しておけば」


「だけど、カヅキンが外に出たら」


　伊砂が駿に視し線せんを走らせた。


「彼氏はどうするんだい？」


　他たの狗牙絶ち衆が、駿に非ひ難なんがましい視線を向けてきた。


　あ、俺？　俺、足手まといになってるのか。


　駿は皆の視線の圧あつ力りよくに抗こうしきれず、そっと目を逸そらせた。


「だから彼氏ではないと……」


　香月は口の中で小さく文もん句くを言う。


「それに桃山もいる」


　香月はゆっくりと顔を上げた。


「判わかりました。留守番をしています」


「カヅキンであっても、独ひとりでは動くなよ。必ず三人で行動しろ」


「了りよう解かいです」


「トイレに行くときもだ」


「伊砂さん……」


　香月がジト目になって伊砂を見る。


「いやいや、マジだから。一いつ緒しよに個こ室しつに入れとは言わないけど、とにかく単たん独どくで動く機会を作るなってこと」


「ああ……ええ、判りました」


「よし、行くよ」


　伊砂は傍かたわらに置いた刀を手にして立ちあがった。


　それを合図に全員が立ちあがる。


　どの顔にも緊きん張ちよう感が張はりついていた。


「森の奥おくには入るな。建物の周囲を探して何も見つからなければ、いったん戻もどって朝食を食べた後、捜そう索さく範はん囲いを広げよう。腹はらが減へっては戦いくさはできないからね。森の奥へ入る場合はまとまって動くことにする。携けい帯たいは通じない。何かあったら大声を出せ」


　真っ先に一乗寺が応こたえた。


「了解です」


　他のメンバーは無言で首肯うなずいただけだった。


「じゃあ、後は頼たのんだよ、カヅキン。玄げん関かんは念のため鍵かぎをかけていく。上桂に予よ備びの鍵を預あずけたから」


「はい。伊砂さんたちもお気をつけて。何かあれば直すぐに応おう援えんに出ます」


　伊砂、鞍馬、一乗寺、鳴滝、上桂、棚倉兄妹の七人が食堂から出ていった。


　残された香月、美玖、駿は、彼らを見送った後、互たがいに顔を見やった。


「お茶を淹れよう。ふたりは座すわっててくれ」


　立ちあがった香月が、隣となりの厨ちゆう房ぼうへと足を運んでいった。
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　香月が淹れてくれたお茶を飲む。


　熱いお茶が胃いの腑ふに染しみ渡わたり、駿はようやく人ひと心ごこ地ちがついた気がした。


「香月」


　と駿が呼よびかけた。


「どうした？」


「さっき伊砂さんに言ったことなんだけど」


「さっき……ああ、鍵の話か？」


「そう、それ」


　駿は手にしていた湯飲みをテーブルの上に戻した。


「伊砂さんはあまり重きを置いてないようだけど、ちょっと気になるんだ」


「つまり？」


「最初から辿たどっていくけど」


　香月と美玖は駿に視し線せんを据すえて、彼の話を聞こうと身み構がまえた。


「椥辻海人がいなくなった。この場合、可か能のう性せいとしてはふたつある。その一。彼は自らの意い志しで建物を出ていった。その二。自らの意志に拠よらずに出ていった。これはいいよね」


「意志に拠らず……とは？」


「あ、それは後で説明する。で、その一だと、いないことの説明はつくけど、出ていった理由が判わからないよね」


　香月が何かを考えながら口を開いた。


「例えば……椥辻は食堂の窓まどから何かを見た。それを確たしかめようとして外に出たところを狗牙に襲おそわれ、連れ去られてしまった……とか」


「理由としては、それが判り易やすいね。でも岩洞さんが殺されたばかりだよ。そんなときに独ひとりで夜中に外に出ようとするかな。香月はどう？」


「よほどのことがない限かぎり、独りでは出ないな」


「よほどのこととは？」


「いや……まぁ普ふ通つうではない事じ態たい、ということだよ」


「それ、答えになってないけど」


「だ、だから、どんな事態か想そう像ぞうできないくらい異い常じような事態ってこと」


「うん……まぁ、現げん状じよう、そうしておくしかないか」


　駿は曖あい昧まいに首肯いた。


「つまり、こういうことだ。椥辻は何か異常なものを見た。それを確かめようとした彼は仲間も呼ばずに独りで外に出たところを狗牙に襲われた。森の中に入ったのかな。いくらなんでも建物の側そばだと判るよね。それとも、声を出す間まもなかったのだろうか」


「仮かりに声を出す間がなかったとしても、闘たたかいの痕あとや血の痕があれば伊砂さんたちが直ぐに見つけているはず。椥辻の狗牙絶ちとしての腕うで前まえは把は握あくしていないけど、不意を衝つかれたとしても、なんの反はん撃げきもしないとは思えないな。そんなレベルだったら、ここに呼ばれていないはずだから」


「となると、森の中にまで入っていったと考えるのが妥だ当とうだよね。でも、どうしてそんなことをした？　さすがにそれは無む茶ちやだし、無む謀ぼうでしょ？」


「うん、そうだ。この状じよう況きようでは普ふ通つう、そんなことはしない。狗牙、あるいは正体不明の怪あやしい人ひと影かげを見たら、追いかけないで誰だれかを呼ぶはずだよ」


「ということで、可能性その一の結けつ論ろん。椥辻は何か異常なものを見た。確かめようとして思わず外に出る。ところが外に出たところで予期せぬ異常事態に遭そう遇ぐう、そのまま森の中に入っていった。そして戻もどってこない」


「異常だらけですね、駿様」


「厳きびしいな、美玖ちゃん」


　駿が苦笑いを浮うかべる。


「まぁ、現状、判らないことが多すぎるからね」


　と言い訳わけをしていおいて、駿は第二の可能性の検けん討とうに移うつる。


「さて、可能性その二だけど」


「自らの意志に拠らないで出ていった……という奴やつだな？」


「うん、そう」


「具体的には何を想定している？」


「そうね。例えば、寝ねているところを狗牙に襲われ、抵てい抗こうできない状態で運びだされた」


「それこそ、あり得ないよ、駿。この建物内に狗牙が侵しん入にゆうしてきたのに我われ々われが気づかないわけがない。椥辻を襲ったのなら、なおさらだ」


「じゃあ……狗牙じゃなかったら？」


「は？」


「そうだな、例えば強ごう盗とうとか」


「真面まじ目めに言ってる？」


「割わりと」


「まったく考こう慮りよに値あたいしないよ、駿。何者かが建物に侵入すれば直すぐに気づくし、仮に何かの拍ひよう子しで遭遇したとしても、強盗なんかに狗牙絶ち衆が後れを取るはずがない」


「まぁ……そうなんだろうな」


　香月が目を細めた。


「あ？　信じてない？」


「ああ、いや、そんなことはないよ。香月や遊眞さんを見てれば、いや美玖ちゃんでも、刃は物ものを持った強盗くらいなら簡かん単たんに撃げき退たいしちゃうだろうってのは判わかる。でも……」


「でも？」


「いや……それは措おいておこう。で、さっきの続きなんだけど」


　香月が怪け訝げんそうな、少し不服そうな、複ふく雑ざつな表情かおで駿を見た。


「じゃあ、眠ねむらされた可能性は？」


「え？」


「俺おれたち、眠らされてここまで車で運ばれてきたじゃないか。腕うで利ききの狗牙絶ち衆でも、眠らされてしまえばおとなしく運ばれる、というのは香月が実じつ証しようしたよ？」


「う……」


　香月が小さく仰のけ反ぞった。


「駿、君、意外と皮肉屋なんだな」


　駿は慌あわてて両手を合わせた。


「ああ、ごめん。皮肉のつもりじゃないんだ。気に障さわったなら謝あやまるよ」


「あ、わたしこそ、怒おこってるわけじゃない。気にしなくていいよ」


　今度は香月が慌てて右手を顔の前で振った。


「しかし……わたしが眠らされたのは、相手が伊砂さんだからこそだぞ。狗牙がいちいち眠り薬を用意するとも思えないし、万が一用意したとしても、この建物に忍しのび込こんできて椥辻に飲ませることなど不ふ可か能のうだよ。先ほども言ったけど、狗牙であれ強盗であれ、誰かが建物内に侵入してきたのに気づかないほど狗牙絶ち衆われわれは間ま抜ぬけではない。その上、岩洞さんが殺やられて何い時つも以上に周囲に気を配っているんだから」


「そうか……そうなんだろうな」


　と頷うなずいてから、駿は口の端はしを吊つりあげるように笑った。


　なんとなく自じ嘲ちようの笑えみのようでもあった。


「という具合に可能性せいを検けん討とうしても、結局よく判らないよね。でも、もっと判らないことがある……と思うんだ」


「……あ!?」


　香月が駿の言う「もっと判らないこと」に思い当たったようだ。


「玄げん関かんの鍵かぎ。そして窓まどの鍵……か？」


「そう。自分で出ていった場合、開けるのは簡単な話。でも、合い鍵を持っていない椥辻には外から閉しめる手しゆ段だんがない。玄関でなく、窓から出ていったとしても同様だ。外から窓の鍵を閉める方法がない。侵入した狗牙が無む抵てい抗こう状じよう態たいの彼を連れだした場合も同じことが言えるんだけど、こちらは前段階にさらに大きな問題がある。狗牙はいったいどうやって建物の中に入ったのかという問題が。玄関も窓も鍵はかかっていたわけだから、侵しん入にゆうするなら壊こわさなきゃいけない」


「ああ……」


　香月が気の抜けたような声を漏もらす。


「ところが、玄関にも窓にも壊された箇か所しよはなかった。椥辻が自分で出ていったにせよ誰かに連れだされたにせよ、玄関も窓も全部施せ錠じようされていたというのは不可解おかしいだろ」


「確かにそうだな。しかし……」


　香月は視線を落として考え込んだ。


　美玖はいつの間まにか座すわったまま寝ねオチしていた。


　狗牙絶ち衆でも眠ねむ気けには勝てないか。まぁ仕方がないよな。美玖ちゃん、ほとんど寝てないんだもの。


　食堂を重い沈ちん黙もくが支し配はいしている。


　駿は迷まよった。


　あの可能性を指し摘てきするべきか。いや、でもそれはまだ……。


　駿は決けつ断だんを下せない。


　そして結局、決断を下さずに済すんだ。


　なぜならそのとき、外から悲鳴のような叫さけび声が切れ切れに聞こえてきたからだ。


　椅い子すを鳴らして香月と駿が立ちあがる。


　座ったままうたた寝をしていた美玖も弾はじかれたように立ちあがった。


　傍かたわらの無明刀を摑つかんだ香月が硬かたい表情かおで呼よびかけてきた。


「行こう、駿、美玖。あれは明の声だ」





　　　　12




　食堂を飛びだした三人が玄関へ走る。


　まず香月が外に出て異い状じようがないことを確かく認にんした後、美玖が、最後に駿が表に出た。


「誰か近くにいるか!?　いたら直すぐに来てくれ！」


　一乗寺善樹の胴どう間ま声ごえが森の中から響ひびいた。


「どうした、一乗寺!?」


　森の中、離はなれた場所から聞こえてきたのは伊砂の声だ。


　少なくとも伊砂や一乗寺は無事である。


　それが判って駿は安あん堵どの息を吐はいた。


「とにかく来てください。ここです！　声を出しますから、それを頼たよりに」


「判った。直ぐに行く」


　唐とう突とつに何かの歌が聞こえてきて、ぎくりと駿が頭を引く。


　自分の居い場ば所しよを報しらせるために善樹が歌いだしたのだ。


「相変わらずだな、一乗寺さんは」


　くすっと笑った香月は、瞬しゆん時じに笑えみを消し、駿に向かって右手を伸のばしてきた。


　走るときに刀が邪じや魔まにならないように、何かがあったとき即そく座ざに鯉こい口ぐちを切れるように、左手は刀から離さない。


「え？」


「手を！」


「あ……ああ」


　要領を得ない表情かおで駿が右手を伸ばす。


「違ちがう。左手」


「ああ、うん」


　一いつ旦たん伸ばしかけた右手を引っ込めた駿が改めて左手を差しだすと、香月が駿の手を強く握にぎった。


　掌てのひらを通して香月の体温の温ぬくもりが駿の体へと流れ込んでくる。


　それで駿の気分が落ちついた。


「何があっても、わたしから離れるな」


「判った」


「美玖もだ」


「はい、姉様」


　まだ実戦をこなしていないとはいえ、さすがに遊眞の内うち弟で子しだけのことはある。


　駿には美玖がいつもと変わらず落ちついて見えた。


「よし、行くぞ」
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　善樹の歌声が聞こえる方向を目指して三人は建物の前の空あき地を小走りに駆かけた。


　途と中ちゆうで歌が止やんだので香月が叫さけんだ。


「修学院だ！　一乗寺さん、歌を続けてくれ！」


「お？　おお！」


　一乗寺が歌を再さい開かいさせ、その声を頼たよりに三人は森の中へ踏ふみ込んだ。


　密みつ生せいする木々は枝えだ葉はが生おい茂しげり、日が昇のぼったというのに森の中は薄うす暗ぐらかった。


　数分進むと、そこに一乗寺や伊砂たちがいた。


　全員、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくしている。


　香月に気づいた一乗寺が歌うのを止やめた。


「来たのか、修学院」


「明の叫び声が建物まで聞こえましたからね。放ほうってはおけない」


　その明の姿すがたを駿が探さがす。


　まさか、あいつが狗牙に襲おそわれたなんてことが……。


　すぐに明は見つかった。


　駿は、またしても大きく安堵の息を吐いた。


　しかし。


　どうも彼女の様子がおかしい。


　地面にへたり込んだまま手で口を押おさえ、小こ刻きざみに痙けい攣れんしている。


　どうしたんだ、あいつ。


　鞍馬の様子がおかしいのに香月も気がついた。


「何があったんです、一乗寺さん!?」


「あれを」


　一乗寺が視し線せんを向けた先を、香月や駿、美玖が目で追いかける。


　逆ぎやくに上桂や鳴滝、棚倉兄妹きようだいが目を逸そらせた。


「うっっっ!?」


　駿は雷かみなりに打たれたかのように痺しびれ、固まった。


「あれ……は……」


　顔を歪ゆがめ、香月が喘あえいだ。


　一本の巨きよ木ぼくの幹みきに人間が縫ぬいつけられている。


　よく見ると木の杭くいのような物で胸むねを打ち抜ぬかれ、地上一・五メートルほどのところに磔はりつけになったように浮うかんでいるのだ。


　遺い体たいには首から上がなかった。


　腹はらが割さかれ、血ち塗まみれの臓ぞう物もつがはみ出し、あるいは地面に散さん乱らんしている。


　身に着けた服はあちこちが破やぶれ、どす黒く染そまってはいるが、駿はその制せい服ふくに見覚えがあった。


「また……首無し？」


　香月がのろのろと振ふり返ると、伊砂が小さく首を左右に振った。


「いや、首はあるんだ。彼処あそこに」


　香月が、駿が、美玖が、伊砂が指差す先を見る。


　あった。


　たしかにあった。


　地面の上、磔になった遺体の足あし下もとに血塗れの首が。


　顔の皮を剝はがれ。


　目も耳も鼻もない。


　頭とう頂ちよう部ぶに大きな穴あなが開いて。


　頭ず蓋がいの中は空っぽな。


　首の残ざん骸がいが。


　足下に、ぽつんと置かれていた。


　なんだ、これは。


　なんだ、これは？


　なんだ、これは!?


　いったい何の冗じよう談だんだ、これは！


　駿は動けなかった。


　微み塵じんも動けなかった。


　手にも足にも力が入らない。


　目を背そむけることもできない。


　吐はくことすら叶かなわない。


　ただ呆ぼう然ぜんと、その場に立ち尽つくす。





　一いち陣じんの風が吹ふき抜け、禍まが々まがしい血の臭においが森の中に拡かく散さんしていった。
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　誰だれもが困こん惑わくし、混こん乱らんしていた。


　あらゆることが錯さく綜そうしていた。


　何が起きているのか。


　何故なぜ起きているのか。


　岩がん洞どうを殺したのは何者なのか。


　椥なぎ辻つじを殺したのは何者なのか。


　それ以前に。


　本当に岩洞は殺されたのか。


　本当に椥辻は殺されたのか。


　そこが駿しゆんには確かく信しんできない。


　だが、此この場にいる狗く牙が絶だち衆しゆうは、ふたりが狗牙に殺されたという前ぜん提ていで物事を考え、行動している。


　香か月づきでさえそうだ。


　駿のような疑ぎ問もんを持った者はいない。


　狗牙絶ち衆を殺せるような存そん在ざいは狗牙だけという彼らの言い分は判わかる。


　香月や美み玖くの居い合あいの腕うでを見れば、血に飢うえた殺さつ人じん鬼きであっても相手にならないのは判る。


　だけど。


　駿は思うのだ。


　狗牙以外にも、狗牙絶ち衆を殺せる者がいるのではないだろうかと。


　それは……。


　馬ば鹿かげた想そう像ぞうだろうか。


　あり得ない可か能のう性せいだろうか。


　馬鹿げた想像かもしれないが、可能性が皆かい無むとは思えない。


　というより、こんな馬鹿げた状じよう況きようを説明できるのは馬鹿げた可能性くらいだ。


　駿の脳のう裏りでそう囁ささやく声がある。


　とはいえ、このことを香月に相談するのは躊躇ためらわれる。


　したところで一いつ笑しように付されるか怒おこられるのが関の山だろう。


　もう少し材料が欲ほしいところだけどな。香月を納なつ得とくさせるくらいの材料が。


　だが、外部と連れん絡らくが取れない以上、此こ処こに警けい察さつが捜そう査さにやってくることはない。


　捜査が為なされなければ、新しい材料が出てくる可能性も低い。


　たとえ連絡が取れたとしても、この人たちが素す直なおに警察を呼よぶかどうかは疑うたがわしい……っていうか、きっと呼ばないよな。


　営えい業ぎようを止やめた宿しゆく泊はく施し設せつを借り切って何をやっていたのだ!?


　そう突つっ込こまれるのは確実だ。


　建物の中を捜査されてしまえば、常じよう人じんには視みえない狗牙絶ちの劔つるぎであっても、隠かくし通すのは不可能だろう。


　そういえば、遊あそ眞まさん、以前に「この仕事はいろんな組そ織しきと繫つながってないとできない」とかなんとか言ってたものな。警察の上とも繫がっているのかもしれない。


　だとすると、武ぶ器きに対するお目こぼしはあっても、逆ぎやくに事じ件けんそのものがなかったことにされるかもしれない。


　そのことを非ひ難なんするつもりは駿にはない。


　ないが、少なくとも此処で何が起きているのかを把は握あくしないと、さらに死人が増ふえるような気がする。


　そして。


　その死人の中に自分が加わらないという保ほ証しようは何ど処こにもないのだ。


　う～～ん、やっぱり香月には……話をしておいたほうがいいのかな。


　駿は隣となりの香月の様子をそっと窺うかがった。


　彼女は先ほどから何も言わないまま難むずかしい表情かおで考え込んでいる。


　愁うれいに満ちたその容貌かおも美しかった。


　しばし、駿は香月の横顔に見とれてしまう。


　すると香月が顔を上げた。


　駿の視し線せんに気づいたのか、顔を上げ、首を巡めぐらせ、彼を見た。


　ふたりの視線が絡からみ。


　香月が小さな声で訊きいた。


「何か？」


　駿は両の掌てのひらをぷるぷると振ふって囁ささやくように応こたえた。


「ああ、いや、なんでもないんだ。ちょっと……ちょっとね」


「そうか」


　香月は駿の「ちょっと」という言葉をどう解かい釈しやくしたのか、軽く首肯うなずくと、またも視線を落として考え込んだ。


　やれやれ。


　駿は内心で肩かたをすくめる。


　香月の奴やつもかなり衝しよう撃げきを受けているようだな。いつも冷静沈ちん着ちやくな香月でさえこうなんだから、他ほかの狗牙絶ち衆が混こん乱らんするのも無理はないか。


　他たの狗牙絶ち衆に注意を向けつつ、駿は改めて自分の置かれている状じよう況きように思いを馳はせた。
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　駿たちは今、若わか手て狗牙絶ち衆の合宿場所として選ばれた北ほつ海かい道どうの何処かにある小さな元ホテルにいる。


　このホテル、営業を止やめたのはそれほど昔ではないらしく、内ない装そうや備び品ひんに傷いたみはあまり見られない。


　ホテルの所しよ在ざい地ちを伊砂いすかは「道どう央おう」と言っていたが、北海道の地理に明るくない駿には、具体的にどの辺りなのか、よく判わからない。


　周囲を原生林に囲まれ、いかにも山深いといった趣おもむきの立りつ地ちではあった。


　伊砂は「近くの町まで歩けば一日がかり」とも言っていたから、人里離はなれた場所にあるのは間ま違ちがいない。


　北海道では、一日車を走らせても見かけるのはキタキツネとヒグマだけ、なんてこともあるって聞くしな。


　間違った知ち識しきだが、彼は本気でそう思っていた。


　その伊砂斉いつきを中心に、合宿参加者が元ホテルの食堂に一堂に会している。


　既すでに夜は明け、外はすっかり明るくなっていた。


　建物自体がそれほど大きくない。


　食堂も建物に見合った程てい度どの広さだ。


　置いてあるのは四人掛がけのテーブルが六つと、八人掛けの縦たて長ながのテーブルがひとつ。


　その八人掛けのテーブルの周りに全員が集まっていた。


　つい先ほど仲間の無む惨ざんな遺い体たいを埋まい葬そうしてきたばかりで、全員ろくに睡すい眠みんを取っていないから、どの顔にも疲ひ労ろうの色が濃こかった。


　駿は改めて、食堂に集まった狗牙絶ち衆を見み渡わたした。


　伊砂は二十代半ばと思われる背せの高い美女で、淡あわい色いろ合あいのジャケットにタイトスカートでキメている姿すがたは、一見、外がい資し系けいのＩＴ企き業ぎようか何かで働く有ゆう能のうな社長秘ひ書しよのようだ。


　今回のプロジェクト――若手狗牙絶ち衆の実戦を兼かねた合宿――のリーダーに指名されただけあって、狗牙絶ちの腕うではかなりのものであるらしい。


　とはいっても、基き本ほん的に部外者で、なおかつ剣けん術じゆつには素しろ人うとの駿には、実じつ際さいのところどうなのかは判らないのだが。


　でも、あの遊眞さんが認みとめてたんだから、そうなんだろうな。


　その彼女と組んで活動していた岩がん洞どう那な原ばるが、此処に着いて早々に殺された。


　岩洞は伊砂と同等の腕利ききで、彼を殺せるのは狗牙の「真しん祖そ」くらいだ。


　だが、真祖がこんな場所にいるはずもないから、岩洞は「子こ」の何人かに不意を衝つかれたのだろう。


　それが香月の推すい測そくだった。


　ただし。


　狗牙の「子」が何人も連つるんで行動していることも普ふ通つうなら考え難にくいらしく、香月の推測は少しばかり苦し紛まぎれの印象がある。


　さて、肝かん心じんの若手狗牙絶ち衆だ。


　背が高く、何故なぜか白い学生服に身を包んでいる一いち乗じよう寺じ善よし樹き。


　十九歳さいの大学一年生だという。


　彼は香月同様、狗牙絶ちの実戦経けい験けん者しやらしい。


　たしかに、香月を除のぞくと訓練参加者の中でいちばん落ちついているように見えるし腕も立ちそうだ。


　しかし。


　どうも趣しゆ味みで白い学制服を着ているらしいことや、森の中で自分の居い場ば所しよを報しらせるのにいきなり歌を歌い出すところなどを見ていると、少しばかり変人の薫かおりがする。


　それに、なんかキザったらしいし、香月に馴なれ馴れしいとこもマイナス評ひよう価かだな。


　という駿の感想には、幾いく分ぶん、嫉しつ妬とが交じっていると言えよう。


　駿が視線を横に滑すべらせ、次の人物のところで止める。


　その人物――男女ふたり組――は、ある意味、参加者の中でいちばん目立っていた。


　棚たな倉くら雅まさ美みと棚倉暁あき壬み兄きよう妹だい。


　兄の雅美が高一で、妹の暁壬が中三だという。


　歳としが違ちがうのだから一いち卵らん性せい双そう生せい児じではないはずだが、一卵性双生児のようによく似にている。


　似ているというか、まったく同じ顔というか。


　醸かもしだす雰ふん囲い気きまで、そっくりだ。


　その上、驚おどろくような美少年と美少女なのだから目立たないはずがない。


　それにしても緊きん迫ぱく感のないふたりだな。なんというか、ふわふわしてる……みたいな？　浮うき世よ離ばなれした綺き麗れいな兄妹だけど、雰囲気もなんとなく浮世離れしているよな。


　と思いつつ遠えん慮りよのない視線をふたりに注ぐうちに、駿はどうでもいいことを思いつく。


　兄あに貴きのほうに女じよ装そうさせたら……受けるだろうな。


　いったい誰に受けるのかという追つい及きゆうはさておき、なおも駿がふたりに不ぶ躾しつけな視線を這はわせていると、雅美――兄のほうと目が合ってしまった。


　雅美が、にっと笑った。


　微ほほ笑えむというより悪戯いたずらっ子がほくそ笑むといった感じに近い。


　自分の邪よこしまな考えを見み透すかされたような気がして、駿は慌あわてて目を逸そらす。


　すると今度は、疑ぎ念ねんの籠こもった目で自分を見ている香月と目が合ってしまった。


　ぶるぶるぶる、と首を横に振ふっておいて、駿はまたしても目を逸らす。


　みんな……勘かんがよすぎ。


　やはり戦せん闘とう力りよくの高い人間は、他人ひとの気配を察知する能のう力りよくにも長たけているということか。


　食堂では先ほどから不毛な論ろん議ぎが続いているのだが、その中でも一ひと際きわ大きな声を放っているのが鳴なる滝たき充みつるだ。


　十六歳で高一だという鳴滝は、頻しきりに「やってられねえ」とか「巫山戯ふざけんなよ」などと罵ののしり声を上げているが、では具体的にどうすればいいかという提てい言げんは一いつ切さいなしだ。


　苛いら立だちや焦しよう燥そうを抑おさえ切れずに吐はきだしているといったところだろうか。


　それに対して、


「そんなことを言っても、何も始まらないだろう」


　と大人の対たい応おうをするのが一乗寺である。


　そんな一乗寺に、また鳴滝が食ってかかるという図式が繰くり返されている。


　本当に不毛だな。もっと前向きな話し合いをするべきじゃないかな。いや、何い時つまでも見てると、また目が合うかもしれないし。


　駿は鳴滝から視し線せんを外し、別の狗牙絶ち衆を見やる。


　上かみ桂かつら鹿ろく朗ろう。十八歳で高三だという。


　彼は彼で、別の意味で目立っている。


　巨きよ漢かんなのだ。


　背せは一乗寺とそれほど変わらないが、相撲すもう部ぶだと言われれば素す直なおに首肯うなずいてしまいそうなほどの横よこ幅はばを誇ほこっている。


　彼の態度や表ひよう情じようからは、あまり切せつ羽ぱ詰つまったところが窺うかがえない。


　自分の腕うで前まえに絶ぜつ対たいの自信がある、というわけではないだろう。


　香月ですら緊きん張ちようしているのだから。


　おそらくは基き本ほん的に呑のん気き、あるいは楽天的……ということか。


　駿は参加者の残りに目を転じた。


　鞍くら馬ま明あきら、十五歳さい、中三。


　ここに着いてからの流れで偶たま々たま同じ部屋になったから、明とはいろいろと話をした。


　おかげで彼女の性せい格かくやら考え方などは多少なりとも把は握あくできている。


　人見知りせず、明るく外向的で、割わりと常じよう識しき的で、少なくとも駿には他の狗牙絶ち衆より好もしく思えた。


　そして……香月と美み玖くちゃんか。


　修しゆう学がく院いん香月と桃もも山やま美玖のふたりは天てん心しん無む明みよう流りゆう十七代師し範はん、舘かん山ざん寺じ遊あそ眞まの弟で子しで、少し前から遊眞の自じ宅たく兼けん道場で共に暮くらすようになった。


　香月が駿と同じ高二で、美玖は中一。


　香月との出会いが、すべての始まりだった。


　あの時、彼処あそこで香月に殺されかけなければ、駿は今でも以前と同じ日常の中で微睡まどろんでいたことだろう。


　此し岸がんから彼ひ岸がんへと渡わたってしまったことが駿の人生にとってよかったのか悪かったのか、その答えはまだ出ていないが、平へい穏おんな日常と引き替かえでも自分が何者かを知りたいという決けつ断だんを下したことを駿は後こう悔かいしていない。


　たとえそのために、今までの日常を全部棄すてることになったとしても。


　だって、香月がいるから。


　自分が鞘さやで、香月がその使い手かもしれないという遊眞の話。


　その真しん偽ぎを確かく認にんするため共に此処に来て、こんなとんでもない事じ態たいに巻まき込こまれる羽目になったのだが、香月が隣となりにいてくれる限かぎり駿は踏ふみ止とどまれそうだ。


　混こん乱らんしたり錯さく乱らんしたり逃にげだしたりしなくても済すみそうだ。
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「もう、いい」


　伊砂のぶっきらぼうな声が上がり、不毛な議論に終しゆう止し符ふを打った。


「ここであれこれ詮せん索さくしてても真相は判わからない。あと二、三日すれば宿老おとな衆しゆうが来るんだ。それまで此処に籠ろう城じようする。それでいいだろ」


「いいわけねえだろ。だいたい、電話が通じねえ、携けい帯たいも圏けん外がいって、そんな場所を選ぶか、普ふ通つう」


　と例によって鳴滝が嚙かみついた。


　彼の言葉に駿が反はん応のうする。


　そうだ。普通ならそんな場所は選ばない。まるで、わざと参加者を孤こ立りつさせようとしたみたいじゃないか……。


　だが、伊砂の応こたえは。


「文もん句くがあるなら帰っていいよ。森を独ひとりで歩いていく気があるならね」


　鳴滝は大きく舌した打うちして、そして口を閉とざした。


「ってことで部屋割わりも考えないと」


　ぐるりを見み渡わたした伊砂が少し考える素そ振ぶりを見せた。


「一乗寺、上桂、鳴滝は同じ部屋に。ツインの部屋もエクストラベッドがあるから、三人でも平気だろ」


「了りよう解かいです、伊砂さん」


　と一乗寺が応えた。


「双ふた子ごは同じ部屋として……でも、其そ処こに別の人間を持ってくるのは、男にしろ女にしろ、ちょっとばかり問題があるな」


「僕ぼくたち、ふたりでもかまいませんよ。ねえ、暁壬」


「そうね、雅美。ふたりだけなら、あんなこととかこんなこととか、できるものね」


　あんなこととかこんなことって……どんなことだ!?


　と思わず内心で突つっ込んでしまう駿だが。


　双子が揃そろって駿に視し線せんを向け、そして何故なぜか、くすっと笑った。


　やっぱ、見み透すかされてるっ!?


　駿は慌あわてて視線を外した。


「まあ、いいか」


　伊砂は肩かたをすくめると、今度は香月に向き直った。


「カヅキンのところは、そのまま四人でいいのかな？」


「いいですよ。というか、その呼よび方は止やめろと……」


「はいはい、判ってますよ、カ、ヅ、キ、ン」


　何かを怒ど鳴なりたそうに大きく息を吸すい込んだ香月は、しかし怒鳴り声は上げずに、そのまま静かに息を吐はいた。


「こちらは、ええ、この四人でけっこうです」


「しかし、伊砂さん」


　と一乗寺が口を挟はさんできた。


「籠城といっても、具体的にどうするつもりです？　籠城というには此の城しろ、あまり堅けん固ごではありませんが？」


　伊砂は投げやりな表情かおと態たい度どで椅い子すの背せもたれに自分の背中を預あずけると、足を組んで、ふんぞり返った。


「することは昨日きのうと同じだよ。交代で見み張はりを立てて建物の周囲に気を配る。単たん独どくでは行動しない。そうして、宿老衆が来るのを待つ。他ほかにやりようがないでしょうが」


「まぁ……そうですけど」


「とにかく何があっても外には出るな。それだけは守れ。何かおかしなモノ、不ふ審しんなモノを見たり聞いたりしたら、必ずわたしに報ほう告こくしろ。判った？」


　全員が曖あい昧まいな表情で首肯うなずいた。


　しかし。


　結局、伊砂に報告をする機会は訪おとずれなかった。
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　その日は何事もなく過すぎていった。


　食しよく欲よくがないという者も多く、朝と昼は、食べたい者が適てき当とうに缶かん詰づめやインスタント食品を漁あさった。


　衛えい星せい放送が映うつるからテレビは見られたが、誰だれもテレビを点つけようとはしなかった。


　テレビを見るような心しん境きようではないというのが正直なところか。


　かといって何をするでもない。


　大半の者が食堂でだらだらしている間に、時間だけが過ぎていった。


　昼過ぎになり、駿や香月、美玖や明は、いったん部屋に引き揚あげ、休きゆう憩けいすることにした。


　ほぼ徹てつ夜や状じよう態たいだった美玖は、部屋に戻もどるなり直すぐにベッドに横になった。


　仮か眠みんというより、熟じゆく睡すいの有様だ。


　駿も疲つかれを覚えたので、着き替がえることもないままベッドに横になる。


　だが、神しん経けいがささくれ立っているような不ふ快かいな感覚があって、目を瞑つぶっても眠ねむれそうになかった。


　ため息を吐ついて、駿は目を開く。


　明は仮眠を取るわけでもなく、かといって何かをするわけでもなく、ただぼんやりと窓まどの外を見ていた。


　何い時つもは陽気な彼女も、椥辻と思われるあのむごたらしい遺い体たいを間近で見て大きな衝しよう撃げきを受けているのだろう。


　駿は、そう推すい測そくした。


　香月はシャワーを浴びる支し度たくをしている。


「昨日、髪かみを洗あらえなかったので、今のうちに洗おうと思ってね」


　そう言って、彼女はシャンプーやリンスを鞄かばんから取りだした。


　そこに、ノックの音が聞こえてきた。


　駿の心しん臓ぞうが、どきりと跳はねる。


「誰だ？」


　と香月が問うと、ふたつの声が重なった応こたえがあった。


「「棚倉」」


　続いて、ひとつずつの声が。


「雅美」


「暁壬」


「どうしたんだ？」


「「ちょっといい？」」


　顔だけでなく声まで似にているので、こうやって重ねて発声されると、どちらがどちらの声なのか、よく判わからない。


　ふたりの声に焦あせったり驚おどろいたりしている様子はないから、また何か事じ件けんが起きたというわけではなさそうだ。


「いいけれど」


　香月がドアまで寄よっていって、静かにドアを少し開け、顔を出した。


「何か用かな？」


「お風ふ呂ろに行かない？」


「は？」


　面食らっている香月の前で、兄妹きようだいは交こう互ごに話をする。


「ほら、部屋のお風呂ってユニットバスに毛が生えたような代しろ物ものだから窮きゆう屈くつでしょ？」


「大浴場とまではいかないけど、ちゃんとした湯船と洗い場がある男女別のお風呂があるのよ」


「さっきお湯を張はってきたから」


「もう入れるわよ？」


「いや……行きたければ行けばいいのではないかな」


「だって、ひとりになるなって言われてるもの」


「ふたりいるじゃ……」


　と言いかけて香月は、ああそうか、と呟つぶやいた。


「そう。僕たち兄妹だから、一いつ緒しよにお風呂に入る訳わけにもいかないでしょ？」


「わたしはいいんだけどね」


　と言って、スカートを穿はいているほうが、くすくすと笑った。


「わたしも今、ちょうど髪を洗おうと思っていたところだ。どうせなら広い湯船で体を伸のばしたほうが気分もいいな。よし、乗った」


　香月はふたりに向かって右の親指を立ててみせた。


「「よかったね」」


　双ふた子ごは顔を見合わせて、にっこり笑う。


「いや、しかし」


　香月が小さく首を傾かしげた。


「暁壬のほうはわたしと入ればいいのだろうけど、雅美は？　他ほかに誰か誘さそったのか？」


　雅美が、ううん、と首を横に振ふる。


「誰も誘ってないよ？」


「では、一乗寺さんか誰かを……」


「あの三人は……あんまり一緒に入りたくないなぁ」


「どうして？」


「僕の好みじゃないもの」


「好みじゃないって……」


「僕も、そっちに入っちゃ駄だ目め？」


「駄目に決まってる」


「え～～？　どうしてぇ？」


「どうしてもこうしても、君は男だろうが」


「うん」


「そうか。自分が男だということは判わかっているのだな。少し安心したが」


　香月は、ふぅとため息を吐いてから、がぅと吼ほえた。


「男のくせに、女子風呂に入ろうとか言うな！」


「でも、僕、ほとんど人じん畜ちく無害だよ？　むしろ女子に襲おそわれちゃうかも、みたいな？」


　香月が、よろっとよろめいた。


　ふたりのやり取りに聞き耳を立てていた駿は、ご苦労様、香月、と内心で頭を下げた。


「駄目ったら、駄目だ」


「ちぇっ」


　大げさに舌した打うちした雅美が香月の体の脇わきから部屋を覗のぞき込こむと、それまで黙だまって立っていた暁壬も、同様にして部屋を覗き込む。


　ふたりは揃って腕うでを伸ばし、駿を指差した。


「「じゃあねぇ、葛城さんだっけ、あの人がいい」」


「え？　俺おれ？」


　ベッドで上体を起こした駿が、きょとんとした表情かおで見返すと、うんうん、とふたりが首を縦たてに振った。


　まったく同じ顔がまったく同じような動きをするのは、かなり妖あやしい光景だった。


「どうしてあの三人が駄目で、駿ならいいのかな？」


「だって」


　ふたりが、くすっと笑った。


　そして同じような声が重なって響ひびく。


「「面おも白しろそうなんだもの」」


「意味が……よく判らないのだが」


「「いいでしょ、修学院さん？」」


「まぁ……かまわないけど。というか、どうしてわたしに訊きく？」


「だって、修学院さんがあの人の保ほ護ご者しやなんでしょ？」


「あ……いや、それは……」


　香月が返答に困こまっていると、双子は手を振ってドアの向こうへと退ひいた。


「じゃあ、僕たち、洗せん面めん道具とタオルを持ってお風呂場に行ってるから」


「お風呂場は元のフロントの奥おくだから。早く来てよね」


　ふたりは、くすくすと笑いながら廊ろう下かを走り去っていった。


　はぁ～～、と大きなため息を吐いて香月がドアを閉しめる。


「あんまり深しん刻こくそうじゃないね、あのふたりは」


　と駿が囁ささやくような声で呼よびかけると、香月は小さく肩かたをすくめた。


「そうだな。最初から、どことなく浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きのふたりではあったけど。度ど胸きようがあるのか、単に鈍にぶいだけなのか……よく判らない兄妹きようだいだな」


　その辺の評ひよう価かは俺と一緒だな。


　香月と意見の一いつ致ちをみたことで、なんだか嬉うれしくなってしまう駿だった。


「で、俺も風ふ呂ろに行っていいの？」


「雅美のご指名なんだし、いいんじゃないか。狗牙絶ちの腕前はよく判らないけど、少なくともひとりで入るよりは安心だろう。それに隣となりにはわたしと暁壬がいるのだから」


　駿が顔を巡めぐらせ、寝ねている美玖のほうを見る。


　彼女は目を覚ますことなく、相変わらず熟じゆく睡すい中のようだった。


　美玖ちゃん、よほど疲つかれてるのかな。けど、この状じよう態たいの美玖ちゃんを残して部屋を離れるのも……。


　顔を戻もどした駿が、先ほどと同様、囁くような声で訊いた。


「俺と香月が風呂に行ったら、美玖ちゃんは？　寝てる美玖ちゃんをひとりで残していくわけにもいかないだろ？」


「ああ、そうか。では、起こして美玖も一いつ緒しよに連れて……」


　すると、それまで黙だまって四人のやり取りを見ていた明が声をかけてきた。


「いいよ、香月さん。あたしが此こ処こに残って美玖を見てるから」


「いいのか？」


「うん。あんまり風呂に入るって気分でもないし。留る守す番ばんしてるよ」


「そうか。では頼たのんだ」


「行ってらっしゃい」


　ということで駿と香月は、タオルとバスタオル、それにシャンプーとリンス、ボディーソープの容よう器きを手に風呂場へと向かった。


　香月は念のためということで狗牙絶ちの劔つるぎを腰こしに差していた。


　なんというか、セーラー服でお風呂道具を抱かかえ腰に刀を差している香月の様は、かなり面めん妖ような光景だった。
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　廊下の片かた側がわに浴室のドアがふたつ並ならんでいた。


　片方には「男」、もう片方には「女」と書かれた表札が掛かかっている。


　当然のことながら、駿は「男」の表札が掛かったほうのドアに手をかける。


「じゃあね、香月」


「もしも何か異い変へんがあったら直すぐに大声を出すんだ、駿。女湯は隣だから確かく実じつに聞こえるだろう」


「そうしたら来てくれるの？」


「ああ、すぐに行くよ」


「入浴中でも？」


「う……」


「だったら、何もなくても叫さけんじゃおうかな～～」


「駿、君は……」


　香月の右みぎ腕うでが小こ刻きざみに震ふるえているのを見て、駿は慌あわててドアを引いた。


「冗じよう談だん冗談。じゃあ後でね、香月」


　駿は香月の視し線せんを避さけるように男湯へ飛び込んだ。


「遅おそかったんだね、葛城さん」


　脱だつ衣い所じよの棚たなの向こうにいる人物から声がかかった。


「あ、ごめん、待った？」


「べつに待ってはいないけど」


　棚を回りこんだ駿の目に飛び込んできたのは。


　スカートを穿はいている兄妹の片かた割われだった。


　穿いているというか、今にもスカートを脱ぬごうとしていたのだが。


「え？」


　駿が凍こおりつく。


「な、なんで……」


「どうかしたの？」


　スカートに手をかけたまま、兄妹の片割れが真面まじ目めな表情かおで駿を見る。


　お、おかしい。こっちが男湯だったはずなのに、なんで妹がいる!?　いや待てよ。ってことは、いま女湯にいるのは棚倉の兄……。


　脱衣所に入っていった香月が、其そ処こで素すっ裸ぱだかになっている雅美と鉢はち合あわせしたら……。


　いや、それはまだ許きよ容よう範はん囲いかもしれない。


　裸の雅美を見たくらいで騒さわいだり狼狽うろたえたりする香月ではないだろう。


　だがしかしもしも万が一。


　雅美が湯船に浸つかっているところに、素っ裸になった香月が入っていったら……。


　確実に雅美に見られてしまう。


　何しろ雅美は暁壬と同じ顔をしてるから、湯船に浸かった状態だと、一見しただけではそれが雅美だと判わからないかもしれない。


　女同士だと安心しきってしまった香月は、体を隠かくすこともないだろう。


　そうなると。


　あんなとこも。


　こんなとこも。


　あまつさえ、そんなとこも。


　雅美から丸見えに。


「いか～～んっ！」


　駿は身を翻ひるがえした。


　脱だつ兎との如ごとく男湯を飛びでた駿は、「女湯」の表札が掛かったドアを思い切り引いて中に飛び込んだ。


「大変だ、香月っ！　そっちにいるのは兄の雅美……」


　……ではなくて。


　女湯にいたのは、服を脱いで下着姿すがたになっている香月と、既すでに服も下着も脱いで全ぜん裸らになっている妹だった。


　あ……あれ？


　駿は一いつ瞬しゆん、我わが目を疑うたがったが。


　しかし。


　どう見ても妹だった。


　何ど処こから見ても妹だった。


　あらゆるところが妹だった。


　男である可か能のう性せいは欠片かけらもなかった。
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「え？　え？　噓うそ？　どうして？」


「うふふふ、葛城さんたらエッチなんだぁ」


　妹は、きゃらきゃらと笑っている。


　突とつ然ぜん乱らん入にゆうしてきた駿に裸を見られているというのに体を隠そうともしない。


「そんなにわたしの裸が見たかったの？　それとも」


　暁壬の笑えみが歳とし不ふ相そう応おうなほど妖よう艶えんなものに変わった。


「見たかったのは、修学院さんの裸のほうかなぁ？」


　それまで呆あつ気けに取られてその場に突っ立っていた香月だが、暁壬の一言で我われに返った。


「駿～～～～、君はぁぁぁぁ」


　香月はそのままの恰かつ好こうでゆっくりと体の向きを変えた。


　なんだか表情かおが般はん若にやのようだった。


　あるいは羅ら刹せつのようだ。


　もしくは地じ獄ごくの閻えん魔ま大王のようだ。


「いやでもだって！　どうして!?　そんな馬ば鹿かな！　おかしいじゃないか！」


　駿には訳わけが判らない。


「あっちにいたのが妹なのに、なんでこっちにも妹が……」


　ふたりが服を取り替えっこしていることなど夢む想そうだにできない駿は、今や混こん乱らんの極きわみにあった。


　風ふ呂ろ場ばまで持ち込こんでいた狗牙絶ちの劔つるぎ――弱なゆ竹たけに、香月がゆっくりと手を伸のばした。


　般若か羅刹か閻魔大王のような表情かおで。


　ひぃいぃ、怖こわいぃぃ～～。


　駿が震ふるえあがる。


「見み損そこなった。今度という今度は見損なったよ、駿～～～～」


　香月の声は地獄の底から湧わいてくるような不ふ吉きつな響ひびきだった。


　刀を手にした香月が静かに足を踏ふみだす。


　下着姿のままで。


　彼女の体から溢あふれでる殺さつ気きは、素しろ人うとの駿にも判わかるほどの凄すさまじさだ。


　こっこっこっこっ殺されるぅぅぅ。


　駿の足はかくかくと震え、逃にげだそうとしても体が言うことを聞いてくれなかった。


「あっはははは～～」


　突とつ然ぜん、暁壬が笑いを爆ばく発はつさせた。


「はいはい、修学院さん、そのくらいにしてあげて。べつに葛城さんが悪いわけじゃないんだから」


「は？」


　振り返った香月が怪け訝げんそうな表情かおになって暁壬を見やる。


「どういうことだ？　というか、君はまず体を隠せ」


「そうね」


　香月が再ふたたび恐おそろしい形相となって駿を睨にらんだ。


「駿！　君も何い時つまでも嬉うれしそうに見てるんじゃない！」


　嬉しそうにって、俺、そんな表情かおはしてないだろっ!?


　と思う駿だが、ここで反はん論ろんするのは無む謀ぼうというものだろう。


　藪やぶの中には、どんな蛇へびが潜ひそんでいるか判らないのだ。


「あ、ごめんっ」


　駿は慌あわてて謝あやまり、顔を背そむける。


　その直前に駿は気がついた。


　それまでは頭が混乱していた上に、全裸の暁壬に気を取られてしまっていたから判らなかったのだが、駿は今、香月の右みぎ肩かたの下に大きな傷きず跡あとがあるのに気がついた。


　あれは……いや。


　駿は内心で首を激しく横に振ふった。


　俺おれは何も見なかった。そういうことにしておこう。


　バスタオルを体に巻まきつけた暁壬が廊ろう下かに向かって叫さけんだ。


「もういいよ～～、雅美ぃ」


　いきなりドアが開いて、双ふた子ごのもうひとりが姿を現あらわした。


　雅美は先ほど駿が見たとおり、スカートにブラウスという出で立ちだ。


　どうやらもう一度服を着て、自分の登場シーンをドアの外でじっと待っていたようだ。


「は？」


　香月が目を見開いている。


　それはそうだ。


　どうして兄が妹と同じ恰かつ好こうで現れるのか、彼女には意味が判らない。


　楽しくて仕方がないといった表情かおで雅美が説明を始めた。


「つまりね、葛城さんは、この恰好の僕ぼくを見て暁壬だと思っちゃったわけ。で、こっちに僕、雅美がいると思ったから、それを修学院さんに報しらせに来たんだよ。暁壬は裸はだかになっていたから、修学院さん、暁壬が僕の服で来ていたのに気づかなかったでしょ」


「そ……そういうことだったのか」


「そういうことだったんだよ」


　駿はここぞとばかりに抗こう議ぎの声を上げた。


　もちろん、顔を背けたままだったが。


「香月の早とちりのせいで俺はまた殺されるところだったんだぞ。俺に弁べん明めいの機会くらい与あたえてくれてもいいんじゃないか？」


「いや……しかし……」


　香月が、がっくりと肩を落とした。


「ごめん」


　めまぐるしい状じよう況きようの変化と、怒おこったり驚おどろいたり萎しおれたりと、自分の感かん情じようの揺ゆれの大きさについていけない香月は、自分がどんな恰好になっているかをすっかり失念している。


　そんな香月を見て、雅美がにっこりと笑った。


「いやぁ、思った通り、修学院さんてば抜ばつ群ぐんのプロポーションだねぇ。でも、下着はもう少し色っぽい奴やつのがいいんじゃないかな？　ねえ、暁壬？」


「それはあなたの趣しゆ味みでしょ、雅美」


「まぁ、そうだけど」


「それよりも」


　暁壬が小さく舌した打うちした。


「葛城さんが来るのがもう少しだけ遅おそければ、修学院さん、下着まで脱ぬいで全ぜん裸らになっていたのに。そしたら、きっともっと素す敵てきで楽しいことになったのになぁ。そこがとっても残念だわ」


「……あ！」


　ようやく香月は自分が今どんな恰好かを思いだしたようで、素す早ばやく棚たなからバスタオルを引き抜ぬいて体に巻まいた。


「まさか君、それが目当てで……」


　香月が雅美を睨ねめつけると、彼はにんまりと笑った。


「うふふ、目当てってわけじゃないんだけどね。面おも白しろそうだったから、からかって遊んだだけ。でも、葛城さんと修学院さんの反はん応のうってば、僕たちの予想のずっと上を行ったからすっごく楽しめ……」


　香月が滑すべるように疾はしった。


　瞬しゆん動どうとか縮しゆく地ちなどと呼よばれる技わざが本当にあるとすれば、今の香月の動きこそがそれではないだろうかと、そう思えるほど素早い移い動どうだった。


　次の瞬間、風ふ呂ろ場ばの入り口に立っている雅美に向かって香月が右みぎ腕うでを振ふりあげていた。


　若手とはいえ狗牙絶ち衆である棚倉雅美がほとんど反応できないほど、自然で滑なめらかな香月の攻こう撃げきだった。


　グーパンチが雅美の顔面にめり込み、彼はその場に昏こん倒とうした。
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「君たちは何い時つもあんなことして遊んでいるの？」


　男湯の湯船に浸つかった駿が雅美に訊きくと、彼は殴なぐられた顔を撫なでながら応こたえた。


「何時もってわけじゃないけど。まぁ、たまにね」


「怒おこられない？」


「誰だれに？」


「誰って……ご両親とか」


「両親なんかいないもの」


「あ……ごめん、悪かった」


「べつに悪くはないよ。それに狗牙絶ち衆は、ほら、たいてい孤こ児じだからね。僕らも例外じゃないんだ」


「え？」


　駿が驚きの顔を向ける。


「そうなんだ？」


　今度は雅美が驚く番だった。


「というか、葛城さんこそ知らなかったの、それ!?」


「うん……」


「ふぅん」


　雅美は不思議そうな表情かおになって駿を見つめる。


　雅美は、合宿に一いつ般ぱん人じんが参加するという話を聞いたとき、多少の疑ぎ問もんは感じたものの、どんな人間が来るのかということにはあまり興きよう味みを覚えなかった。


　しかし今、雅美は葛城駿という人物に少し興味を覚えていた。


「ねえ、貴男あなたって、どういう人なの？」


「いや、それ、よく訊かれるんだけど、俺にも答えようがなくって」


「宿老衆が参加を認みとめる一般人って、どういうことか全然判わからないな。何か特とく殊しゆな能のう力りよくを持っているとか？」


　香月の鞘さやであるということが特殊な能力に当たるのだろうか。


　と思いつつも、駿は首を横に振ふる。


「なんというか、一口では説明できないほど、いろいろとあってね。それに今は……」


「じゃあ、此こ処こを抜ぬけだしたら教えてくれる？」


「遊眞さんの許ゆるしがあれば」


「舘山寺遊眞さんって、評ひよう判ばんどおりの強さなの？」


「う～～ん、俺は評判を知らないからなんとも答えようがないんだけどな。でも、香月が『出で鱈たら目めに強い』って言うんだから、強いと思うよ」


「だったら、平気だね」


「ん？」


「だって、舘山寺さんが来てくれるんでしょ、此処に」


「北海道へ出発する前に遊眞さんがそう言っていたから、間ま違ちがいないんじゃないかな」


「でも、まさかこんな酷ひどい事じ件けんが起きるなんて思わなかったな～～。まぁ、実戦も兼ねた訓練っていう時点で、多少の危き険けんは覚かく悟ごしていたけどさ」


「俺も吃驚びつくりだよ」


「けど、凄すごいね、葛城さん」


「え？　何が？」


「いや～～、一般の人がこんな目に遭あえばもっと取り乱みだすと思うんだけど、凄く落ちついてるから」


「そうでもないさ。これでもかなりドキドキしてるんだよ」


「そうなの？」


「うん」


「まぁ、いいや。此処で会ったのも何かの縁えん。これからもよろしくね」


　湯船の中で雅美が右手を伸のばしてきた。


「あ、そ、そうだね。よろしくね」


　駿はぎこちなく雅美の手を握にぎった。


「さぁて、もう出ようかな。あんまり長湯してると、のぼせちゃう」


　湯船の中で立ちあがった雅美の裸ら身しんは細くて華きや奢しやで美しかった。


　彼が男だと判っているのに、なんとなく目を逸そらせてしまう駿だった。
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　駿と香月が部屋に戻もどると、美玖はもう起きていた。


「お帰りなさい、姉あね様さま、駿様」


「美玖、少しは眠ねむれたか？」


「はい、ぐっすりです。お陰かげ様さまですっきりしたです。それにしても姉様」


「なんだ？」


　美玖が香月と駿を交こう互ごに見やって言った。


「駿様とふたりでお風ふ呂ろだなんて随ずい分ぶんと思い切ったことをなさるんですね。ちょっと感心したです」


「……は？」


「ふたりでそれはもう、くふふ、全身隈くま無なく洗あらいっことかしちゃったですか？」


　美玖はとても嬉うれしそうな表情かおをしている。


「なんだか、新しん婚こんさんいらっしゃい、みたいですね」


　目がきらきらと輝かがやいたりなんかもしている。


「姉様と駿様がお風呂で洗いっこだなんて、素す敵てきすぎです。想そう像ぞうしただけで眩暈めまいがしそうです」


　ぶ～～っっ、と香月が噴ふいた。


「あれ？　違ちがいましたですか？」


「ちっ、違うに決まってる！」


　窓まど際ぎわに座すわって外を見ていた明を、香月が睨にらみつけた。


「明。いったい君は、どういう説明をしたんだ？」


　きょとんとした表情かおで明が振ふり返る。


「え？　どういうって、『棚倉兄妹きようだいが風呂に誘さそいに来たから香月さんと駿さんがふたりで風呂に入りに行った』って。間違ってないよね？」


「……基き本ほん的には間違っていないが」


「棚倉さん兄妹が一ひと組くみ、姉様と駿様が一組で、それぞれ家族風呂に入った……のではないのですか？」


「ち、が、う。わたしと棚倉妹、駿と棚倉兄とで入ったんだ」


「なんだ、そうだったんですか」


　美玖はあからさまに不ふ満まんそうな表情になった。


「姉様には微びに入り細さいを穿うがっていろいろ聞かせていただこうと思っていたのに、なんだかがっかりです」


　おいおい、美玖ちゃん、何を考えてるんだ、君は!?　っていうか、何を聞こうと思ってたんだ!?


　少しばかり美玖の評ひよう価かを見直したほうがいいのかもしれないと思う駿だった。


「たとえ仮かりに万が一ふたりで入ったとしても説明はしないな」


「姉様、意地悪です」


「どこがだ」


「もう、いいです。こうなったら駿様から訊ききだしますです。微に入り細を穿って」


「聞かんでいいっっ」


　美玖ちゃん美玖ちゃん、入ってないから。俺だって入れるものなら香月と一いつ緒しよに入ってみたいけど、そんな可か能のう性せいは欠片かけらもないから。


「そんなことより。美玖、ドライヤーを貸かしてくれないか」


　憤ふん然ぜんとした表情かおで香月が右手を突つきだした。


「あ、はいです」


　香月は美玖に借りたドライヤーで髪かみと地じ肌はだを乾かわかし始める。


　こういうとき、髪が長いと大変だよなぁ、と思う駿である。


「今夜も食事当番だから、あまりゆっくりはしていられないぞ」


　ドライヤーを当てながら香月がそう言うと、それまでにやにや笑いながら三人の話を聞いていた明が、すかさず突っ込こんだ。


「いやいや、ゆっくりと風呂に入ってたのは香月さんたちだから。あたしと美玖は、何い時つでもＯＫだよ？」


「俺おれだってもう髪は乾きかけてるし、何時でもＯＫだよ？」


「……急ぐよ」


　香月の髪が乾くのを待って、駿たち四人は厨ちゆう房ぼうに集合した。


　香月と美玖はスウェットの上下、明は丈たけが長めのスパッツにＴシャツ、駿はジーンズにＴシャツという恰かつ好こうだ。


　そんな恰好でも、三人は狗牙絶ちの武ぶ器きを厨房に持ち込むのを忘わすれない。


　時じ刻こくは既すでに午後の四時を回っていた。


「今からでは、あまり凝こった物はできないな」


　スウェットの上からエプロンを着けた香月がそう言った。


　せっかくのエプロン姿すがたが台無しだ、と思う駿である。


　やっぱり、せめてこう、メイド服の上に……。


　脳のう内ないにメイド服＋エプロン姿の香月を思い描えがいた駿だが、慌あわてて頭を振って映えい像ぞうを追い払はらった。


　いかんいかん、またも妄もう想そうタイムに突とつ入にゆうするところだった。香月に感づかれるとヤバイからな。


「時間がないのは、概おおむね、香月さんのせいじゃないかな？」


　と明に突っ込まれ、ぐぅ、と香月が低く呻うめいた。


「で、香月さん、今日は何を作る？」


「……そうだな」


　今朝けさは料理をしている余よ裕ゆうなどなかったから、腹はらが減へった者が適てき当とうにカップ麵めんや缶かん詰づめを開けるという悲ひ惨さんな状じよう況きようだった。


　昼も同様で、誰もまともな食事をしていない。


　もっとも、むごたらしい死体を見たばかりで、みな食しよく欲よくなど湧わかなかったのだが。


「夕食くらいは、まともな物を作らないといけないだろうな」


　少し考えた末に香月が出した答えは「シチュー」だった。


「まぁ……そんなもんか」


　誰からも反対は出なかった。


　四人は突とつ貫かん工事（？）で食事を作り、夕方六時頃ごろに一同がダイニングルームに会した。


　昨日きのうと色が変わっただけじゃねえか、という鳴滝の文もん句くには駿も大いに賛さん同どうするところではあるが、作るほうの身にもなれ、という香月の主しゆ張ちようも、そのとおりだと思う。


　鳴滝以外の面々は文句ひとつ言わずに食べてくれた。


　もっとも、文句のひとつも出ない上に誰も会話をしようとしないので、スプーンと皿が触ふれる音だけが食堂に響ひびく、気が滅め入いるようなディナータイムとなった。
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　食後のお茶を飲みながら、伊砂が一同に向かって語りかけた。


　彼女は食事のときでもシャツにジャケットにタイトスカートという出で立ちだ。


　空港で出会って以来、未いまだに彼女がラフな恰好になったのを駿は見たことがなかった。


　まぁでも、スウェット姿の伊砂さんとか想像できないけどな。


「今夜のことだけど」


　伊砂の声で全員が顔を上げ、彼女を注目する。


「見回りは最初、一乗寺、上桂、鳴滝の三人でやって。その後、夜中にわたしと棚倉兄妹きようだいと交代。そうだな、交代は一時としておこうか」


「その組分けのココロは？」


　と一乗寺が訊きいた。


「あんたらみたいなムサイ男と夜中に歩きたくない」


「この女ひとは……」


「けっ。俺だって夜中に、あんたみたいな厚あつ化げ粧しようの年とし増まと歩きたくが[image: ]ぁぅべぽっ」


　頭を殴なぐられた鳴滝が机つくえに突つっ伏ぷしていた。


　上桂は、


「いやまぁ、そうですよね、俺、暑苦しいから」


　などと自じ虐ぎやくの呟つぶやきを漏もらしている。


　伊砂は何事もなかったように反対側に座すわっている残りの面メン子ツを見み渡わたした。


「で、カヅキンの班はんには、また朝食を頼たのみたいんだけど、いいかな？」


「ええ、かまいませんよ」


「悪いね」


「気にしないでください。その代わり見張りを免めん除じよされてるわけですから」


「もうひとつ頼みがあるんだけど」


「なんです？」


「カレーとシチューと缶詰以外の物が食べたい」


　香月がひきつった表情かおで笑った。


「……判わかってます。ええ、判ってますとも」


　満足そうに首肯うなずくと、伊砂はひょいと椅い子すから腰こしを浮うかせた。


「じゃあ、解かい散さん」


　それぞれが、がたがたと椅子を鳴らして立ちあがった。
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　駿、香月、美玖、明が割わり当てられた部屋に戻もどるときに、何故なぜかどうしてか棚倉兄妹がついてきた。


「ちょっとお話はなししましょうよ～～。せっかく知り合いになったんだから」


　などと言いながら。


「それはいいけど、君たちは夜中の一時から見回りだろう？　今のうちに寝ねておかなくていいのか？」


　部屋に入った香月がそう訊きくと、ふたりは、うふふ、と笑った。


「昼間、ちゃんと寝たから平気」


　と兄が応こたえると、妹も続いた。


「眠ねむくなったら、此こ処こで寝かせて」


「そんな場所はないぞ」


「僕ぼく、修学院さんのベッドで寝たいな。修学院さんと一いつ緒しよに」


「わたしも～～」


「お断ことわりだ」


「じゃあ、葛城さんと一緒でいいや」


「わたしも～～。三人で川の字になって寝よう？　いいよね、葛城さん？」


「え？　いや、しかし、それは……」


「わたし、寝るとき裸はだかなんだよ？」


　と暁壬が言った。


　すぐにでもＯＫしたい。


「僕もね、寝るときは裸なんだよ」


　と雅美も言った。


　やっぱり断ろう！


　美玖と明が呆あきれた表情かおで駿と棚倉兄妹を見ている。


「駿、それほどそのふたりと一緒に寝たいのなら、君がふたりの部屋に行けばいい」


　という香月の声は恐おそろしいほど冷え冷えとしていて、瞬しゆん時じに部屋の中が冷れい蔵ぞう庫こと化した。


　いや、ひょっとしたら冷れい凍とう庫こだったかもしれない。


　即そく座ざに駿は、兄妹きようだいに向かってきっぱりと断った。


「もちろん、そんなことはできないな」


「じゃあ、僕たちに床ゆかで寝ろと？」


「いやいや、そんなことも言ってないけど」


「だって葛城さんに断られたら、わたしたち床で寝るしかないじゃない」


　自分の部屋に帰ればいいじゃないか。


　明や美玖は内心でそう突っ込んでいたが、駿は違ちがうことを言った。


「じゃあ、俺のソファベッドを使っていいよ。俺は香月のベッドに入れてもらうから」


　それは駿なりの気の利きいた冗じよう談だんのつもりだったのかもしれないが。


「そうか。駿はわたしのベッドに入りたいのか。いいとも、歓かん迎げいしよう」


「え？　いいの？」


　言ってみるものだな、と駿は内心喜んだのだが。


「その代わり、君が悪さをしないように気き絶ぜつさせておくから。それはもう、朝まで目が覚めないように、しっかりと気絶させておくから」


　香月が固く握にぎった右みぎ拳こぶしに息を吹ふきかけた。


「うわぁ、ごめんなさいぃ。そんなことされたら永えい遠えんに目が覚めなくなっちゃうよぉ」


　棚倉兄妹が笑いだす。


「この人たち面おも白しろいね～～、暁壬」


「本当にねぇ、雅美」


　結局、棚倉兄妹は、それから少しお喋しやべりをして自分たちの部屋に戻っていった。


「面白い方たちでしたね、姉あね様さま」


　棚倉兄妹を送りだした後、美玖が正直な感想を口にすると、仏ぶつ頂ちよう面づらの香月が応こたえた。


「向こうは向こうで、わたしたちのことを面白い奴やつらだと思っていたようだけど」


　まぁいい、と吐はき捨すてるように言った香月は明に向き直った。


「今夜は明に頼たのめるかな？」


「あ、不ふ寝しん番ばんね。いいよ。美玖は昨日、あんまり寝てないもんな」


「昼間に少し寝たから、わたしは平気ですよ、姉様」


「無理をするな、美玖。お師様がいらっしゃるまで、最低あと二日は続けなくてはならないんだからな」


「……はい」


「では、明、一時に起こしてくれ」


「朝まででも平気だよ？」


「いや、誰だれかひとりにだけ負ふ担たんをかけないようにしたい。さっきも言ったように、あと二、三日は続ける必要があるのだから」


「うん、判わかった」


　こんなとき、何もできない自分が駿は恨うらめしかった。


「では、先に休ませてもらう。美玖と駿も早めに寝たほうがいいぞ」


「うん、そうするよ」


「はいです、姉様」


「頼んだよ、明」


「任まかせて」


　しかし、夜中に香月を起こしたのは、明ではなく棚倉兄妹だった。
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　その夜の零れい時じ半はん過すぎ。


　廊ろう下かを駆かけ寄よってくる足音に気づいた明が自分の武ぶ器きを収しゆう納のうケースから取りだして香月に声をかけようとしたとき、既すでに彼女は目を覚ましていた。


「さすがだね、香月さん」


　香月は無言でベッドの下に置いておいた弱なゆ竹たけを手に取り、素す早ばやく布ふ団とんから抜ぬけだした。


　ふたりの気配に美玖も目を覚ましたようで、布団の中で動いている。


「「修学院さん！」」


　廊下から聞こえてきたのは棚倉兄妹の声だった。


　相変わらず綺き麗れいに重なってはいるが、声の調子は明らかに昼間や夕ゆう刻こくとは違っている。


　低く押おし殺したような声こわ音ねだ。


　スウェット姿すがたの香月は一いつ瞬しゆん、明と顔を見合わせたが、直すぐにドアに向かって歩きだす。


「どうした？」


「伊砂さんが見当たらないんだ」


　今度は単たん独どくの声だった。たぶん兄のほうだろう。


「なんだって!?」


　刀の柄つかに右手を置いた香月が明に目配せした。


　明がドアに手をかけ、そっと押す。


　廊下には昼間と同じ制せい服ふく姿の棚倉兄妹が立っていた。


　昼間と違って、ふたりの表情かおには不安が滲にじみでているのが見て取れる。


　香月が進みでて部屋の入り口に立った。


　そのときには、常とこ闇やみを手にした美玖も明の隣となりに立っていた。


　駿は……駿だけは、まだ寝ねている。


「伊砂さんがいないとは、どういうことだ？」


　兄妹きようだいは自信なさそうに互たがいを見やった後、同時に香月に向き直った。


「そろそろ見回りの時間だから、伊砂さんの部屋に行ったんだ」


「でも、いなかったの。ノックしても返事がないからドアに手をかけたら、鍵かぎが掛かかってなくて、それで開けてみたら、部屋は蛻もぬけの殻からで……」


「棟とう内ないは探さがしたか？」


「食堂は覗のぞいてみましたけど、いませんでした」


「他ほかの場所は、いま一乗寺さんたちが見て回っていると思います」


　低く唸うなった香月は、すぐにソファベッドに歩み寄り、駿に声をかけた。


「駿、起きろ」


「どうしたんだ、香月ぃ？」


　駿の寝ね惚ぼけ声が上がった。


　香月は駿の耳みみ許もとで囁ささやくように言った。


「伊砂さんが消えたらしい」


「……なんだってえ!?」


　さすがの駿も跳はね起きた。


「我われ々われも着き替がえて捜そう索さくに参加しよう。ふたりは其そ処こで少し待っていてくれ」


「「了りよう解かい」」


　ドアを閉しめると、香月はバスルームを指さした。


「駿は彼方あちら」


「ん……ああ、判った」


　女子が三人、男子がひとり。


　となれば三人のほうが広い場所を使うのは当然だ。


　駿は着替えを手にして、すごすごとバスルームへ移い動どうする。


　その背せ中なかに、三人が容よう赦しやない言葉を投げかけた。


「我々の着替えが終わる前に戻もどってきたら、刺さすから」


「あたしも刺すよ？」


「申し訳わけないですが、わたしも刺させていただきますです」


「いや……そうね、着替え終わったら声かけてよ」


　反はん論ろんする気力も起きない駿である。


　洗せん面めん所じよの鏡の前に立った駿は、急いで寝ね間ま着き代わりのスウェットを脱ぬいでジーンズとＴシャツに着替え、その上から薄うす手でのジャケットを羽は織おった。


　六月であっても、北海道の朝はけっこう冷える。


　今朝方、外に出たときは寒いくらいだった。


　もう少し厚あつ手でのジャケットを持ってくるべきだったかな。


　まだ女じよ性せい陣じんから声がかからないので、駿は鏡を覗のぞき込こみ、寝ね乱みだれた髪かみを手て櫛ぐしで整える。


　そういえば俺おれ、さっき、何か変な夢ゆめを見ていた気がするんだけど……いや、今はそんなことより！　伊砂さんがいなくなったって、どういうことなんだ？　まさか……。


　伊砂の失しつ踪そうが駿の推すい測そくする事じ件けんの真相にどう係わってくるのか。


　まったく新しい要よう素そなのか。


　それとも、ピースのひとつとして上手うまく絵に嵌はまるのか。


　香月は、これをどう考えるのだろう。


　俺は香月に話をするべきなのだろうか。


　そのとき不意に香月の裸ら身しんが駿の脳のう裏りに甦よみがえった。


　裸身というか、下着姿すがただったのだが。


　そして駿の意い識しきは、脳裏に浮うかんだ彼女の裸身の一点、右みぎ肩かたの下に吸すい寄よせられる。


　そこには大きな傷きず痕あとがあった。


　たしかにあった。


　昨日今日ついた、というようなものではなかった。


　もっとずっと旧ふるい傷痕。


　あれは……あの傷痕と香月が狗牙絶ちをしていることは、何か関係があるんだろうか。っていうか、抑そもそも、俺、香月の生おい立ちとか、何も知らないじゃないか。


　どのような経緯いきさつで香月は遊眞の弟で子しとなり、狗牙絶ち衆の一員となったのだろうか。


　香月はずっと以前から遊眞と暮くらしていたようだが、では彼女の家族はどうしているのだろうか。


　雅美は「狗牙絶ち衆はたいてい孤こ児じ」みたいなことを言ってたっけ。だとすると香月も家族がいないのかな。


　その手の話は、今まで香月からも遊眞からもまったく出なかった。


　まぁ……俺はまだ部外者ってことなのかもしれないな。


　駿は少しだけ疎そ外がい感を感じた。


　そんな駿の感かん傷しようを香月の声が破やぶった。


「駿、何を愚ぐ図ず愚図している」


「愚図愚図って、俺はもうとっくに着替え終わって、そっちの着替えが終わるのを待っていたんだけど」


「……そうか。それは済すまなかった」


「いや、いいけどさ」


　バスルームから駿が出ると、臨りん戦せん態たい勢せいになった三人がいた。


　見み慣なれた紺こん色いろのセーラー服に紺色の長いスカートを穿はき、左ひだり腰こしに狗牙絶ちの劔つるぎ、弱なゆ竹たけを差した香月。


　胴どう着ぎのような前開きの上着とスカートのような袴はかま――女おんな袴ばかまを穿いて、香月同様、左腰に狗牙絶ちの劔、常とこ闇やみを差した美玖。


　中学の制せい服ふくに身を包み、左右の手に短めの槍やりを二本携たずさえた明。


　明の姿を見た駿は、なるほど、と納なつ得とくした。


　あいつは腰に得物を差す必要がないから、学校の制服でいいんだ。


　三人の体からは闘とう気きが溢あふれでているのが駿にも感じられる。


「では、行こう」


　香月がドアを開けた。


「待たせたな、ふたりとも」


「女子の着替えは時間がかかるってのが相場だものね。僕ぼくも、何い時つだって暁壬の着替えで待たされるんだ」


　暁壬が不満そうに応こたえた。


「あら、そうだったかしら」


「まずは一乗寺さんたちと合流しよう。先に立ってくれないか」


「いいよ」


　兄妹きようだいが廊ろう下かを歩きだした。


　見ると、ふたりも刀を手に提さげている。


　あれがふたりの狗牙絶ちの劔か。やっぱり刀なんだな。というか、明みたいに槍を使うのが、たぶん少数派はなんだろうな。


　などと駿が兄妹の後ろ姿を眺ながめていると、いきなり香月に背せ中なかを強く叩たたかれた。


「なっ、なに!?」


「ぼ～っとしているな、駿。どうやら事態はますます悪化しているようだ。もっと神しん経けいを研とぎ澄すませていないと、死ぬぞ？」


「……どうせ俺は何い時つもぼ～っとしているよ」


「まぁ、駿に死なれては困こまるからな。なんといっても、君は玉たま響ゆらを呑のみ込んだままだし。だから君は、わたしが護まもる」


　駿が、にっこりと微ほほ笑えんだ。


「うん、ありがとう、香月」


「ああ、いや、それはそれとして」


　香月がわざとらしく咳せき払ばらいをした。


「わたしにも限げん界かいがあるから、君は君でしっかりしてくれないと」


　先を歩く棚倉兄妹が振ふり返り、呼よびかけてきた。


「お～～い、何してるの～～」


「早く、早く～～」


「悪い、いま行く」


　と応えた香月は、左手で鞘さやを握にぎり、左の親指を鍔つばに載のせ、空いている右手を差しだした。


「行くよ、駿」


　駿が左手を伸のばし、香月の右手を取った。


「うん、頼たのむよ、香月」


　ふたりは手を握り合って棚倉兄妹の後を追いかけた。


「なぁなぁ、美玖ぅ」


「なんですか、明さん？」


「あのふたり、本当に恋こい人びととかじゃないの？」


　美玖は小首を傾かしげ、少しだけ考える素そ振ぶりを見せたが、すぐに顔を上げ、明に向かって微笑んだ。


「違ちがうみたいですよ。今のところは」


「……変なの」





　　　　11




　残された全員が食堂に顔を揃そろえていた。


　結局、棟とう内ないに伊砂の影かげも形も見当たらなかったのは椥なぎ辻つじのときと同じだ。


　どの表情かおにも不安と苛いら立だちが色いろ濃こく浮うかんでいる。


「訳わけがわかんねぇ。訳がわかんねぇ。訳がわかんねぇ」


　先ほどから鳴滝が同じことを繰くり返している。


　口にこそ出しはしないが、その思いは全員に共通したものだった。


　だが、ぼやいたり愚ぐ痴ちったりしていても何も始まらない。まずはリーダーを決めておかないとな。


　そう考えられる分、香月はまだ自分を失っていないといえる。


　この場にいる者で狗牙絶ちの実戦を積んでいるのは、香月と一乗寺だけ。


　他ほかの者は訓練の一いつ環かんとして狗牙絶ちの場に居い合あわせたことはあっても、自ら狗牙絶ちを為なしたことはない。


　というような情じよう報ほうは一乗寺も把は握あくしていたし、香月も大おお凡よそは伊砂から聞かされていた。


　であれば、年上の一乗寺さんにやってもらうしかない。


　香月がよく通る声で一乗寺に呼びかけた。


「伊砂さんのことはさておいて、こうなると貴男あなたにリーダーを務つとめてもらうしかないな、一乗寺さん」


　例によって白い学生服に身を包んだ一乗寺が顔を上げた。


「俺がか？」


　それから場を見み渡わたした一乗寺は、小さなため息を吐ついた。


「……そうだな」


　いつも自信満々な表情かおと態たい度どを崩くずさない一乗寺だが、さすがの彼もかなり焦しよう燥そうしているように見える。


「で、リーダー、我われ々われはどうする？」


「どうするもこうするも」


　一乗寺は大げさに肩かたを竦すくめてみせた。


「方ほう針しんに変へん更こうはないよ。俺たちは宿老おとな衆しゆうが来るまで此こ処こに籠ろう城じようさ。それしかないだろう、修学院？」


「まぁ……そうですね」


「巫山戯ふざけるな」


　いきなり鳴滝が立ちあがった。


「こんなとこに籠城なんかしてられっかよっ」


「落ちつけ、鳴滝」


「だいたい、不可解おかしいとは思わないのかよ、一乗寺さん」


「……何がだ」


「俺たちに『絶ぜつ対たいに外に出るな』って言ったのは、あの女だぜ。その伊砂が外に出るはずがねえ。椥辻だってそうだ。この状じよう況きようで、夜に独ひとりで外に出るはずねえだろが」


「それは……そうかもしれないが。何が言いたいんだ、鳴滝？」


「建物に、なんか仕し掛かけがあるんじゃねえのか？」


「仕掛け？　どういうことだ、仕掛けとは？」


　横から駿が訊きいた。


「それは例えば……抜ぬけ穴あなとか、そういう類たぐいの？」


「そう、それだよ！」


「まさか」


　一乗寺は一笑に付ふした。


　だが、駿は笑わない。


　あり得ない話じゃないからな。ミステリなんかだと割わりとよくあるトリックだ。それならドアに鍵かぎが掛かっていた理由も、窓まどがすべて閉しまっていた理由も説明できる。だけど……そうなると……。


「他ほかに、いきなり伊砂がいなくなった理由が説明できんのかよ!?　こん中にいりゃぁ安心だなんて思ってると足をすくわれっぞ！」


「そう言うがな、鳴滝。此処は少し前まで営えい業ぎようしていたホテルだぞ。そんな抜け道など、あるはずがなかろう」


「少し前まで営業していた？　それを誰だれか確かく実じつに知っているのか？」


　一同が思わず顔を見合わせた。


　そう言われれば。


　駿は記き憶おくを浚さらっていく。


　少し前に営業を止やめた元ホテルを借り切ったって、そう言っていたのは伊砂さんだけど、その言葉を裏うら付づけるものは確たしかに何もない。遊眞さんですら、合宿場所を知らなかった。つまり、宿老衆の中でもそれを知っていたのは、ごく一部の者だけということだ。ならば、参加者に噓うそを吐ついても……判わからないよな。


　鳴滝が一乗寺に向かって言い放った。


「ひょっとしたら、もっと以前に使われなくなっていて、何か細工する時間があったかもしれないだろ」


「しかし……誰がなんのためにそんなことをする？」


　と一乗寺が応こたえると、すかさず鳴滝が嚙かみつく。


「俺が知るか、そんなことっ」


「いえ、一乗寺さん、可か能のう性せいとしては考こう慮りよに入れておいたほうがいいかもしれませんよ。たとえどれほど小さくても」


　と駿が割わり込こむと、一乗寺が呆あきれた表情かおになった。


「君までそんなことを言うのか」


　逆ぎやくに鳴滝は、意外なところから賛さん同どう者しやが出て我わが意を得たりと首肯うなずいた。


　駿のことなど端はなから無む視ししていた鳴滝だが、少し見直してやってもいいとさえ思った。


「こいつの言うとおりだぜ」


「では、どうする？　抜け道とやらを探さがしてみるか？」


　一乗寺が鳴滝と駿を交こう互ごに睨ねめつける。


「そうですね。余よ裕ゆうがあれば調べてみてもいいんじゃないかと思うんです。抜け道がないのが確かく認にんできれば、それはそれで可能性がひとつ減へることになるんですから」


　一乗寺は、ふん、と小さく鼻を鳴らした。


　鳴滝や駿の指し摘てきをまともに受け取っていないのは明白だ。


「そうだな。明日……というか、もう今日だが、起きたときに余力があるなら、見回りのついでに探してもいいかもしれないが」


「けっ、悠ゆう長ちようなこった」


　鳴滝が不ふ貞て腐くされた表情かおでそっぽを向いた。


「駿」


　と香月が呼よんだ。


「いま可能性がひとつ減ると言ったが、君は他ほかにどんな可能性を思い描えがいているんだ？」


「そうだね。抜け道を否ひ定ていしないなら……隠かくし部屋だってあり得る」


「な!?」


　香月だけでなく、全員が驚おどろきの表情かおを駿に向ける。


「少なくとも抜け道を作るよりは簡かん単たんだよ。何ど処こかにひとつ、小さな地下室でも作っておいて、入り口を隠すだけでいいんだから」


　一乗寺が喘あえぐように言った。


「そんなことをしてなんになる？」


「ですから、誰がなんのためにというのは判りません。ただ可能性を考えただけです」


「「葛城さん」」


　今度は兄妹きようだいが呼んだ。


「「地下室に誰がいるの？」」


「例えば……狗牙が潜ひそんでいるとか」


「それは無理だ、駿」


　と香月が断だん言げんする。


「我われ々われは狗牙の存そん在ざいを察知できるんだ。少なくとも、この棟とう内ないにいれば地下室に潜んでいても判る。地下十数メートルもの深さにいるなら話は別だけど、いくらなんでも、そんな深い地下室は作れないだろう？」


「そう……か。そうだね」


「他ほかには？」


「他にはって、香月？」


「だから、他の可能性だよ」


　他の可能性、か。例えば、この中に裏うら切ぎり者がいるとか。


　だが、駿はそれを口にはしなかった。


　ただでさえ、みな不安に苛さいなまれているのだ。


　不安をさらに煽あおるようなことをしてもメリットはない。


　駿は力なく首を横に振ふった。


「今のところ、それ以上はないな」


「そうか」


　と首肯うなずいた香月だが、駿の言葉を信じたのかどうかは判らない。


「まぁ、とにかくだ」


　一乗寺が結けつ論ろんらしきものを口にする。


「考えても判らないことを、これ以上考えていても仕方がない。とにかくあと二日、無事に過すごすことだけを考えるべきだ」


　全員が顔を上げ、一乗寺を見る。


「具体的には、全員でまとまって行動する。寝ねるときも一箇か所しよに集まっていたほうがいいだろうな。此処へ布ふ団とんを運び込もう」


「……それがいいかもしれませんね」


　香月も一乗寺の提てい案あんに賛さん同どうした。
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　食堂を三分ぶん割かつするようにテーブルを並ならべ直し、奥おくのふたつのうちの片かた方ほうを女子領りよう、もう片方を男子領とすることにした。


　そちらが就しゆう寝しんエリアで、食堂の出入り口に近い場所は共用部分だ。


　各自が就寝エリアに寝具を運び込み、適てき当とうに床ゆかに並べて敷しいた。


　棚倉兄妹は一緒に寝ると主しゆ張ちようしたが、男女双そう方ほうから反対の声が上がって却きやつ下かされた。


「もうじき夜が明けるが、とりあえず寝ておかないと体が保もたない。班はんを決めて、交代で見み張はろう。三人一組がいいだろうな」


　という一乗寺の提てい案あんで班分けが実じつ施しされ、結局、棚倉兄妹と一乗寺、上桂に鳴滝と鞍馬、香月と美玖に駿という組合せになった。


　駿は戦力にはならないので、香月の班は実じつ質しつふたりだけだが、そこは香月の実力に期待するということになった。


「最初は俺おれたちの……」


　と一乗寺が言いかけたのを駿が遮さえぎった。


「一乗寺さん、最初、修学院班に行かせてもらえませんか？」


「……それはかまわないが」


　と応こたえた一乗寺が香月を見る。


　香月が駿に視し線せんを走らせると、駿が小さく首肯うなずいた。


「わたしも、そう希望する」


「そうか。では修学院班に頼たのもう。朝、適てき当とうなところで起こしてくれ。棟内を見張るのはともかく、絶ぜつ対たいに外に出るなよ」


「了りよう解かいしている」


　残りの六人が奥おくのエリアでもそもそと布ふ団とんに潜もぐり込むと、香月と美玖、駿が食堂を後にした。


　当然、香月と美玖は狗牙絶ちの劔つるぎを腰こしに差している。


　廊ろう下かに出たところで香月が声を潜ひそめて訊きいた。


「駿、何が狙ねらいだ？」


「狙いってほどのこともないんだけど、見張りついでに、ちょっと探さがしてみない？」


「探す？　何を？」


「抜ぬけ穴あな。あるいは隠かくし部屋」


　香月と美玖が驚おどろいた表情かおになる。


「そんな物が本当にあると思っているのか、君は!?」


「本当にあるかどうか判らないから探すんじゃないか。食堂でも言ったけど、無いことが確かく認にんできれば、それはそれで可か能のう性せいがひとつ減へるわけだし」


　香月が目を細めて駿を見る。


「君は何を考えている、駿？」


「うん……まぁ……ちょっとね。ただ……」


　駿の答えは煮にえ切らなかった。


「もう少し考えがまとまったら香月に相談するよ」


　だが、彼は。


　もし確認できたら。あれが本当にあったら。そうしたら香月に話そう。


　そう決けつ断だんしていた。
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　三人は棟内を歩いて回った。


　とはいえ先ほど伊砂を捜さがして歩いたばかりで、しっかり戸と締じまりがされているのも確認してあるから、あまり神しん経けい質しつになることもない。


　一通り回った後、駿は一階の物置の階下にある、かつてのワイン蔵ぐらと思われる部屋に香月と美玖を誘いざなった。


「ここは伊砂さんを捜しているときに見たろう？」


　と香月は言うが。


「ちょっと気になることがあってさ」


　そう応えると、駿は狭せまくて急な階かい段だんを慎しん重ちように下り、裸はだか電球が照らす薄うす暗ぐらい地下室に降おり立った。


　以前はワインが並ならんでいたであろう木き棚だなに挟はさまれた狭い通路の突つき当たり。


　其そ処こに人ひとり入れそうなほど大きな木の樽たるが置いてあった。


　蓋ふたが無くて中身が空からなのは見て取れる。


　駿は樽を抱かかえるようにして動かしてみた。


　樽は軽々と動いた。


　壁かべ際ぎわから大きな樽を退どかすと、駿は樽のあった場所にしゃがみ込んで手で撫なでるように壁を触さわる。


　ビンゴ！


　樽があった場所の背はい後ごの壁に僅わずかな段だん差さがあった。


　床に置いた懐かい中ちゆう電でん灯とうを持ちあげて壁を照らす。


　顔を近づけて確認すると、壁に切れ目があるのが判わかった。


「香月！」


　駿が押おし殺した声で香月を呼よんだ。


　香月と美玖が慌あわてて駆かけ寄よってきた。


「ほら、これ」


　駿が手にした懐中電灯で壁を照らすと、その光の輪を覗のぞき込こんだ香月が低く呻うめいた。


「それは……」


「隠し扉とびらじゃないかな」


　美玖は尊そん敬けいの眼まな差ざしを駿に向けた。


「凄すごいです。見直しましたです、駿様」


　み、見直されたのか。


「俺に対する、美玖ちゃんの今までの評ひよう価かが気になるところだけど……」


「あ！」


　美玖が、ぺろっと舌したを出した。


　可愛かわいいから許ゆるす。


　香月が疑ぎ念ねんの籠こもった視し線せんを投げかけてきたので、駿は慌てて顔を壁のほうへと向ける。


「向こうがどうなってるかは判らないけど、何かがあるのは間違いないね」


　と言いつつ駿は壁を押してみた。


「びくともしない。ってことは引き戸か？　にしても、スライドさせるための手て掛がかりが何もないな」


　駿は周囲に視線を走らせた。


　棚の最下段に棒ぼうのような物が落ちている。


　……あれか？


「香月、悪い、それを取ってくれないか？」


「ん？　これ？」


　木の棒を拾いあげた香月が、駿に手て渡わたす。


　膝ひざを落とし、もう一度、駿が念入りに壁を調べると、小指の先ほどの丸い穴あなが開いているのが判った。


　駿がそこに棒の先せん端たんを当ててみる。


　先端は見事に穴に嵌はまった。


　またもやビンゴ！


　駿は興こう奮ふんを抑おさえて振ふり返った。


「香月、壁の向こうに何か感じる？」


　香月は目を細め、眼がん光こう紙し背はいに徹てつす如ごとく鋭するどい視線で壁を見つめた。


「いや、特に何も感じないな。狗牙が潜ひそんでいることはなさそうだ」


「じゃあ、開けるよ？」


　駿がゆっくり慎しん重ちように棒に力を加える。


　まずは前方に。


　それから加える力の方向を少し横にずらしていく。


　右は……動かない。左は……。


　壁の一部が微かすかな音を立ててずれた。


「開いた！」


　駿が押し殺した声で叫さけぶと、香月と美玖が身を乗りだして駿の肩かた越ごしに壁を見る。


　人がひとり、ようやく潜くぐり抜ぬけられそうな穴が口を開けていた。


　ただでさえ薄うす暗ぐらい照明は穴の中まで届とどいていないので、奥おくは何も見えなかった。


　駿は懐中電灯で穴の奥を照らした。


「これは……部屋なのかな。それとも通路なのか」


「駿、退どいて」


　進みでた香月が、駿を押し退のけるようにして隠かくし扉の前に立った。


　香月は駿から受け取った懐中電灯の光を暗い穴の奥に向け、覗き込むように中の気配を探さぐる。


「やはり何も感じられない。少なくとも、この奥に狗牙が隠れている可か能のう性せいはなさそうだ。どうやら地下室というより地下通路といった感じだけど、何ど処こへ通じているんだ？」


　香月は立ちあがると振り返り、駿に相対した。


「駿、君は『可能性』と言っていたが、どうしてこんな可能性を考えた？」


　駿は大きく首肯うなずいた。


　もう話してもいいだろう。


　いや、今こそ話すべきときだろう。


　そう思って、駿は静かに話し始める。


「椥なぎ辻つじと伊砂いすかさん、いきなり行ゆく方え不明になっただろう？　だけど、玄げん関かんも窓まども施せ錠じようされていた。ならば玄関や窓以外に出ていく場所があるのでは？　と疑うたがっただけだよ。ただし、伊砂さんの場合は合い鍵かぎを持っているから、玄関を出て、外から鍵を掛かけた可能性は否ひ定ていできないけど。でもさ、抑そもそもこの状じよう況きようで外に出ていく理由がないだろ？　となると、ふたりは自分の意い志しで出ていったのではないかもしれない……」


「どういう意味だ？　というより、君はどんな可能性を考えているんだ!?」


　駿は香月の問いかけに直ちよく接せつは答えず、床ゆかの上に視線を落とした。


　裸はだか電球の頼たよりない明かりを受け、足あし下もとには自分の影かげが伸のびている。


「俺たちがここに来てから、三人がいなくなった。岩洞さんと椥辻、そして伊砂さんだ。その中うち、岩洞さんと椥辻は死体が見つかっている。だけど……それが本当にふたりの死体なのかどうか」
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　香月と美玖が、はっと息を呑のんだ。


「駿、まさか？」


　駿はゆっくりと首肯いて、そして言った。


「岩洞さんの頭部は見つかっていない。椥辻の頭部は損そん傷しようが激しかった。あの遺い体たいが確かく実じつに岩洞さんと椥辻のものなんだろうか。あのふたりは本当に殺されてしまったんだろうか。そこに今回の事じ件けんの鍵があるような気がするんだ」
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「岩がん洞どうさんの頭部は見つかっていない。椥なぎ辻つじの頭部は損傷が激はげしかった。あのふたつの遺体は確実に岩洞さんと椥辻のものだろうか。あのふたりは本当に殺されているんだろうか。そこに今回の事件の鍵かぎがあるような気がするんだ」


　駿しゆんがそう言うと、香か月づきは目を細め、彼を睨ねめつけるような視し線せんを送ってきた。


　もし駿の言うことが正しいのなら。


　岩洞と椥辻の遺体が偽にせ物ものなら。


　何者かが自分たちを欺あざむこうとしていることになるではないか。


　そんなことがあるだろうか。


　香月は考える。


　だが判わからない。


　判はん断だんはつかない。


　しかし。


　こうして秘ひ密みつの通路を見つけた以上、駿がある程てい度どまで真相に迫せまっていると、そう考えてもいいのかもしれない。


　香月は声を絞しぼりだすように言った。


「まさか……宿老おとな衆しゆうの中に裏うら切ぎり者がいるとでも言うのか!?」
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　裏切り者。


　そう、それこそが駿の恐おそれていた可か能のう性せいだ。


「以前に『狗く牙が絶だち衆しゆうを殺せるような存そん在ざいは狗牙だけ』って言ったけど、でも、狗牙絶ち衆だって狗牙絶ち衆を殺せるはず。そうだよね」


　美み玖くは目を見開いて大きく息を呑のんだ。


　だが、香月は大きな反はん応のうを見せなかった。


「どうしてそう考えた？　岩洞さんや椥辻を殺したのが狗牙ではなく狗牙絶ち衆の裏切り者だという根こん拠きよは？」


　意外と冷静だな。今までの香月を見てると、俺おれがこんなことを言えば激げつ昂こうするかもって思ったんだけど。香月も密ひそかにその可能性を考えていたのか。


　しかし、香月の立場としてはそんなことは認みとめられない。


　だから敢あえて目を瞑つぶっていたのかもしれない。


　駿はそう思った。


　だけど、まだ先がある。


　ただ単に裏切り者がいるというだけではなく、駿の想そう像ぞうにはその先があるのだ。


　しかし、さすがにそれをこの場で口にするのは躊躇ためらわれる。


　駿は出かかった言葉を呑み込こんで香月の疑ぎ問もんに答えることにした。


「裏切り者がいると考える根拠は幾いくつかあるけど。例えば」


　駿が香月と美玖を交こう互ごに見やると、香月は焦じれたように、美玖は息を呑んだまま、彼を見返してきた。


「この合宿が行われている場所を参加者が誰だれも知らなかったこと。そして、場所を知っている伊砂いすかさんと岩洞さんが姿すがたを消してしまったこと。外界に連れん絡らくの取りようがない場所を選んでいること。まるで参加者を孤こ立りつさせようとしてるみたいじゃないか。さらに」


　駿は背はい後ごの隠かくし通路にちらっと目をやってから香月に視線を戻もどした。


「こんな隠し通路まで用意している。どう考えても不可解おかしいだろ？」


「それは……確たしかに……だが」


　何か言いたそうにした香月だが、結局、何も言わずに駿に対して先を促うながした。


「俺はさ、香月、この合宿が若わか手て狗牙絶ち衆の顔合わせと実戦訓練を目的にしたものではないという可能性は、かなり高いと思うんだ」


「しかし……しかし……」


　駿に対する反はん論ろんがその辺に落ちているのではないかと考えでもしたのか、香月は頻しきりに視線を左右に動かした。


「まぁ、詳くわしい話は後回しにして」


　駿はもう一度、隠し通路を見た。


「これを、どうする？」


　はっとして香月が顔を上げた。


「え？　どうするとは？」


「どこに通じているのか確かめる？　ってこと」


　香月は通路の奥おくに視線を向けたが、直すぐに首を左右に振ふった。


「止やめておこう。通路内には何も感じないが、出口がどこか判らない以上、外で待ち構かまえられている危き険けん性は排はい除じよできない。探さぐるのは、戻って一いち乗じよう寺じさんたちを呼よんできてからにしたほうがいいな」


「了りよう解かい。じゃあ」


　駿は通路の扉とびらを閉しめ、退どかしておいた樽たるをもう一度その前に置いた。


「わざわざ元通りにする必要もないんじゃないのか？」


　と香月は言うが、駿は。


「念のためさ。ここを誰かが使っているのなら、俺たちがこの隠し扉と隠し通路に気づいたことを知られないほうがいいだろ？」


「……そうか。そうだな」


「それと、香月、髪かみの毛を二、三本くれないか？」


「は？　何をする気だ？」


「ここが使われてるのかどうかを確かめようと思ってさ」


「ああ……そういうことか」


　香月は駿の狙ねらいを理解したが、美玖は不思議そうな表情かおだ。


「どういうことです、姉様、駿様？」


「駿は、その辺に髪の毛を張はっておくつもりなんだろう」


　香月が隠し扉に向かって顎あごをしゃくってみせた。


「そういうこと。誰かがここを使ったら間ま違ちがいなく切れるだろ？　暗いから髪の毛の一本、二本なら気づかれる虞おそれはない。後でそれを確かめるんだ。香月の髪の毛は長いから、張っておくのに具合がいい」


「な……なるほど、そういうことでしたか。駿様、どこかの殺し屋みたいですね」


　こ、殺し屋？　なんか、そんな映えい画がとか小説があったか？


　と駿が首を捻ひねると、香月が肩かたをすくめた。


「そこまで恰かつ好こうよくはないな」


「香月……酷ひど」


「まぁ、了解したよ、駿。美玖、わたしの髪を切ってくれ」


　香月は自分の髪の毛を手に取り、持ちあげた。


「はい、姉様」


　香月が数本を選えり分けると、狗牙絶ちの劔つるぎを抜ぬいた美玖が根本に近い部分で切せつ断だんする。


　切られた髪の毛を摘つまんだ香月が、それを駿のほうへ差しだした。


「これでいいか、駿」


「ああ、ありがとう」


　髪の毛を受け取った駿は通路の両側にある棚たなの下部に髪の毛を二本結んだ。


　通路の床ゆかから十センチくらいのところに一本、二十センチくらいのところにもう一本。


「これでよし。誰かがここを通れば確かく実じつに髪の毛は切れるって寸すん法ぽうさ」


「凄すごいです。まるでスパイ映画か何かみたいです、駿様」


　やっぱり映画か？　っていうか、美玖ちゃん、意外とオタなのか？


「うん、そうだね。こんな細さい工くを実じつ際さいにすることがあるとは俺も思わなかったよ」


　細工を終えた駿が立ちあがった。


「じゃあ、戻もどろうか」
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　その後、もう一度、棟とう内ないを見て回った三人は、食堂へは戻らずに、前夜に使った客室に入った。


　他のメンバーが寝ねているので、食堂では話ができないという配はい慮りよからだ。


　まだ他ほかのメンバーに話を聞かれたくないという思いもある。


　布ふ団とんやマットレスを運びだしてしまったのでベッドには腰こしを下ろせない。


　三人は、駿が使ったソファベッドに並ならんで腰を下ろす。


「駿、君には何が判わかっているんだ？」


　駿は真ん中に座すわった香月の横顔に視し線せんを向けて言った。


「判っているというか、判らないことが多いというか。その判らないことを考えていくと、これがただの合宿じゃないんじゃないか……って思えてきたんだ」


「つまり？」


　と香月が先を促うながした。


「まず最初に戻るけど。この合宿の話って随ずい分ぶんと唐とう突とつじゃなかった？　遊あそ眞まさんから話を聞いたとき、香月も驚おどろいていたよね」


「ああ、それは確たしかに」


「話も唐突なら、始まるのも急だったよね」


「そう……だな」


「どうしてそんなに急に集められたんだろう。しかも、全員に場所が知らされないまま」


　腕うで組ぐみをして視線を床に落とした駿は、低く抑おさえた声で話を続ける。


　香月は、そして美玖も、ただ黙だまってそれを聞く。


「伊砂さんに睡すい眠みん薬やくを飲まされて連れてこられたから、俺たちは未いまだに此こ処こが何ど処こかすら知らない。明あきらの話だと、他のメンバーも知らないまま連れてこられてる。遊眞さんでさえ知らなかったみたいだし。伊砂さんと岩洞さんが姿すがたを消した今、此処が北ほつ海かい道どうの何処なのかを知っている者が誰もいない。そして外界に連れん絡らくがつかないから、俺たちはただ此処で待っているだけ。普ふ通つうそんなことがあり得るだろうか」


「うん、我われ々われ狗牙絶ち衆の存そん在ざいが普通かどうかという問題はあるけれど、確かに不可解おかしなことではあるな」


「唐突に起きた合宿話。慌あわただしく集められた若手狗牙絶ち衆。参加者の誰ひとり場所を知らない合宿所。着いて早々、岩洞さんが殺された。いや」


　駿は顔を上げ、首を巡めぐらせた。


　正面から香月の顔を見つめ、そして。


「岩洞さんらしき人の死体が見つかった……ってほうが正確だよね。あれが岩洞さんだと確かく認にんされたわけじゃない」


「君は以前にもそんなことを言っていたけど、しかし……」


　と言う香月を遮さえぎるように駿は手を挙げた。


「うん、判っている。前にも香月には否ひ定ていされたし。でも、よく考えてみて。岩洞さんの遺い体たいには首がなかった。顔の確認はできない。警けい察さつが来て、手足を探しだせば指し紋もんとか採とれるけど、ここには警察なんか来ない。となると、あれが岩洞さんの遺体だと、どうして断だん定ていできるわけ？　香月だって一度しか会ったことがないんでしょ？　他のメンバーだって、そんなものじゃないの？」


「そうだろうな。というより、岩洞さんに会ったことのない者のほうが多いな、きっと。参加者同士だって、ほとんどが初顔合わせみたいだから。わたしだって一乗寺さん以外は初めて会う者ばかりだ」


「だったら、あれが岩洞さんかどうか判らないよね」


「……では君は、あの遺体の体型や服ふく装そうをどう考えるのだ？」


「予あらかじめ偽にせ物ものを用意しておいた、という可か能のう性せいはあるよ？」


「偽物!?」


　香月と美玖が目を見開いて駿を見た。


　駿の指し摘てきに、かなり驚いているらしい。


「わざわざ偽物の遺体を？　どうしてそんな面めん倒どうなことをする!?　というか、誰がそんなことを？」


「たしかに『わざわざ』だけど。でも、こんな秘ひ密みつの通路があるような建物を用意しているんだよ。あるいは、今回の合宿のために、わざわざ通路を掘ほったのかもしれない。それほどの手間をかける覚かく悟ごがあれば、遺体のひとつやふたつ、どうにかなるんじゃないかな。誰が、というのはよく判らないけど」


　香月は何か言いたそうに口を動かしかけたが、結局、何も言わずに駿の言葉を反はん芻すうした。


　確かにこの建物は普通ではない。此処が少し前まで営えい業ぎようをしていたプチホテルだとして、あの抜ぬけ道は営業しているときから存在していたのか？　いや、その可能性は限かぎりなく低いと思える。営業を止やめた後に誰かが何かの目的で掘ったのではないだろうか。では誰がなんの目的で、そんな手て間ま暇ひまのかかることをしたかというと……それはさっぱり判わからない。判らないが、駿の言うように、そこまで手間暇をかけるのならば、岩洞さんの遺体の偽物を用意するくらいのことはできる……のかもしれない。


　沈ちん思し黙もつ考こうしていた香月が顔を上げた。


「可能性としては認みとめよう。けれど、駿、岩洞さんが殺やられたと言ったのは伊砂さんだ。あの女ひとが偽物の遺体に気づかないなんてことがあるだろうか」


「本当にないのかな？」


「それはないだろうと思う。わたしのように過か去こに一度会っただけというのならともかく、あのふたりはずっと組んで仕事をしてきたんだから、間ま違ちがえるはずがない」


「伊砂さんが間違える可能性がないのなら」


　そこで言葉を切った駿は、昏くらい目を香月に向けてきた。


「伊砂さんが噓うそを吐ついたんだと思う」


「な……」


　香月と美玖が言葉を失った。


「伊砂さんと岩洞さんが俺おれたちを騙だましていた……そう考えると、いろいろと辻つじ褄つまが合ってくると思うよ。例えば」


　そこで言葉を切り、少しばかり視し線せんを宙ちゆうに彷徨さまよわせた駿だが、やがて視線を戻もどして言葉を継ついだ。


「俺たちにも他のメンバーにも此こ処こが何ど処こかを知らせないまま連れてきたこととか、車のタイヤがパンクさせられ、エンジンも壊こわされたこととか、椥辻が誰にも気づかれないままいなくなったこととか」


「い……いや」


　香月が声を絞しぼりだすように言った。


「車のタイヤやエンジンは……わたしたちが此処から移い動どうできないようにするという意味は判わかるけど、椥辻のことがどう関係してくるんだ？」


「どうっていうか」


　駿は小さく肩かたをすくめた。


「伊砂さんか岩洞さんに呼よびだされたんじゃないかな？　呼びだされたというか、外に連れだされたというか」


「なぁっっ!?」


　香月と美玖が大きく仰のけ反ぞった。


「ふたりに、あるいはふたりのうちのどちらかに呼ばれればついていくのでは？　だって、このプロジェクトの責せき任にん者しやなんだから」


「いや、し……しかし……」


　何か反はん論ろんしようとする香月だが上手うまく言葉は出てこなかった。


「もっとも、椥辻のあれも……」


　駿は椥辻の遺い体たいの惨さん状じようを思いだしたのか、小さく身み震ぶるいした。


「本人かどうかは判らないんだけど」


「い……伊砂さんと岩洞さんが、何故なぜそんなことをする？」


　ようやくのことで声を絞りだした香月に対して、駿はあっさりと応こたえた。


「それは俺には判らないよ」


「なんだとっ、君はっっ！」


　駿の応え方が香月の癇かんに障さわったのか、彼女は腰こしを浮うかせ、隣となりに座すわっている駿を上から睨にらみつけた。


「伊砂さんは、どうして我われ々われに噓を吐いた!?　どうしてこんな抜け穴あながある場所に我々を集めた!?　どうして偽物の遺体まで用意して岩洞さんを死んだことにする!?　椥辻を呼びだした？　呼びだして殺したのか？　どうしてそんなことをするっ!?」


「落ちつきなよ、香月」


「落ちつけだと!?　これが落ちついていられるか！」


　興こう奮ふんしているというべきか、取り乱みだしているというべきか、香月は感かん情じようの高ぶりを隠かくそうともしない。


　それは、いつも沈着冷静で怜れい悧りな修しゆう学がく院いん香月には似に合あわない姿だが、しかし。


　駿は思いだす。


　こいつ、意外と感情をそのまま爆ばく発はつさせるようなところがあるんだよな。俺があいつの刀、玉たま響ゆらを呑のみ込こんでしまったときなんか、泣き喚わめいてたもんな。


　ふだんは沈着冷静で落ちついていても、何かの拍ひよう子しに臨りん界かい点てんを超こえると抑おさえが利きかなくなる。


　香月には確たしかにそんな傾けい向こうがあった。


　今も香月は、憤ふん然ぜんとした表情で駿に向かってまくし立てている。


　そんな相手に落ちつけ、冷静になれと言ったとしても、そう簡かん単たんに落ちつけるものではないだろうし、ますます怒おこらせるだけかもしれない。


　さて困こまった。どうしよう。


　駿が思案していると、意外なところから援えん軍ぐんが現あらわれた。


「姉様、駿様のいうとおりです。少し落ちつきましょう」


「美玖……」


　香月が意外そうな表情かおで右隣の美玖を見下ろす。


　一方、美玖はソファベッドに腰かけたまま、強い意い志しの籠こもった目つきで姉弟で子しを見上げている。


「駿様の言うことが正しいのかどうか、論ろん理り的に検けん討とうするべきだと思うです、姉様」


「あ……いや……」


「駿様の言ったことが間ま違ちがいだと論理的に証しよう明めいできれば、姉様が駿様を非ひ難なんしようが詰なじろうが殴なぐろうが蹴けろうが斬きろうが、わたしは止とめませんです」


「そうか……そうだな」


　取りあえず香月は、振ふりあげた拳こぶしを下ろす気になったらしい。


　一方、駿は情なさけない表情かおになって、いやいや美玖ちゃん、お願いだから殴る蹴る斬るのは止めて！　と心の中で哀あい願がんした。
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　小さく咳せき払ばらいをした香月は、


「すまなかった、駿」


　と言ってソファベッドに腰を下ろす。


「俺はそんなに気にしていないから、香月も気にしなくていいよ」


「駿、君は」


　香月は感心した表情かおで呟つぶやくように言った。


「いつも思うんだが、善いい奴やつだな」


「そ、そうかな。でも、それを言うなら香月こそ」


「え？　わ、わたしが……か？」


「そうそう」


　なんとなくふたりが見つめ合っていると。


「あのう、姉様、駿様、ラブラブモードを全開にするのは此こ処こから戻もどってからにしていただけませんか？」


「いっいやべつにっ、そんなモードを全開にはしていないよ、美玖」


「そうですか？　なんだか今、強きよう烈れつなラブ臭しゆうが立ち込めたような気がしたです」


　ラブ臭って、どんな臭においだそれ!?


　内心で思わず突つっ込んでしまう駿である。


　っていうか、美玖ちゃん、何ど処こでそんな言葉を仕入れるんだ？


「いや、それよりも。検討。検討をしよう、駿」


「あ……あ、そうだな。検討だよな。やっぱり論理的かつ緻ち密みつな検討こそ一番大事なことだよ、香月」


　香月は、うんうんと首肯うなずいた。


　そんなふたりを、美玖は笑いを嚙かみ殺して見ている。


　姉様も駿様もちょっと可愛かわいいのです。


　そして三人が再ふたたび検討に入ろうとしたそのとき。


「修学院！　修学院、いるのか!?」


　廊ろう下かで一乗寺の声が聞こえてきた。


　三人が顔を見合わせる。


「修学院、どこだ!?」


　一乗寺の声には緊きん張ちよう感が感じられた。


「まさか、また何か!?」


　弾はじかれたように立ちあがった香月は、足早にドアまで歩み寄より、ドアノブに手をかけた。


　少しドアを開けた香月がそっと廊下を覗のぞく。


　一乗寺が此方こちらに歩いてくるのを確かく認にんした彼女は、さらにドアを開けて隙すき間まから擦すり抜ぬけるように外に出た。


　美玖と駿も、ドアの此方側に立って外の様子を窺うかがう。


「どうした、一乗寺さん？」


「そこにいたのか、修学院。どうして部屋に？」


「ああ、いや、ちょっと話をしていたんだ。食堂で話をすると、みんなを起こしてしまうと思って」


「そうか」


「それより、何かあったのか？」


「鳴なる滝たきの姿が見えない」


「なんだって!?」
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　全員で建物内を探さがして歩いた。


　全員といっても、今いるのは駿と香月、美玖、明と、一乗寺に上かみ桂かつらと棚たな倉くら兄妹きようだいの八人だから、最初に比くらべれば随ずい分ぶんと人数が減へってしまったような気がする。


　実じつ際さいに減ったのは岩洞、椥辻、伊砂、そして鳴滝の四人だけなんだけど、ひとりいなくなるだけでも、なんというか、精せい神しん的に響ひびくよなぁ。それにしても鳴滝の奴やつ、こんな状じよう況きように陥おちいってるのに何ど処こへ行ったんだ？　今のこの状況をいちばん危き惧ぐし腹はらを立てていたのがあいつだったのに。


　駿には鳴滝の行動が理り解かいできなかった。


　結局、伊砂のときと同様、鳴滝が建物から出ていったことを窺わせる痕こん跡せきは見当たらなかった。


　もちろん誰だれかが外から侵しん入にゆうしてきたような痕跡も。


「建物の鍵かぎは一乗寺さんが持っているのだな？」


　と香月が確たしかめると、一乗寺は暗い表情かおで首肯いた。


「俺が持っている。鳴滝が玄げん関かんから出ていったなら鍵を掛かけられないはずだ。しかし玄関は施せ錠じようされたままだった」


「開いている窓まどもない。それ以前に、わたしたち三人が先ほどまで中を見回っていたんだ。彼が何処かから出ていこうとしたなら気づくと思う」


　と香月が応こたえる。


　あ、まさか……。


　駿はひとつの可か能のう性せいに思い至いたった。


「いや、香月、彼処あそこが！」


「え？……あ!?」


「そう。彼処なら、俺たちにも誰にも気づかれずに出ていける」


「いや、しかし……」


「可能性はあるよ。だって、最初に抜ぬけ穴あなの存そん在ざいに言げん及きゆうしたのは鳴滝なんだから」


　彼が抜け穴の存在に気づいたとすれば、出口を突つき止めてやろうと逸はやり立った可能性は否ひ定ていできない。


「……そうか。そうだったな」


　駿と香月の会話に置いてけぼりになっている一乗寺、上桂、鞍くら馬ま、棚倉兄妹が、不思議そうな、あるいは苛いらついた表情でふたりを見つめている。


「おい修学院、なんのことだ!?」


「元ワイン蔵ぐらと思われる地下室に抜け穴があるんだ。先ほど駿が見つけた」


「なんだとっ!?」


　一乗寺が目を剝むいた。


　一乗寺だけではない。


　いつもはその巨きよ体たいに似に合あわぬおっとりとした雰ふん囲い気きの上桂までが、その巨体に似合わぬほど身軽な様子でその場で跳とびあがった。


　明も呆ぼう然ぜんとした表情かおで駿と香月を見やっているが、棚倉兄妹だけはなんとなく嬉うれしそうだった。


「暁あき壬み、なんだか館やかたものの本ほん格かくミステリみたいになってきたよ？」


「あら、本格ミステリに抜け穴は反則じゃない？」


「いやいや、中なか村むら青せい司じの建てた館なら、あって当然だよ」


「あはは。本当に此こ処こが中村青司の設せつ計けいだったら凄すごいのにね」


　などと言って面おも白しろがっている。


　やっぱり変な奴らだ、あのふたり。


　そう思ってしまう駿だった。


「あ、いや、そうじゃなくて」


　駿は思考を切り替かえて一乗寺に向き直る。


「あの隠かくし扉とびらと隠し通路に鳴滝が気づいた可能性はあるかと。もしそうなら……俺たちに気づかれることなく建物から出ていけます」


「その通路、何処に通じているのだ!?」


　一乗寺が嚙かみつきそうな勢いきおいで訊きいてきたので、駿は思わず後ろに下がってしまう。


「いえ、それは……」


「わたしたちだけでは危き険けんだと思ったので、確かく認にんしていない。朝になって皆みなが起きたら、全員で確認しようと思っていたんだ」


　と香月が横から助け船を出してくれたので、一乗寺も引き下がった。


「そう……だな。それが賢けん明めいな判はん断だんだ。しかし、鳴滝が其そ処こを使ったのであれば、そうも言っていられない」


　一乗寺は深しん刻こくな表情かおで香月に言った。


「案内してくれ」
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　隠し扉は開け放されたままだった。


　一ひと目めで誰かが其処を通ったことが判わかる。


　それでも念のため、扉の前に跪ひざまずいた駿は持ってきた懐かい中ちゆう電でん灯とうで照らし、張はっておいた髪かみの毛を確認する。


「……彼は何をしている？」


　駿の背はい後ごで一乗寺が香月に訊きいた。


「彼処に髪の毛を張ってあったんだ」


「髪の毛？」


「うん。誰かが此処を通れば判るようにね。で、どうだ、駿？」


「見事に切れてる。まぁ、扉が開いてる時点で鳴滝がここを通ったのは確実なんだけど。せっかく髪の毛を張ったのに、意味なくなっちゃったよ」


　ぶつぶつと文もん句くを言いながら駿が立ちあがった。


「でもさ」


　明が遠えん慮りよがちに口を挟はさんできた。


「此処を見つけたとしても、どうしてひとりで中に入るような危険な真似まねをしたのかな。だって、もし入った先に狗牙がいたら……」


「あいつは向こう見ずで突つっ走り易やすい面があるから、此処を見つけて舞まいあがり、興こう奮ふんしてそのまま中に入っていってしまったんじゃないのか」


　と一乗寺が吐はき捨すてるように応えた。


「いえ、それだけじゃないのかもしれません、一乗寺さん」


「……どういうことだ、葛かつら城ぎ君？」


「彼は、この先に狗牙のいる危険性せいはほとんどないと思ったのかも。それか、狗牙の存そん在ざいを感知できる自分の能のう力りよくを過か信しんしたのかもしれませんけど」


「意味が……よく判らんが？」


「ええと、まぁ、俺おれにもまだよく判りません」


　一乗寺と上桂が顔を見合わせたが、直すぐにふたりは肩かたをすくめ首を左右に振った。


「それより、どうする、一乗寺さん？　後を追うか？」


　と香月が訊いた。


「うむ。できれば夜が明けてからにしたかったところだが、そうも言っていられないな。全員揃そろっていれば、何かあっても対たい処しよはできるだろう。どうだ？」


　一乗寺はその場にいる者全員の顔を見み渡わたした。


　誰からも反対の声は上がらない。


「では、行くか。先頭には俺が立つ。殿しんがりは……修学院、頼たのめるか？」


「了りよう解かいした」


「あ、ちょっと待って」


　隠し扉を潜くぐろうと屈かがんだ一乗寺を、上桂が止とめた。


「どうした？」


「いや、念のために」


　彼は巨きよ体たいを折り曲げ、手にしていた蠟ろう燭そくを通路の中へ差しだすようにした。


「なんの真似まねだ？」


「ちゃんと蠟燭の炎ほのおが揺ゆれている」


　確たしかに小さな燭しよく台だいの上に立っている蠟燭の先せん端たんで橙だいだい色いろの炎が微かすかに揺らめいている。


「つまり空気が流れてるわけで、通路の先は行き止まりじゃないってことですね」


　と駿が言うと、上桂は、


「そういうことだね」


　と応こたえて、のっそりと立ちあがった。


「今度は忍にん者じやモノみたいだね、暁壬」


「『風ふう魔まの小こ太た郎ろう』？」


「僕ぼくは、どちらかというと『伊い賀がの影かげ丸まる』のほうが好みだなぁ」


　やっぱ、このふたり変だ。というか、漫まん画がを挙げる前に、山やま田だ風ふう太た郎ろうを挙げようよ。


　思わず内心で突っ込こんでしまう駿だった。


　一乗寺が咳せき払ばらいをした。


「とにかく。行くぞ。棚倉兄妹はもう少し緊きん張ちよう感を出せ」


「え～～、もう緊張感でビンビンなのに～～」


　兄が不服そうな顔でそう言うと、妹がくすくすと笑った。


「雅まさ美みったら、ビンビンだなんて、いやらし～～よ～～」


　決定的に変だ、このふたり。


　一乗寺は兄妹きようだいの説得を諦あきらめたらしく、無言で腰こしを屈めて隠かくし通路の入り口を潜くぐり、数すう段だんある階段を下りて通路の中に立った。


　上桂、鞍馬、棚倉兄妹が続く。


　全員が狗牙絶ちの武ぶ器きを持っているので、狭せまい入り口を潜るのが大変そうだった。


「美玖、先に」


「はい、姉様」


「駿、君はわたしの前を歩け」


「うん、了解」


　駿は懐かい中ちゆう電でん灯とうで足あし下もとを照らしながら入り口を潜り、小さな階段を下くだって通路に立った。


　通路は駿の頭がかろうじてぶつからない程てい度どの高さしかない。


　背の高い一乗寺は腰を屈めて歩かなくてはならないから大変だ。


　真っ暗な通路の先で懐中電灯と蠟燭の明かりが揺れている。


　それを目標に美玖と駿、香月も通路を歩いていった。


　駿が懐中電灯で先を照らし、その明かりを頼たよりに三人は歩いている。


　香月は時々、背はい後ごに注意を向けたが、特に何も感じられない。


　そうしてどのくらい歩いただろうか。


　暗くら闇やみは人の方向感覚を麻ま痺ひさせるというが、もしかすると時間や距離の感覚まで麻痺させるのかもしれない。


　駿は既すでに一時間近くも歩いているような気になった。


　だが、実じつ際さいには、ほんの一分かそこらだったろう。


　やがて前方から、


「出口だ！」


　という一乗寺の声が聞こえてきた。


　美玖、駿、香月も早足になって先を急ぐ。


　直ぐに通路の先に集つどっている先行組に追いついた。


　またも短くて急な階段があって、その頭上に引き戸があった。


　取っ手が付いているから戸だと判わかる。


　階段の最上段で、一乗寺が引き戸に顔をくっつけるようにして向こう側の気配を探さぐっている。


「特に何も感じられないな」


　一乗寺はゆっくりと取っ手に手をかけ、それから静かに引き戸を引いた。


　彼は目だけを出して外の様子を確かく認にんする。


「ここは……室内だ」


　跳とびあがるようにして一乗寺が外に出た。


　続けて上桂、鞍馬、棚倉兄妹、美玖の順で階段を登っていく。


　階段が急なので、駿が顔を上げると、どうしたって前を登っている美玖を下から見上げる恰かつ好こうになる。


　美玖はスカートではなく袴はかまを穿はいているが、それは女袴と呼よばれるタイプで、普ふ通つうの袴のように左右ふたつに分かれていないのだ。


　つまり、実じつ質しつ的には長めのスカートのような物であって。


　それを下から覗のぞき込めば。
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　あ！　美玖ちゃん危あぶない、見えちゃうよ！　っていうか、もういっそ見えてしまえっていうか。


　駿が差しだす懐中電灯の明かりが階段より少し上、美玖の足の辺りを照らしている。


　すると。


　駿の後ろから階段を登っていた香月が、腰に差した刀――弱なゆ竹たけの柄つか頭がしらで、ごすごすと、駿の脇わき腹ばらを突つっついた。


「駿、君は何を見ているのかな？」


「い……いや……もちろん当然言うまでもなく何も見ていないよ？　本当だよ？」


　慌あわてて懐中電灯の角度を下げた駿が額ひたいに脂あぶら汗あせを浮うかべてそう応こたえると、香月は、ふん、と鼻を鳴らした。


「まぁいい。ほら、早く出て」


「あ……ああ」


　危ない、危ない。っていうか、香月の奴やつ、俺が美玖ちゃんを見てるとき、やけに視し線せんが険けわしいんだけど。


　気をつけようと思う駿である。


　しかし、どうせなら、なぜ香月の視線が険しいのかをもう少し考えるべきだろう。


　駿が階段を上がり、最後に香月が抜けでてきた。


　周囲を見み渡わたしていた一乗寺が呟つぶやいた。


「此こ処こは……物置のようだが」


　椅い子すを始めとして壊こわれた備び品ひん、なんだかよく判らないがらくたが乱らん雑ざつに置かれていて、隅すみのほうには青くて大きなポリバケツも数個こ、並ならんでいる。


「あれじゃないの？　森の中を探たん索さくしたときに見かけた、建物の裏うら手てにある焼しよう却きやく炉ろの隣となりの小屋」


　と明が言うと、上桂が首肯うなずいた。


「ああ、そういえばそんな物があったね」


「そうか。焼却炉か。確たしかに距きよ離り的にはそんなものだったな」


　さすがに一乗寺さんだ、暗闇の中を歩いていても、俺みたいに距離感を狂くるわされたりはしてないんだな。


　と駿は感心したのだが。


　その場の全員が、あっさりと首肯いた。


　あれ？　狂わされてたの、俺だけ？　まぁ……そうか。


　がっくりと駿は肩かたを落とした。


「場所が判っているならそれほど気にすることもないな。外にもおかしな気配はないし」


　一乗寺は扉とびらの取っ手に手をかけて押おし下げると、静かに扉を向こう側に押した。


　扉は抵てい抗こうもなく開いた。
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　外はまだ暗かった。


　手にした懐かい中ちゆう電でん灯とうを一乗寺が左右に振ふった。


　小さな光こう芒ぼうが闇やみの中を走り、少し離はなれた場所に建っている小ぶりな施し設せつが光の輪の中に浮かびあがった。


「やはり焼却炉だな」


　ホテルが営えい業ぎようしていたときに、生ゴミとか、ちょっとした可か燃ねん性せい廃はい棄き物ぶつなどを此こ処こで燃もやしていたに違ちがいない。


　町からは遠い上、ゴミの収しゆう集しゆうが毎日あるはずもないから、燃やせる物は自分のところで燃やしてしまうというのが、ホテルの基き本ほん方ほう針しんだったのだろう。


「で、俺たちが出てきた小屋は、ゴミや不要品を置いておくための物置ってことか。鳴滝が此処へ出たのは間ま違ちがいないと思うが、此処から奴やつは何ど処こへ行ったんだ？」


　一乗寺や上桂、香月など、明かりを持っている者が、何か痕こん跡せきはないかと、いま出てきた小屋の周囲を調べて回っている。


　一方、棚倉兄妹きようだいと鞍馬、美玖と駿は、その場に立ったまま見るともなしに周囲を眺ながめていた。


　しかし、夜明け前で辺りは闇やみに包まれているから遠方の様子は窺うかがえない。


　もっとも、直すぐ其処から森が始まっているはずで、たとえ明るかったとしても見通しは利きかないだろうが。


　と、そこで駿は、ひとつ、不可解おかしなことに気がついた。


　焼却炉は、手前側に面している蓋ふたを開けて、そこからゴミを放ほうり込む形式らしい。


　裏手に点火装そう置ちがあって、火を点つけるようになっているのだろう。


　雨が降ふったときに備そなえてトタン屋根で覆おおわれている。


　重油か何かで燃やすのかな。いったん火が燃え移うつれば後は勝手に燃えてくれるんだろうけど。いや、それはいいとして……どうして……。


「ねえ、香月」


　駿が押し殺した声で呼よんだ。


　足を止めた香月は、懐中電灯を向けて寄よってきた。


「どうした、駿？」


「……ここの焼却炉は使ってなかったんだよね」


　近づいてきた香月が応こたえる。


「少なくともわたしは使っていない。伊砂さんには『出たゴミはゴミ袋ぶくろにまとめておけばいい』と言われているし」


　一乗寺や上桂も足を止め、駿の下もとへと集まってきた。


「何かあったのか？」


　と一乗寺が訊いてきた。


　棚倉兄妹や鞍馬も駿を見ている。


「……使われていない焼却炉の蓋が、どうして閉しまっていないんでしょう」


「なに？」


　一乗寺が振ふり返り、懐中電灯の明かりを焼却炉に向けた。


「蓋が少し……ずれているように見えませんか？」


　距きよ離りがあるのではっきりとは判わからないが、そう言われると確たしかに少し……。


　全員がその場で固まった。


　誰だれも何も言わない。


　身動きする者さえいない。


　空間と時間が凍こおりついたようだ。





　　　　７




「こちらでございます」


　案内してきたホテルのボーイが扉とびらの差し込こみ口にカードキーを差し入れる。


　かちり、と微かすかな音がして扉が開かい錠じようされた。


「ああ、ご苦労さん」


　ボーイが扉を開けると、舘かん山ざん寺じ遊あそ眞まは長い収しゆう納のうケースを肩かたに担かついだまま、悠ゆう然ぜんと室内に足を踏ふみ入れる。


　例によってゴスロリふうの上下だが、いつものミニスカートより丈たけは長めだった。


　部屋は広々としていて窓まども大きく、カーテンはすべて開け放たれていて、室内はとても明るかった。


　大きな窓の向こうに目をやれば、青空の下した、郊こう外がいにある山の緑の稜りよう線せんが遠望できる。


　あれは藻も岩いわ山やまだろうか。


　手前に目を転じれば、眼がん下かに広がる札さつ幌ぽろの街まち並なみを見下ろせた。


　部屋に入って左手奥おくに縦たて長ながの大きなテーブルが置かれており、テーブルの左右に洒落しやれたデザインの椅い子すが四脚きやくずつ並ならんでいる。


　つまり、それほど大きなテーブルだということだ。


　ホテルの部屋とも思えない作りと備び品ひんである。


　中央には豪ごう華かなソファセットが鎮ちん座ざしていて、右手奥には隣となりのベッドルームに通じる扉がある。


　さすがにスイートルームというだけのことはあった。


　ちなみに「スイート」とは「甘あまい」という意味ではなく「一ひと揃そろいの」という意味なのは言うまでもない。


　スイートルームとは、ベッドルームプラス居い間まがある高級・高こう価かな部屋という意味だ。


　その部屋には縦長の大テーブル以外にも執しつ務む机づくえまで置いてある。


　そして。


　ひとりの男が、その執務机の向こうの椅子に腰こしを下ろしていた。


「なんでぇ、まだ貴男あんたしか来てないのかよ」


「いや」


　男は机の上に広げた雑ざつ誌しから目を上げずに応こたえた。


「他ほかには来ないよ」


　当然ながら、男は狗牙絶ち衆の宿老おとな――幹かん部ぶの一員で名を神かみ木き森もり守かみという。


　年の頃ころは三十代後半……といったところだろうか。


　いかにも高級そうな布ぬの地じを使った仕立てのよい三つ揃ぞろいのスーツを着込んでいる。


　前まえ髪がみが額ひたいにかかっていて目め許もとがよく見えない。


　瘦やせて背せが高く、妙みようにひょろ長い印象だ。


　もっとも、今は椅子に腰かけているのでそれほどでもない。


「どういう……意味だ？」


「どういう意味って、今日ここに来るのは貴女あんただけって意味だよ、舘山寺」


「はぁ？　意味が判んねえんだけど、神木ちゃん」


　男のほうへと足を踏ふみだそうとした遊眞が、次の瞬しゆん間かん、横っ飛びに飛んだ。


　飛んで床ゆかを転がった。


　凄すさまじい速さと凄まじい威い力りよくで、何かが彼女の立っていた空間を薙なぎ払はらっていった。


「てめぇ」


　身を起こした遊眞が案内してきたボーイに向き直る。


　既すでにボーイの身体からだは大きく変化していた。


　腕うでや脚あしが一回りも二回りも太く固くなっていて、制せい服ふくのあちこちが破やぶれたり裂さけたりしている。


　破れ目からは、空気でも注入したように膨ふくれあがった毛深い手足が覗のぞいていた。


　両手の指の爪つめも長く鋭するどく伸のびている。


　たった今、遊眞目がけて振ふられたのはあの太い腕と鋭い爪だ。


　あとコンマ何秒か遅おそければ、遊眞は刃は物もののような鋭い爪で切り裂かれていた。


　あるいは丸太のような腕で殴なぐり飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられていた。


　いずれにしても致ち命めい傷しようは間ま違ちがいないところだ。


　ボーイは狗牙だった。


　いや、狗牙がボーイに化けていたのか。


　どちらにしても遊眞の目の前に狗牙が現あらわれた。


　それも遊眞の命を狙ねらって。


「舐なめやがって」


　ぺっと唾つばを吐はいた遊眞が床に放ほうりだした収納ケースに手を伸ばそうとした瞬間、狗牙が躍おどりかかった。


「ば～～か」


　遊眞の動きはフェイントだ。


　彼女の動きに釣つられた狗牙が空中に飛んだ瞬間に遊眞は己おのれのスカートをめくり、生地の裏うら側がわから何かを抜ぬき取った。


　遊眞の右手が小さく鋭く振られ、その何かが宙ちゆうを飛んだ。


　宙を飛んだ幾いくつもの何かが狗牙に命中した。


「がぅあっっ？」


　低い呻うめき声を上げて床に落ちた狗牙は顔面を手で覆おおい、苦く悶もんの声を漏もらす。


　狗牙に刺ささっていたのは竹たけ串ぐしだった。


　尖とがった竹串が何本も、狗牙の頭や顔面、胸むねや脚に深々と刺さっている。


　苦く痛つうに身を捩よじっている狗牙に平然と寄よっていった遊眞は、今度は別の何かをスカートの中から取りだした。


　彼女が手にしたそれは白い色をした薄うすくて細長い物だった。


　形としては柄えのないナイフか何かのようだが……。


　遊眞が手にしたそれを振った。


　目に見えないほど速く。


　一瞬、狗牙の頭部が宙に浮ういて、そして、ぼとりと床に落ちた。


　切せつ断だん面めんから血が噴ふきでることもなかった。


　遊眞が振るった物は、まさにナイフであった。


　セラミックス製せいの特注ナイフ。


　なるほど、これなら身につけていても金きん属ぞく探たん知ち器きにはかからない。


「てめえ如ごときに狗牙絶ちの劔つるぎを抜くまでもねえ」


　頭部をなくした狗牙の左胸に遊眞がナイフを押おし込むと、狗牙の体が弛し緩かんする。


　やがて狗牙の体はぐずぐずと崩くずれていった。


　確たしかに頭と心しん臓ぞうを潰つぶせば狗牙は殺せるが、竹串とナイフでそれをしてしまう者など普ふ通つうはいない。


　さすがに天てん心しん無む明みよう流師し範はんというだけのことはある。


「妙みようだな。此奴こいつからは狗牙の臭においがしなかった」


　そう呟つぶやいた遊眞はゆっくりと顔を上げ。


　そして、机つくえに座すわって未いまだに雑ざつ誌しを読んでいる神木に相対した。


　神木は何い時つの間まにか上着を脱ぬいでいた。
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「っていうか、なんでおまえは其そ処こに座ってんだ？」


「さすがだね、舘山寺。其そ奴いつに襲おそわれたときに隙すきができれば攻こう撃げきしようと、ずっと狙っていたんだけど、襲われたときも殺やるときも此方こちらに対する警けい戒かいを解とかないなんて」


　遊眞の目が極きよく限げんまで細められた。


「おまえか？　おまえが此奴を？」


　その問いかけに応えずに、神木森守は立ちあがった。


　手に得物を持って。


「しかたがないから、僕ぼくが君を殺やることにするよ」


　神木は手にした刀の鞘さやを払はらった。
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　ちょっとだけ夢の話をしよう。


　俺おれが見た夢の話だ。


　夢だから、全体としては不ふ鮮せん明めいで不ふ明めい瞭りようで意味不明で理り解かい不ふ能のうなんだけど、部分的にはとてもリアルで気持ちが悪くて恐おそろしい夢だった……ような気がする。


　俺がこの夢を見たのは、伊砂いすかさんの姿すがたが消えた夜。


　双ふた子ごが俺たちを起こしに来る前のことだ。


　慣なれぬ長旅と此こ処こで起きた恐ろしい事じ件けんによって、俺は疲つかれ果てていた。


　精せい神しん的にも肉体的にも。


　だからあの夜、俺はベッドに横になって間もなく寝ね入いってしまったんだ。
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　誰だれかが立っていた。


　薄うす暗ぐらい通路の奥おくに、ひとり、ぽつねんと立っていた。


　……誰だ、あれは？


　というか、そもそも此処は何ど処こだ？


　俺は目を凝こらす。


　ぼんやりと周りの光景が目に入ってきた。


　真まっ直すぐに伸のびた通路と、通路を挟はさんで左右にある幾いくつかのドア。


　どうやら元ホテルの廊ろう下か……のようだが。


　それにしては暗いな。


　もう消灯したということだろうか。


　いや、事件が起きた後は、夜中でも廊下の照明を消してはいなかったはずだが。


　俺が首を捻ひねりつつ視し線せんを先に向けると。


　見み間ま違ちがいでも勘かん違ちがいでもなく。


　やはり誰かいる。


　その薄暗い廊下の奥に誰かいる。


　こんなところに、いったい誰が？


　俺が不思議そうに不ふ審しんそうに見つめていると、不意に其そ奴いつは動いた。


　滑すべるように此方こちらに向かって寄よってくる。


　滑るようにではなくて、本当に滑っているのではないか？


　だって……足が動いていない！


　其奴は真っ直ぐ立ったままの姿し勢せいで、俺のところへと近寄ってきた。


　相変わらず廊下は暗くて、其奴の顔はよく見えない。


　だが、見たことのある服ふく装そうだった。


　俺は記き憶おくを手た繰ぐり。


　そして思いだした。


「その制せい服ふくは……椥なぎ辻つじ」


　急に相手の顔が明るくなった。


　スポットライトを当てたかのように、相手の顔が、表ひよう情じようが、はっきりと見えた。


「覚えていてくれたのかい。光栄だな」


　いや……おかしい。


　椥辻は殺されたはずだ。


　殺されて、森の樹きに磔はりつけになっていた。


　腹はらを裂さかれ。


　首を斬きられ。


　顔面を抉えぐられ。


　頭部を割わられ。


　死んでいた。


　そうか。


　やはりそうだったのか。


　俺は合が点てんがいった。


　あれは椥辻の死体ではなかったのだ。


　予あらかじめ用意された偽にせ物ものの死体だったのだ。


　では、誰がなんのためにそんなことを？


　俺たちを欺あざむくため？


　どうして椥辻がそんなことをする必要がある？


　俺はその点を椥辻に質ただそうとした。


「やっぱり、死んでなかったんだな、おまえ」


「ん？　椥辻？」


　奴やつは三日月のような細い目で笑った。


「あいつは死んでいるよ」


「は？」


　何を言ってるんだ、此奴こいつは。


　椥辻はおまえだろうが。


　それとも、椥辻は死んだことになっていると、そういう意味なんだろうか。


「僕ぼくが殺したからね」
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　……何かが不可解おかしい。


　よくは判わからないが、何処かが変だ。


　とても小さくて、それなのに耐たえ難がたいほどの違い和わ感に囚とらわれる。


　確かく認にんしたいことが幾いくつも幾つも俺の脳のう裏りに浮うかんでは消えた。


　が、それらは後回しでもいい。


　まずは森にあった、あの椥辻だと思われた死体についてだ。


　あれは誰だったのか。


　あれはなんだったのか。


　誰がやったのか。


　何の意味があったのか。


　それを此奴に。


　椥辻本人に確認しなくては。


　と思った俺は、一歩を踏ふみだそうとして、ぎくりと動きを止めた。


　奴が手に何かを持っているのに気づいたからだ。


　左右の手にひとつずつ、丸い物をぶら下げている。


　ぱっと見、スイカかメロンを鷲わし摑づかみにしているようだ。


　いやいや、まさかそんな物を持っているはずがない。


　俺は目を細め、奴が手に提さげている物を確認しようとした。


　廊ろう下かは前より少し明るくなっていて、椥辻の顔や体は明めい瞭りように見えているのに、奴の腕うでの肘ひじから先だけが暗い。


　暗くて、何を持っているのか、よく見えない。


「ああ、これ？」


　椥辻は俺の視し線せんに気づいたのか、両手を持ちあげた。


　持ちあげて、小さく振ふった。


　奴が手にしていた小さくて丸い物が、俺のほうに飛んできた。


　飛んできて。


　ごとん、と。


　床ゆかに落ちた。


　落ちて。


　ごろん、と。


　床を転がった。


　それは首だった。


　虚うつろな目で俺を見上げる血ち塗まみれのふたつの首。


　ひとつは岩がん洞どう那な原ばるのもので。


　ああ、やっぱり死んでいたんだ。


　岩洞さんは本当に死んでいたんだ。


　無くなっていた首は、椥辻が持っていたのか。


　疑ぎ問もんがひとつ氷ひよう解かいしたことで、俺は少しだけ安心した。


　しかし、そうすると。


　俺は廊下の上に並ならんでいるもうひとつの首に目を転じた。


　それは。


　伊砂斉いつきのものだった。
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　伊砂さんの首。


　切り落とされた首。


　恨うらみがましく俺を見上げている虚ろな目。


　俺に何かを訴うつたえかけるように開いた空くう疎そな口。


　花が開いたように床に広がる髪かみ。


　なんだ、これは。


　どうして伊砂さんが。


　だって、ついさっきまで彼女は。


　俺は、のろのろと顔を上げた。


　上げて、椥辻に視線を据すえる。


「其そ奴いつは美び味みだったよ」


　椥辻は細い目をますます細くして嗚お咽えつするように笑う。


「やっぱり喰くうなら男より女だね」


　椥辻が笑う。


「同じように鍛きたえていても、男ほどは固くならないからね、女の肉は」


　椥辻は笑う。


「腕うでも足も、ぷりぷりと歯ごたえがあって喰い出があった」


　椥辻が笑っている。


「でも、なんといっても美味うまいのは内ない臓ぞうだけどね。あれは堪たまらない。それと、女の場合は乳ち房ぶさがいい。いいよ、あれは」


　椥辻は。


　笑う。


　低い。


　声で。


「そういえば、君も美味おいしそうな女の子を連れていたっけね」


　椥辻が笑う。


　牙きばを剝むくように笑う。


「お……お……おまえ……狗く牙がなのか」


　椥辻は、あっさりと肯こう定ていした。


「そうだよ」


　あまりにもあっさり肯定されたので、俺は続ける言葉を失ってしまった。


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす俺に向かって椥辻が、いや、椥辻の姿すがたをした奴やつが語りかけてきた。


「君は狗牙絶ち衆しゆうじゃないんだったね。面おも白しろい存そん在ざいだ。ひょっとしたら……」


　言いかけた言葉を呑のみ込こんで、そいつは小さく首を振ふる。


「そんなことはないか」


「ど……どうして……ふたりを……」


　椥辻は小さく肩かたをすくめた。


「ふたりを殺したのに大した意味は無い。邪じや魔まになりそうだから殺しただけ。男のほうは手て強ごわい戦力になりそうだったから、真っ先に殺した。女のほうは……」


　椥辻は顔を両手で覆おおった。


　次に奴が手を離はなしたとき、顔の造ぞう形けいが変わっていた。


　椥辻に似にてはいるが、よく見れば別人の顔だった。


　何より目があそこまで細くはない。


「椥辻は北海道に入る前に殺して入れ替かわったんだよ。あの死体はまったくの偽にせ物もの。彼は今回の参加者の誰だれとも会ったことがなかったから、入れ替わっても気づかれる虞おそれは無い。もし誰かが写真を持っていたとしても、僕の造ぞう顔がん術じゆつなら見み破やぶられない……と思っていたんだけどね。伊砂には正体を疑うたがわれたので殺した。造顔術には少し自信があったんだけど、自分にがっかりだ。本当は、彼女はもう少し生かしておくつもりだったのに、疑われては仕方がない、予定を変へん更こうして殺すことにした。この手の予定変更はよくあることさ」


　そうか。


　そういうことだったのか。


　死体は岩洞さんのものだった。


　死体は椥辻の偽物だった。


　にも拘かかわらず、椥辻本人も偽物だった。


　そして、そのことに気づいた伊砂さんが消された！


　いや、待てよ。


　此奴こいつが狗牙であるならば……。


　狗牙絶ち衆は、狗牙の存在を探たん知ちできるんじゃなかったか？


　どうして此奴が狗牙だと誰も気づかなかった？


「どうして。どうして誰もおまえに気づかなかったんだ？」


「ふふ、其そ処ここそ僕が現代いまに生まれた狗牙であるという証あかしさ。新しい狗牙であるという証しさ。僕は狗牙の臭においを持っていない、狗牙の気配を発しない。つまり、本当の意味で人間に紛まぎれ込むことができるんだ。その特とく性せいを活いかして今回は椥辻と入れ替わった」


　なんだって!?


　本当にそんなことが可か能のうなら、狗牙絶ち衆は、戦せん闘とうにおける優ゆう位い性を失ってしまう！


　しかし、だとしても、なぜ此奴は狗牙絶ち衆の前にたった独ひとりで現あらわれた？


「どうして……わざわざそんなことをした？」


「もちろん、此処に集まった狗牙絶ち衆を鏖みなごろしにするためさ。それが約束だからね」


　鏖だって!?


　い、いや、それよりも。


「約束？　誰と？」


「それを君に教える必要はない。どうせ死ぬんだから。君は。君たちは。みんな、ここで死ぬんだから。それにね、僕は思うんだ。狗牙はもっと堂々と生きるべきだと。闇やみに潜ひそんで生きるなんて、そんな遠えん慮りよは要いらない。だって、僕たちはその辺の人間よりも、ずっと強くて優ゆう秀しゆうな生き物なんだからね。強い物が食物連れん鎖さの頂ちよう点てんに立つのは自然界の摂せつ理りだ。君もそう思うだろう？」


　堂々と生きるって、何をする気だ、此奴？


「とりあえず人を襲おそおうと思っているんだ。襲って喰くらおうと思っているんだ。これまでみたいに、こそこそと喰うのではなく、堂々と喰おうと思っているんだ」


「そ……そんなこと……したら……狗く牙が絶だち衆が黙だまっては……」


「狗牙絶ち衆か。連中に僕を止められるかな。新しい狗牙、新しい真しん祖そであるこの僕を。それに……」


　真祖だと名乗った狗牙は、唇くちびるを捲まくるようにして不気味な笑い声を上げた。


「どうせ狗牙絶ち衆は僕が手を出さずとも……くっくくくく」


　しっ真祖!?　此奴、真祖だってぇ!?


「君は少し興きよう味み深い存そん在ざいだったんだけど、君だけを生かしておくわけにもいかないからね。運がなかったと諦あきらめて、おとなしく殺されてくれないか。いや、べつに抵てい抗こうしてもいいんだけど、狗牙絶ち衆じゃない君の抵抗には、なんの意味も無い」


　すっと、其奴が前に出た。


「僕は気高い真祖だからね。その辺の雑魚ざこどもと違ちがって、情なさけというものを知っている。だから、君が苦しまないよう、ひと思いに殺してあげるよ。殺してから、僕ぼくの僕しもべたちに餌えさとして与あたえることにする。本来なら生きたまま喰うところなんだけどね。死んだ後なら、喰われたって痛いたくも痒かゆくも怖こわくもないから、安心だろう？」


　逃にげなきゃ。


　くつくつと笑いながら、そいつはゆっくりと手を挙げる。


「そうそう、心しん臓ぞうだけは新しん鮮せんな奴のほうが美び味みだから、今この場で抜ぬき取って、喰わせてもらおうかな。びくびくと動いている血ち塗まみれの心臓は、なかなか美味おいしいんだよ」


　逃げなきゃ！


　奴の手が俺おれのほうに伸のびてきた。


「大だい丈じよう夫ぶ、心臓を抜かれた瞬しゆん間かんに死ぬから、痛みを感じる暇ひまも無い」


　逃げなきゃいけないのに、でも体が動かない！


　長く鋭するどい爪つめを持った奴の手が、俺の体に迫せまった。
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「駿、避よけろ！」


　背後から聞こえた凜りんとした声は！


　香か月づきっっ！


　俺は咄とつ嗟さに右へ体を倒たおし込んだ。


　倒したというより倒れたといったほうが近いが、とにかく床ゆかの上に転がって避けた。


　右に倒れたのは香月の抜ばつ刀とうの邪じや魔まをしないようにという配はい慮りよだ。


　配慮というより、無む意い識しきのうちに右に倒れていた。


　とりあえず、さんざん遊あそ眞ま師し匠しようにしごかれただけの成果はあったということか。


　俺の体があった空間を香月の刀が薙ないだ。


　きん、と小さな金きん属ぞく音おんがして、奴は右手の爪で香月の初しよ撃げきを受け止めていた。


　香月は驚おどろきもしない。


　即そく座ざに刀を返し、鋭い第二撃を見み舞まった。


　狗牙の右手が肘ひじの先から消えた。


　同時に、狗牙が後ろへ跳とんだ。


　大きく飛んで間合いを取った。


　香月が俺の前に移い動どうしてきた。


「立て、駿」


　俺は急いで身を起こす。


　俺の眼がん前ぜんに立った香月の出で立ちを見て、俺は我わが目を疑うたがった。


　彼女は白とピンクのメイド衣い装しように身を包んでいたのだ。


　しかも、ふわりと広がっているスカート丈たけは極きよく度どに短かった。


　これほど緊きん張ちよう感溢あふれる場面に登場してくるのに、よりによってメイド服か。


　しかも超ちようミニスカだ。


　さすがにそれはないだろうと、俺自身ですら思った。


　だが、この辺りが夢ゆめの夢たる所以ゆえんである。


　矛む盾じゆんしていようが歪ゆがんでいようが、見ている本人には制せい御ぎよ不ふ能のうなのだから仕方がない。


　跳とび退のいた狗牙は、斬きり落とされた右腕を左腕で摑つかんでいた。


「へぇぇ、やるものだね。若わか手ての有望株かぶといっても、今すぐ僕ぼくの脅きよう威いになるような奴やつなどいないと思っていたけれど、君は違うようだ。危き険けんだ。放ほうっておけばとても厄やつ介かいな存そん在ざいになりかねない」


　狗牙は、左手に持った落とされた右肘から先を、右腕の切り口に合わせた。


　その瞬しゆん間かん、香月が疾はしった。


　一気に間合いを詰つめ、刀を斜ななめ下から振ふりあげる。


　狗牙に右腕をつける寸すん暇かを与あたえぬ、速くて鋭するどい攻こう撃げきだった。


　狗牙は逃にげなかった。


　いや、逃げられなかったのだろう。


　香月の刀をかわすこともできない。


　狗牙は斬り落とされた右手を左手で持っているから、香月の斬ざん撃げきを受け止めることなど不ふ可か能のう。


　いわんや反撃も。


　香月の一撃は確かく実じつに狗牙の体を切り裂さいた。


　俺にはそう思えた。


　だが、狗牙は驚くべき反撃をしてきた。


　切り口に当てていた右肘から先を、左手で投げつけたのだ。


　一いつ騎き当とう千せんの香月でさえ、この反撃は予想していなかった。


　かわすこと能あたわず。


　そう判断したのだろう。


　香月は、そのままの勢いきおいで右手を振った。


　刀が一いつ閃せん。


　今度は狗牙の左腕を斬り落とした。


　だが。


「ぐぅあっ」


　低い悲鳴を上げたのは香月のほうだった。


　香月の突とつ進しんが止まった。


「くっっ」


　香月が目を落とす。


　彼女の腹はらに狗牙の右腕が深々と刺ささっていた。


　俺は彼女の斜め後ろに立っているのに、何故なぜか、その光景ははっきりと見えた。


　奴の手には長く鋭い爪つめがあった。


　それが刺さっているということは！


　メイド服に血が滲にじむ。


　香月が片かた膝ひざを落とした。


「香月っっ」


　俺は慌あわてて駆かけ寄よった。


「大だい丈じよう夫ぶか、香月っ」


「退のけ、駿」


　香月は顔を歪ゆがめて立ちあがった。


　服の赤い染しみが少しずつ大きくなっている。


「おい、香月！」


「まだ闘やれる。奴に止とどめを刺す」


「止めを刺す？　できるかな、君に」


　両りよう肘ひじの先を無くした狗牙は、しかし、あまり苦く痛つうを感じている様子はない。


「僕の腕うでは、まだ生きているよ？」


「ぎゃぁあっっ」


　人の声とも思えない不気味な悲鳴が聞こえた。


　香月が上げたのだ。


「うっががががぁあっ」


　香月の足が、体が、がくがくと震ふるえている。


「こっこっこっこのっっっ」


　香月が右腕を振りあげ、切っ先を自分の腹はらに突つき立てた。


「香月ぃいっっ!?」


　いや、違ちがった。


　香月が切っ先で貫つらぬいたのは、自分の腹に刺さっている狗牙の右腕だった。


「ぐぅっがっがががっっぁぁぁああっっ」


　右手で柄つかを、左手で刀身を摑つかんだ香月は、恐おそろしい形相で、じりじりと狗牙の腕を引き抜いていく。


「これは凄すごいな。凄すさまじい精せい神しん力りよくだ。大したものだね、君は」


　などと言いながら、狗牙は落ちている左腕、肘から先の部分に近寄り、膝を曲げ、腰こしを折り、自分の左腕の切り口を押おし当てた。


「がぅあぁああっっ」


　香月がようやく狗牙の右腕を腹から引き抜いたとき、すでに狗牙は左腕をくっつけてしまっていた。


　すでに血の染みは上着だけでなく、スカートにも広がっている。


「かっ香月っ、傷きずの手当てをっ」


　俺の悲痛な叫さけびに香月は非ひ情じような応こたえを寄よ越こした。


「内ない臓ぞうを……やられた。もうわたしは駄だ目めだろう」


「香月っっっっ!?」


「せめて奴やつを……相あい討うちとなっても奴だけは……」


「まさか君のような狗牙絶ちが若わか手ての中にいるとは思わなかった。君を此処で殺せるのは、僕にとって幸運だったかもしれない」


　狗牙が、一歩、二歩と香月に歩み寄ってくる。


　どうする!?


　どうすればいい!?


　香月は深手を負った。


　一いつ刻こくも早く手当てしないと命に係わる。


　しかし、あの狗牙が香月を逃にがしてくれるはずがない。


　俺があの狗牙を止められるはずもない。


　いったい。


　いったいどうすれば……。


　そうだ、他ほかのみんなは!?


　美み玖くちゃんはどうした!?


　明あきらはっっ!?


「なかなか頑がん張ばったよ。でも、君の頑張りも此処までだ。その傷と出血ではもう動けないだろう？　さぁ、喰くってあげようか。くくっ。まずはその左ひだり胸むねを抉えぐり、心臓を引き抜ぬこう。びくびくと動く血ち塗まみれの心臓を躍おどり食いだ。くくくっ、胸に穴あなを開けるついでに、乳ち房ぶさも毟むしり取ろうかな。豊ゆたかな乳房を双ふたつ、毟り取って貪むさぼってあげるよ。いや、心臓よりも先に内臓だな。殺してしまってはつまらないものね。死なないうちに腹を割さいて内臓を引きずりだして喰おう。堪たまらない。堪らないよ。君のように強く美しい狗牙絶ちを喰えるなんて。生きたまま喰えるなんて。僕はほんとうについている。くくっっ」


「かっ、香月っ」


「そっちの彼氏は苦く痛つうを与あたえないように殺すつもりだったけど、君は駄だ目めだ。君のような美しい娘こは、生きたまま嬲なぶりたい。生きたまま喰らいたい。じっくりゆっくり苦痛を与えながら喰い殺したいくくっっ」


　俺は、俺は、俺は。


「心配しなくても、そっちの彼氏も一いつ緒しよに喰ってあげるよ。僕しもべにくれてやるのは止やめだ。君たちふたりは僕ぼくの腹の中で一緒になるんだ。混まざり合って溶とけ合って、ひとつになれるんだよ。くくっくっ、嬉うれしいかい？　嬉しいよね？」


　俺はどうしたらいい、香月っ!?


「しゅ……ん」


「香月っ」


「駿……」


「香月ぃっ」


「駿！」


　俺は其そ処こで目が覚めた。





　　　　６




「か……づき？」


「起きろ、駿」


「どうしたんだ、香月ぃ？」


　俺は寝ね惚ぼけ声を上げた。


「伊砂さんが消えたらしい」


「……なんだってえ!?」


　俺は跳はね起きた。


　あれ、でも。


　伊砂さんは死んで……首だけになって……。


　あ、そういえば。


　目の前の香月の姿すがたに改めて視し線せんを向ける。


　メイド服じゃない。


　俺おれと同様、パジャマ代わりのスウェットだ。


　腹はらにも何も刺ささっていない。


　もちろん、何ど処こにも血は滲にじんでいない。


　かすり傷きずのひとつもなさそうだった。


　……ってことは……夢ゆめ？


　あれは夢だったのか。


　そうだ、夢だったのだ。


　俺は心底、安あん堵どした。


　安心した。


　全身から力が抜けた。


　このまま海月くらげになってしまいそうだ。


「我われ々われも着き替がえて捜そう索さくに参加しよう。ふたりはそこで少し待っていてくれ」


　と香月が言うと、廊ろう下かから棚たな倉くら兄妹きようだいの返事が聞こえた。


「「了りよう解かい」」


　ドアを閉しめると、香月はバスルームを指さした。


「駿は彼方あちら」


「ん……ああ、判わかった」


　俺は着替えを持ってバスルームへと向かい、そこで手早く着替えをする。


　しかし、あれは。


　なんだったんだろう、あの夢は。


　予よ知ち夢む？


　まさかな。


　残念ながら俺にそんな能のう力りよくは無い。


　であれば、ただの夢。


　実じつ際さいには起こりえないただの夢だったのだ。


　それ以外に考えようがない。


　しかし。


　よかった。


　本当によかった。


　香月が無事でよかった。


　俺は泣きそうになるのを我が慢まんして何度も何度も安堵の息を吐はいた。


　リアルで禍まが々まがしい夢を思い出して身み震ぶるいした。





　　　　７




　これが俺の見た夢の話。


　意味があるのか無いのか、何かを暗あん示じしているのかいないのか。


　俺にはさっぱり判らない。


　あの後、俺と香月はどうなったのか、などと考えても意味は無い。


　所しよ詮せんは夢なのだから。


　これは、起こりえなかった夢の話。


　そう、ただの夢の話なのさ。






　作者補ほ足そく







「狗く牙が絶だちの劔つるぎ」は『ドラゴンマガジン』誌し上じようで連れん載さいされている作品ですが、連載時に少しばかり特とく殊しゆな試みをしています。それが「選せん択たく肢しを提てい示じし、読者投票によって、進むべきルートを読者の皆みなさんに選んでもらう」という企き画かくです。具体的には、この２巻かん目の第３章の最後で選択肢が提示され、読者投票が行われました。


　文庫収しゆう録ろくに際さいして、連載時の「選択肢」は省しよう略りやくされたのですが、これ以い降こうは用意されたふたつのルートのうち、読者投票によって選ばれたほうへとお話は進んでいきます。


　というシステム上、選ばれなかったルートは永えい遠えんに日の目を見ません。しかし、そちらに投票してくれた読者さんもたくさんいたわけで、選ばれた選択肢へ投票した読者さんも含ふくめて、「選ばれなかった選択肢の先にはどんな展てん開かいがあったのだろう？」と思う方も、けっこう多いのではないかと思うのです。


　この短たん編ぺん「夢ゆめの話」は、そんな方へのちょっとしたオマケです。


　この「夢の話」では、選ばれなかった選択肢の先にあるお話が、断だん片ぺん的ではありますが、駿しゆんの夢に仮か託たくする形で語られています。


　この先を考えることに大して意味はないのですが、興きよう味み本位で覗のぞいてみる、そんな感覚でお読みいただけたら幸いです。








　本誌連載では、このような「選択肢の提示と読者投票によるルートの決定」を後何回か予定しております。


　具体的には、二回目の選択肢が、本文庫と同時発売（十一月二十日）になる『ドラゴンマガジン一月号』で提示される予定です。


　駿や香か月づきの未来の選択に係わってみたいと思われた方は、どうか『ドラゴンマガジン』本誌を手に取って、読者投票にご参加下さい。





　以上、作者からのちょっとした補足（蛇だ足そく？）でした。






　駿しゆんと香か月づきの居い合あい道どう入門２







　遊あそ眞まの住じゆう居きよ棟とうの裏手にある木もく造ぞう平ひら屋やの建物。


　基き本ほん的には物置なのだが、小屋と言うには少し大きくて、十五、六畳じようはある。


　壁かべ際ぎわには、あれやこれやが雑ざつ然ぜんと置かれているが、中央には空あきスペースがある。


　今日、外は生あい憎にくと篠しの突つく雨が降ふっている。


　実じつ戦せん剣けん術じゆつである天てん心しん無む明みよう流りゆうは、基本的に雨が降ろうが風が吹ふこうが外で修しゆ行ぎようを行うのだが、入門したての駿を、いきなり雨の降る外へ連れだすと、風邪かぜを引く虞おそれがある。


　ということで、駿と香月は此こ処こで刀の素す振ぶりを行おうと、模も造ぞう刀とうを持ってふたりで小屋までやって来たのだ。


　そして稽けい古こが一いち段だん落らくしたとき、香月が駿に居合の基礎知識を教授した。


　それが前回のお話。


　今回は、その続きだ。







香月　「さて、駿。心こころ構がまえの次は道具の話をしよう。居い合あいの稽古に際して用意すべき物としては」


駿　　「道着、袴はかま、模造刀、それに足袋たびと帯か」


香月　「そうだね。スウェットでもＧパンでもできないことはないが、やはり道着と袴のほうが稽古はし易やすいね。抑そもそも、居合の技わざは、袴を穿はいているという前ぜん提ていで磨みがかれたものだからね」


駿　　「Ｇパンじゃあ、刀の鞘さやを支ささえ難にくいよな」


香月　「袴の下に巻まく太めの帯と袴の細い帯の両方で支えるわけだからね、刀を」


駿　　「香月がいつも穿いてるスカートも袴みたいだよな。ほら、セーラー服の下に穿いてる奴」


香月　「うん、実じつ質しつ的には袴と言ってもいいな、あれは」


駿　　「え？　そうなんだ!?　でも……あれって、ズボンみたいにふたつに分かれてないでしょ？」


香月　「あれは分かれていないタイプの袴なんだ。女子が穿くから『女おんな袴ばかま』と呼よんで区別することもあるけれど、スカートと同じような物だよ。いま穿いている袴も女袴だしね」


駿　　「へえぇ、そうなんだ。じゃあ、強い風が吹いたりしたら捲めくれちゃうの？」


香月　「丈たけが長いし生き地じも重いから簡かん単たんには捲れないよ」


駿　　「なんだ」（一いつ瞬しゆん、すっげ～期待したのに）


香月　「なんだ？　駿、いま『なんだ』って言って舌打ちした？　とっても残念そうな口ぶりだったけど？　ひょっとして捲れたほうがいいのかな、駿は？」


駿　　「え？　いやいやいや。俺はそんなこと、これっぽっちも微み塵じんも欠片かけらも言ってないし、思ってもいないよ？」







　キッチンへ戻もどっていったはずの遊眞、再登場。







遊眞　「なんでぇ、香月の袴を捲りたいのか、駿ちゃんよ？」


駿　　「あれ？　遊眞さん、いつの間まに戻ってきたんですか？　というか、ですから俺は全然そんなことを考えては……」


遊眞　「ほれ、簡かん単たんに捲れるぜっ？」


香月　「きゃあっっ」


駿　　（うわぁ、見えたっ！　確かにこれはスカートと同おんなじだ。っていうか、香月の悲鳴がめちゃ可愛かわいいんだけどっ。顔赤らめて悲鳴を上げ、袴を押おさえる香月に萌もえっっ）


香月　「なっ、いきなり何をするんですか、お師し様さまっっ！」


遊眞　「なんでぇ、今日も白かよ。そんな色気のない物穿いてたんじゃ、駿ちゃんがクラクラしないぜ？」


駿　　（いえ、もう充じゆう分ぶんにクラクラしてますから。クラクラして倒たおれそうですから）


香月　「ほっといてください」


遊眞　「香月だってもう高校生なんだからよ、もっと色気のある物を穿けよ。あたしみたいにな」


香月　「高校生は、そんな物を穿きません」


駿　　「そんな物って……遊眞さんのは、そんなに色気たっぷりなんですか？」


遊眞　「色気たっぷりかと訊きかれりゃぁ……」







　遊眞、いきなりゴスロリミニスカートを自分で捲る。







遊眞　「ほれ」


駿　　「ぶほぉっっっ」（たっ、確かにこれは色っぺ～物だ！）


遊眞　「あたしのぱんつを見るなぁっっっ！」


駿　　「ぐぼぁ[image: ]がぁっっ」







　腹を押さえて頽くずおれた駿、七しち転てん八ばつ倒とう、床ゆかの上をのたうち回る。


　それを冷ややかな目で見下ろす遊眞。


　天を仰あおいで嘆たん息そくする香月。







駿　　「み……見るなぁって……自分で……自分で捲ったの……に……」


遊眞　「今度あたしのぱんつを覗のぞこうとしやがったら、キン○マ握にぎり潰つぶす」


駿　　「だから……覗いてないのに。まったく少しもこれっぽっちも覗こうとなんかしてないのに……」


遊眞　「じゃあ、あたしはマスドのドーナツ食べに戻るわ」


駿　　「もう……来ないでください……」







　遊眞、風のように退たい場じよう。







香月　「まったく。お師様は、まったく」







　ひとつ、ため息を吐ついた香月、やおら駿に向き直る。







香月　「……ところで、駿」


駿　　「え？　な、なに？」


香月　「駿はどんなタイプが好きなのかな？」










【究きゆう極きよくの選せん択たく】


Ａ：「もちろん白だよ」


Ｂ：「黒のレース付きなんか、いいな」


Ｃ：「ピンクの可愛いの」


Ｄ：「透すけ透け」


Ｅ：「穴あな開あき」







駿　　（いやいや待て待て！　「Ｅ」はどう考えても死し亡ぼうフラグだろ！）


香月　「駿がどんな種類のぱんつが好きか、読者投票で選んでもらうというのはどうだろう？」


駿　　「どうだろうって、俺はこんなものを投票で選ばれたくはない」


香月　「選ばれた種類によって、駿の称しよう号ごうが決まるんだ」


駿　　「ちょ、ちょっと、香月サン？」


香月　「Ａだと『すけべ』、Ｂだと『スケベ将軍』、Ｃだと『スケベ大王』、Ｄだと『スケベ大だい魔ま神じん』、Ｅだと『死んでしまえ！』だ」


駿　　「うわ、酷ひどっっ!?　っていうか、こんなものを投票で選ばれたら堪たまらないって、さっきから言ってるんだけど！」


香月　「さあ、君の一票が駿の称号を決める！　そんな感じで投票を」


駿　　「だから！　要いらないって言ってるのに！」


香月　「冗談だけどね」







　駿、だぁ～～っとズッコケる。







駿　　「冗談で俺のスケベランキングを決められて堪るかっ！」


香月　「そうだな。わたしの見るところ，駿のランキングはスケベ大魔神だ。投票するまでもない」


駿　　「ちょっと待てぇ！」


香月　「『ドラゴンマガジン』誌上の連れん載さいでは，こんな感じで選択肢の提示と読者投票　　をやっているんだよ，という例を挙あげてみたんだけど」


駿　　「例が悪すぎだっつ～の。読者が本気にしたらどうするんだ!?」


香月　「本作と同時発売の『09年ドラマガ１月号』では，二回目の選択肢が提示されているから，読者の皆さんにはどうか投票に参加していただきたい，ということで今回の〆にしようと思うのだが」


駿　　「無理やりまとめようとしてるけど……最後にひとつ突つっ込こんでいいかな？」


香月　「何かな，駿？」


駿　　「これ，もう，居合道入門でもなんでもないような気がする」


香月　「それでは，また三巻で」


駿　　「無視かよっ！」






　あとがき







　世の中には不思議なことなど何一つないのだ、という話を聞いたりします。あるいは、世の中には不思議なことしかないのだ、という話も聞いたりします。一いつ見けん……というか、一いち聞ぶん（？）正反対のことを言っているようにも思えますが、その実、これはどちらが正しくどちらが間違っているという類たぐいのものではなく、さしずめコインの裏と表、見方を変えればどちらとも取れる、ということを表しているように思えます。例えば、わたしが作家として小説（のようなもの）を書いているという事実は、不思議を通り越して奇き妙みよう奇き天て烈れつなことのように自分では思えますが、しかし、ある意味では必然だったのかもしれないと、なんとなく納なつ得とくもできてしまえるのです。


　現代チャンバラファンタジーという、微び妙みようにありそうでやっぱりなさそうな「狗く牙が絶だちの劔つるぎ」という作品を書くことになったのも、不思議といえば不思議、自然といえば自然、必然といえば必然……だったのかもしれません。





　第二巻では、本企画の目玉である「最初の選せん択たく肢しの提てい示じ」が行われました。というか、『ドラゴンマガジン』誌上で行われた選択肢の提示の回がこの二巻目に含ふくまれている、と言ったほうが正確ですか。選択肢それ自体は文庫化のときに省しよう略りやくされていますが、たしかに選択肢の提示と読者投票の結果による選ばれた未来というものがこの先にはあります。このことが作品の中でどんな意味を持つのか、あるいはこの作品をどのように位置づけるのかは不明ですが、今までにやったことのないことをやれたという点は素す直なおに喜びたいと思います。選択肢の提示は一回だけではありません。二巻目と同時に発売になる『ドラゴンマガジン09年１月号』では、第二回の選択肢提示が行われているのです。興きよう味みがおありの方は、ぜひ本誌の読者投票に参加して、駿しゆんや香か月づきの未来を左右するイベントに参加してみてください。


　ところで二巻目には、新キャラ（と呼べるような重要な新規のキャラ）が出ていません。いつでもどこでも新キャラ大おお盤ばん振ぶるる舞まい！　の舞まい阪さかにしては珍めずらしいことです。増えるどころか逆ぎやくに減ってますもん。舞阪にしては唯ゆい一いつ無む二ににして空くう前ぜん絶ぜつ後ごかもしれません。でも、三巻では確実に出ますけどね、新キャラ。


　相変わらずタイトロープで、渡っている綱つなはいつ切れてもおかしくないという危険極きわまりない状況の中、一巻同様、いえ一巻にも増して魅力的な駿や香月や美み玖くや遊あそ眞まを描いてくださったうなじさんに大いなる感謝を。


　そうそう、一巻と二巻の間に担当さんが交こう代たいしました。何しろ連載原稿をまとめて本にするため、どうしたって半年くらい間隔が空あきます。半年もあれば何が起きても不思議ではないということでしょうか。しかしながら「火ひ魅み子こ伝」のときなど、五、六年に亘わたって同じ担当さんだったわけですから、考えようによっては、これも不思議なことなのかもしれません。新担当Ｋさん、これからよろしくお願いします。


　しかし、担当がＴさんからＫさんに代わったために、わたしの担当さんが全員Ｋさんになってしまったというのはかなり不思議なことのように思えます。それとも、これも必然なのでしょうか。





　などとなんとなく上手うまくまとめたっぽい雰ふん囲い気きを醸かもしだしながら、そろそろどうでもいい話に移っていきましょう。今回は少し紙し幅ふくに余よ裕ゆうがあるのです。





　どうでもいい話その一。


　この間、奥おく志し賀が高原へ行ってきました。紅こう葉ようが綺き麗れいで空気は美味おいしく、ああ、やはりたまには旅に出るべきだと、強く思いました。時間とお金があれば……あれば。





　どうでもいい話その二。


　この間、ＰＥＴ癌がん検けん診しんというものに行ってきました。なにしろ、うちは癌の家系なので。今年の夏にも妹を癌で亡なくしたばかりですしね。そろそろわたしも気をつけなきゃいけない年齢であると。ちなみに、ＰＥＴ癌検診、かなり精度の高い検診技術らしいです。設備も最新式で高価そうでした。その分、検診料も高価だったんですけど。癌検診とかも、医い療りよう控こう除じよして欲しいものですね。





　どうでもいい話その三。


　我わがジュビロ磐いわ田た、かなりヤバいです。只ただ今いま十七位。このままだと自動降格してしまう順位です。そして十六位の大おお宮みやとは最終節で激げき突とつするという巡めぐり合わせ。この本が発売になる頃――最終節よりも前に崖がけっ縁ぷちから抜けだせているといいのですが。





　どうでもいい話その四。


　この時期になると、いつ雪が降るか気になってしかたありません。あと各地のスキー場のウェブサイトが、08～09年シーズンの更新を始めたりするので、それも楽しみでしかたありません。今シーズンは雪が多いといいなぁと、冬の降雪量が増えることを天に坐ましますスキーの神様に祈りたくなる今日この頃です。





　どうでもいい話その五。


　肩と首の筋肉の痛みは、だいぶよくなりました。完かん治ちまでもう少し、あと一歩というところなんですが、なかなか痛みがゼロにはなりません。これはもう解消しないものだと覚悟したほうがよいのですかね。ときどき整形外科でリハビリをしてるんですが、整体とかにも行ってみようかしらん。





　ということで、どうでもいい話はそろそろ終わりにして、今後の予定なぞを。





　今月（十一月の月末）には、もう一冊出る予定です。もう著者校まで終わってますので、よほどのアクシデントがなければ予定通り発売になると思います。これがなんとノベルスなんですね。わたし、ノベルスで本出すの初めてですよ。え～とタイトルは「万まん年ねん島じま殺人事件――壊こわし屋翔しよう子この事件帖ちよう」になるはずです。レーベルは幻げん狼ろうファンタジアノベルス。ファンタジア文庫のノベルス版かというとそうではなく、似てますが関係はありません。内容はミステリーっぽいファンタジー。あるいはミステリーの皮を被かぶったファンタジー。ひょっとしたらファンタジーのように見せかけたミステリーなのかもしれません。興味のある方はぜひお手にとってみてください。


　十二月にはＧジーＡエー文庫さんから「サムライガード２」が出る予定です。こちらも、原稿は入稿した（今日入れたばかり！）ので、何もなければ予定通り十二月十五日に出るのではないでしょうか。というか、出てください。


　来春には「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎⅧ」と「サムライガード３」が出る予定ですが、こちらはまだ流動的。


「狗牙絶ちの劔３」は、きっとおそらく来年の夏頃です。





　ということで、次は「万年島殺人事件――壊し屋翔子の事件帖」でお会いしましょう。








　二〇〇八年十月吉日




舞阪　洸　　





初　出







ドラゴンマガジン２００８年４月号～２００８年９月号


夢の話　　　　　　　　　　　　　　　　　書き下ろし


駿と香月の居合道入門　　　　　　　　　　書き下ろし




※本書は　初出を大幅に加筆、修正したものです。





狗く牙が絶だちの劔つるぎ２


―刀と[image: ]の物語―





舞まい阪さか　洸こう
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